
    
      
        
      
    

  









































異世界ならニートが働くと思った？４




エルフの姫を放置して救世主にします。
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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　たぶんはじめから









「協力してほしい」




《万象の楽園この世界》に召喚されてすぐ。

　第一声でそう口にした《英雄》に、召喚者である少女はゆっくりと目を瞬またたいた。

《英雄召喚》。

　世界の流れすらねじ曲げる類たぐい希まれなる《運命力》の持ち主──《英雄》を異世界から喚よび出す儀式。

　召喚者である巫み女こは、喚び出した《英雄》にいかなる理由で召喚されたのか、ここがどのような世界で、なにをしてほしいのか、説明する義務を持つ。

　というより、召喚された《英雄》は今あげたようなことを疑問に思い、最も近くにいる巫女に尋ねるのが自然なのだ。

　だからこそ、その流れ自体を義務としているのだが──目の前の《英雄》はそれらを必要としていないらしい。

　それは極めて異質なことで、普通であれば戸と惑まどうはずのことだったが、巫女である少女もまた異質だった。

　少女には感情がない。感情がどういったものなのかがわからない。少なくとも少女自身はそう思っている。

　だから、その行動はいつだって感情を排した合理的なものになる。

　──協力してほしい。

　そう頼まれたのなら、こう答える。

「なにに？」

　本来なら召喚された者が口にするはずの疑問を、召喚者である巫み女こがする。

　そのちぐはぐさを微み塵じんも感じさせない無感情な少女の問いに、《英雄》もまた一切表情を動かさずに言った。

「愛いとし憎む者の、召喚」

《英雄》らしからぬ異様な願い。

　普通の巫女であれば眉まゆをひそめ、どういうことなのかと問い返す言葉に、少女は〝端的すぎて意味がわからない〟とだけ思った。

　意味がわからないものに協力はできない。

　当然の帰き結けつとして少女は断ろうとし。




「協力してくれれば、あなたの望みを必ず叶える」




　なんの根拠もない言葉。

　それどころかこの《英雄》は少女の望みがなんであるかも知らないのだ。

　妄もう言げんも甚はなはだしい、一考の余地もない、感情のない少女でなければ憤いきどおってもおかしくない類たぐいのもので──

「……どうやって？」

　気がつけば、少女はそう尋ねていた。




　それが、少女の失敗。

　それが、少女の成功。




　少女の望みは叶かなった。叶えられた。




　だが、その代償として支払う《英雄》への協力は、この世界そのものを終わらしかねないと知って。

　少女は──








一章　ニート、待つ









「──やっぱりご主人さまはすごい」




〈神翼族エルブランシユ〉の国──浮遊大陸フィレンタニア。

　空にある上、周辺空域一帯に門番が張り巡らされ、あらかじめ招待されでもしない限りまず降り立つことはできないとされるその場所に。

　彼女──〈幻魔族ストレーガ〉の［四血姫］クランレウ・シミシカは、《魔神器》『かたわらの闇』を使用することで、あっさりと侵入を果たした。

　絹糸のような銀の髪に、大きな紅玉の瞳。

　下着同然の姿にそれ自体生きているかのようにうごめく黒いローブをまとったレウは、いつもの無表情を浮かべていて。

「レウ、さん……？」

　信じられないかのように呟つぶやいたティファリシアに、素っ気けなく言う。

「ひさしぶり」

「ひ──ひさしぶりじゃないです！」

「……？　たしかに、それほどひさしぶりでもなかった。すうじつぶり」

「そういうことを言っているのではなくて──」

　数日前にティファリシアたちの前から唐とう突とつに消えたレウ。

〝敵になる〟と宣言し、それからずっと音沙さ汰たのなかった彼女が、なぜ今、このタイミングでこの場所に現れたのか──？

　いくら見続けても、その氷のような無表情からはなにも読み取れない。

　まさに〈幻魔族ストレーガ〉という謎なぞめいた種族を体現したような彼女は、




「よー、レウ」




　へらへらと笑うレイジが、そう言って軽く手をあげるのを見た瞬間。

「────」

　抱きついた。

　問答無用だった。

　電光石火だった。

「だ──ぐっ」

　黒いローブ──『かたわらの闇』を使って文字通り飛ぶように抱きついてきたレウに、レイジはその反応を予期してたにもかかわらず思い切り仰あお向むけに押し倒される。

　鼻び腔こうをくすぐるフローラルな香り。

　決して大きくはないが、確かに主張するふにょりとした胸の感触。

　なにより下着同然の姿ということは、露出した腕や太ももが直じかに当たるということで、否いや応おうにも小柄な少女を意識せざるをえない──にもかかわらず。

　それらすべてを無視したレイジは、軽くこすらせた頭をさすり、

「……いつつ……だからお前はさあ……」

　文句を口にしようとして。

「──うれし、かった」

　胸に顔を埋めているせいで、くぐもった声。

「あ？」

　よく聞こえなくて、問い返したレイジに、レウは顔をあげる。

「ご主人さまが──そのこをつけてくれていて……うれしかった」

　レウが見つめるのは、レイジの右腕に巻かれた黒い布──『かたわらの闇』の端は布ぎれだ。

《魔神器》『かたわらの闇』所持者は、一度到達した場所に自由に移動できるようになる。

　その場合の到達した場所というのは、所持者ではなく『かたわらの闇』そのもの。

　つまり、レイジが右腕に『かたわらの闇』の端布をつけていたことで、レウはここまで来られたのであり、彼女はそれをあらかじめ意図していた。

　そして、同時に。

「そりゃまあ、最初から考えてたことだしな。──お前をこのタイミングでここに呼びよせることを」

　薄く笑うレイジに、レウはわずかに目を見開き、すぐにやわらかく細める。

「さすが……ご主人さま」

〈解放者〉の《英雄》──好ましき隣人ホウバミレイジは、そういう存在だ。

　いつだって自分の予想を上回る。

　だからこそ。

「私はご主人さまをあいしている」

「あーはいはい……いいからどいてくれる？」

「むり」

「──あっそ。んじゃそのままでいいぜ」

「……？」

　てっきり拒絶されると思っていたレウは、レイジの意外な反応に目をまたたき、

「──ぁ」

　一瞬のうちに逆に押し倒される。

「むしろ逆にこうしてやるのもいいよな？」

　そうして瞳を揺らがせるレウに、レイジは勝ち誇った表情を浮かべ──

「ふっ……なんてな！　いまのうちに──がっ!?」

　一転してレウから飛び退すさろうとしたところを、『かたわらの闇』に捕まり、無む理り矢や理り抱きしめられた。

「ぐ……押してもダメなら引いてみろ作戦が……つーかマジこの布最悪だな！」

　巻きつく黒い布を睨にらみつけたレイジに、スイッチの入ってしまったレウは耳を貸さない。

「ご主人さま……このままさいごまで……」

　そう言って無理矢理レイジの唇を奪おうとしたレウに。

「……ティファ！」

　レイジがそう叫ぶと同時。

「って──な、なにしてるんですかレウさん！　離れてください!!」

　呆ぼう然ぜんとしていたティファリシアが止めに入り、

「……相変わらず不愉快極まりないクソですね」

　眉まゆをひそめたアルファがそう吐き捨て、

「…………露出プレイ……」

　ジャンヌが恍こう惚こつと呟つぶやく。

　そうして、にわかに動き出した各おの々おのを眺めながら。

「なるほどね……これをワタシに視みさせないことがキミの本当の目的だったワケだ」

　瞳を金色に染め、『未来既知』を使用したアエルはレイジに視線を向ける。

　すでに未来を視た〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》に、〈解放者〉の《英雄》は軽く首を傾かしげて、

「あ、やっとわかった？」

　笑う。

「〝自らの視た光景を未来として確定させる〟──あんたの『未来既知力』はまごうことなきチートだが、強力なのはその力であって使用者じゃない。言い換えれば、あんたの未来予知はあんた自身が視ていなければ未来は確定しないっつー致命的な欠陥を持つ」

　自らの望む未来を視続けることで確定させる『未来既知』

　その能力自体は問答無用で超強力だ。だが能力が超強力だからこそ、相対的に使用者の不完全さがどうしても浮き彫りになってしまう。

「……未来の確定自体は時間を超越しているが、それを視ているワタシ自身には時間が流れている。だから、ある未来を視ているあいだ、その先、あるいはその前の未来はどうしても不確定にならざるをえない。キミは不確定の隙すきをついてこの状況を作りだした、と」

　補足するように続けたアエルに、レイジがそうそうとうなずき。

「ちょ、ちょっと待ってください……っ」

　レウを引き離そうとしつつ、話だけはちゃんと聞いていたティファリシアが待ったをかける。

　眉み間けんに皺しわを寄せ、頭を押さえるティファリシアは、相も変わらずとてつもなく複雑な理屈を平然と述べるレイジに、懸命に頭の中を整理しつつ言う。

「ええと……ようするに、『未来既知』で確定できる未来は任意の瞬間だけで、それ以外の不確定な部分をレイジの思い通りにした……それが今のこの状況ということですか？」

　そしてレイジは最初からこの状況をアエルに視みさせないために動いていた──？

「だからそうだって」

　あくびをしながら言うレイジに、ティファリシアは目を見開かざるをえない。

　だって、もしそうなのだとしたら。

「ちなみに先にお前に言わなかったのは、言うとアエルにバレるから。わかるよな？」

　ティファリシアはぐっと言葉に詰まる。

　さすがに〝なぜ思っていたことを〟などとは言わなかった。レイジ相手にはよくあることだし、それを口に出せばバカにされる気がしたからだ。

　そこまですべて見通しているように、レイジはにやにやと笑みながら続ける。

「ま、俺が右腕に『かたわらの闇』の端は布ぎれをつけてるって気づければ、ここまで至れる可能性は一応あったけどなー。なにせ〈解放者〉の《誓約者ルーラー》さんは最近なかなか調子よかったみたいだし？」

「……うぐ」

「〝今ならレイジと【勝負】しても勝てるかも〟とか思っちゃえるくらいには前向きだったもんなー？」

「ぅぅうう……！」

　両手で耳をふさぎたいのに、レウを引きはがさなければならないため、おとなしくレイジの言葉を聞かなければならない。

　しかもその言葉に反論ができないため、言われるがまま。

　レウを引きはがすのはレイジに頼まれたことであるはずなのに、そのレイジにティファリシアがやりこめられているという状況に、アエルは苦笑しつつ言う。

「……でも不確定な部分があると見抜いたからといって、そこを自分の思い通りにするなんて普通できないと思うけどね」

　アエルとて、自らの能力である『未来既知』の弱点など十分理解していた。

　だがそれは現在の状況とかつて視た未来、現在進行形で視続けている確定した未来から類推すれば容易に想像可能だし、少なくとも『未来既知』を持たない者と比べれば情報量で圧倒的なアドバンテージがある。

　要は、不確定だからといって、『未来既知』を持つ者が持たない者に劣るわけがないのだ。

　それは前提以前の問題。当たり前というのも馬鹿らしい話。

　にもかかわらず。

「残念、そこに関しては──俺は普通じゃねーんだわ」

〈解放者〉の《英雄》──好ましき隣人ソーシヤルハツカーは凄すごみのある笑みを浮かべ、「ま、それ以外は適当だけどな」すぐにふざけたように肩をすくめる。

　そのいい加減な態度。

　まるで覇は気きを感じさせない表情。

　なにより──見た目と裏腹の鋭さに。

「確かに……普通じゃないね」

　ふっと息を抜くように笑ったアエルは、ティファリシアに抵抗し、いまだレイジに抱きつき続けようとするレウを見つめて言う。

「忌まわしき〈幻魔族ストレーガ〉の［四血姫］にさすがと言わせるだけはある」

　その言葉に込こめられた感情。

　歓迎とはほど遠い冷たい口調に、アエルのすぐそばにいたジャンヌが顔をあげる。

「アエル？　どうかしたのですか？」

《英雄》の言葉になんのリアクションも示さず、アエルは視線をレウから動かさない。

「母さ──アエルさま？」

　その頑かたくなな態度に、アルファも首を傾かしげる。この場にレウが現れたのは異様であるし、その得体の知れなさに警戒をする気持ちもわかるが──

　と、そこまで考えて。

　アルファは気づく。

　──いまだかつて、アエル未来予知者が、なにかを警戒するなどということがあっただろうか？

　それは〈解放者〉の《英雄》に対してさえ抱いていなかったはずのもので、事実であれば──この上ない異常事態と言える。

「……そこのクソノゾキ魔」

「なにチグハグ」

　低く問いかけたアルファに、即座に声を返してきたレウは、どこまでも鉄壁の無表情で、見る者になにも読み取らせない。

　けれど、アルファはその仮面の向こうを透かし見るように目を細めて、

「貴様……なにを考えやがってるんですか」

　率直にもほどがある問い。

　口にしたアルファ自身が意味のあるものだと思えないその言葉に。

「私がかんがえているのは──いつだってひとつのこと」

　ティファリシアに引っ張られるのではなく、自らレイジの上からどいたレウは、黒いローブを羽衣のようにまとい、

「私のかんじょうをうごかしうるもののこと」

　レイジを見る。

「感情を……動かしうるもの？」

　ティファリシアの呟つぶやきに、レウは目を伏せ、沈黙する。

　その沈黙に苛いら立だつように、アルファがさらに続けた。

「ふざけやがらないでください。貴様はひたすら自分を満足させる知識を得ようとしていると、少なくともボクにはそう言いやがっていたはずです。それとも──噓うそを吐ついていたんですか？」

　偵察という名目で行った様々な種族の領土で、アルファはたびたびレウに出会った。

　顔を合わせるたびにお互いに〝またこいつか〟と露ろ骨こつに邪魔者扱いしていたが、皮ひ肉にく混じりに交わす言葉の中には確かに真実らしきものも混じっていた。

　少なくともアルファはそう思っていたのだが──

　本人も気づかないままに険しい表情を浮かべるアルファに。

「んー別に噓じゃないだろ」

　レイジが軽く言う。

「その自分を満足させる知識ってのがレウの感情を動かしうるものだっただけじゃねーの」

　へらへらと笑うレイジを見て、めんどくさそうに眉まゆをひそめたアルファは、

「……クソ《英雄》は──いえ、〈解放者〉の《英雄》サマは黙ってていただけマスカ？」

　自分にかかったままの〝呪い〟を思い出して、途中からよそ行きの笑みを浮かべたが。

「からの？」

「は？　え──」

　まさか。

　そう思う間に、アルファは自分ではどうにもならないまま、頭の横に両手を添えて、




「冗談ですにゃん♡」




　笑顔でポーズ。

「…………」

　シリアスっぽい空気だったのに、突然媚こび媚こびの猫さんポーズ♡をしだしたアルファに誰もがなにも言えなくなり。

「──ぶはっ、あははははは!!　何度見てもひでえ……い、いや、可愛かわいいぞアルファｗｗ」

　レイジが吹き出し、つられるようにティファリシアも笑いそうになって口を押さえる。

　ジャンヌは「よくわかりませんが……普通に可愛かわいいと思いますし、みなさんに注目されてうらやましいです」と力強くうなずき、アエルは特になにも言わず目をそらす。

　そして。

「あなたにだけはいわれたくないにゃん」

　真顔でアルファとそっくり同じポーズを取り、平淡にそう言ったレウに。

「う、うぅうるさいうるさい!!」

　アルファは顔を真っ赤にして地じ団だん駄だを踏み、キッとレイジをにらみつけた。

「今の発言のどこに悪口があったって言いやがるんですかクソ《英雄》!!　──冗談ですにゃん♡　うぅぅぅああぁぁあっ!!」

　レイジとの【勝負】に負けたアルファは、【相手が暴言だと思う言葉を吐くたびに可愛い仕草つきで〝冗談ですにゃん♡〟と語尾につける】という罰ゲームの契約を結ばされている。

　まだそれが解除されているとは思わなかったため、アルファ自身ちゃんと注意して途中で暴言を撤回したつもりだったのに。

「アルファ、罰ゲーム発動の条件ってどんなものだったかちゃんと覚えてる？」

「だから、ボクが貴様に暴言を吐くたびに──」

「違う違う。【相手が暴言だと思う言葉を吐くたびに】って言ったはずだぜ？」

[image: ]

「それのなにが……」

　違うというのか、そう続ける前に。

　ティファリシアが気づく。

「あ……それレイジが暴言だと思えばいいということですから、ほとんど任意で発動させられますね……」

「……！」

　ショックを受けるアルファを横目に、にやにやと笑うレイジ。

「おーやるじゃんティファ」

「……ま、まあ、レイジのやりそうなことくらいある程度予測がつくようになってきましたから」

　それくらい当然ですとばかりに一生懸命余裕ぶるティファリシアが「というかティファって呼ばないでください」と付け加えるのを軽やかに無視して。

「そういうことなんだわアルファ。ごめんなー」

「まったく謝っているように感じられやがりませんが!?」

「まあ謝ってるつもりないからな。当たり前じゃね？」

「が……く……もぉ、もおぉぉっ!!」

　白と黒の翼を震わせ、殺したい殺したい殺させてくれないならいっそボクを殺せ──とばかりに身み悶もだえするアルファに、彼女に喚よび出された〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》は、

「ぁあアルファ……心の底から──うらやましいです……」

「──うるさい変態!!」

「ありがとうございます！」

　ご褒美をいただいて、涎よだれを垂らさんばかりに欲しがりな顔をする。

　ほんの少し前までのぴりぴりとした雰囲気はいつの間にか欠片かけらも感じられないほど弛し緩かんしきっていて。

　その流れを作りだしたのは──

「それで誤ご魔ま化かせたつもりなのかな〈解放者〉の《英雄》クン」

　凪ないだ湖面に一石を投じるように。

『世界の管理者』、〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》アエル・アウラはいかにも気けだるげに、けれど静せい謐ひつな鋭さを伴ともなったまま言う。

「どれだけキミが誤魔化そうと、ワタシは彼女に──〈幻魔族〉の彼女に気を許すことはないよ？」

　薄い笑み。

　頂点に立つゆえの、そしてすべてを見通す者としての矜きよう恃じに満ちたその言葉に、




「さすが──きゅうきょくのぼうかんしゃ」




　気を許さないと宣言された当の本人が、淡々と言って。

「それをキミに言われるのはいささか不本意だけれどねー〈幻魔族ストレーガ〉の［四血姫］……いや、ここでは《欠月の零姫》と呼ぶべきかな？」

　あえて強調するように口にされた言葉。

「…………」

　そのフレーズを耳にした瞬間、レウのまとう『かたわらの闇』が無感情な主人の代わりとばかりに激しく波打うち、攻撃的な形状を取る。

　表面上はなにも動いていないはずなのに、水面下で繰り広げられる舌ぜつ戦せん。

　再びピンと張った糸のように張り巡らされた緊張感に。




「いやいや俺は誤ご魔ま化かすとかそういうつもりはいっさいないけど？」




　軽く肩をすくめたニートは、気負うことなどなにもないとばかりに両手を広げ、にわかに臨りん戦せん態たい勢せいのような形になっているレウに笑いかける。

「最初に言ったとおり、俺の目的は誰もが楽しむことだ。レウをここに呼び寄せたのも、それがレウにとって──俺にとっても楽しいことだからで、それ以上でも以下でもない。なあレウ？」

「…………ご主人さまのいうとおり。つよすぎるのうりょくにおどらされたぼうかんしゃ、アエル・アウラはなにもわかっていない」

「──クランレウ・シミシカ！」

「なにアルファ・ステイシス」

　再度即答したレウは、今度はアルファの言葉を待たずに目を細めて。

「やっぱり……あなたは私ににている」

　告白するように、言う。

「そっくり」

「ボクはまったくそう思いやがりませんけどね……自分のことしか考えてないクソみたいな貴様と似てやがるだなんて反へ吐どがでます」

　嚙かみつくようにそう続けたアルファに、レウは静かに首を横に振る。

「あなたは私とあうたびに〈神翼族エルブランシユ〉のためだけにうごいているといっていた。どこであっても、どんなときでも。けれど、あなたからはあたえられたしごとへのぎむかん……けんおかんがいっさいなかった」

「……？　だからなんだって言うんですか。ボクが義務感や嫌悪感がないのは、まさに〈神翼族エルブランシユ〉のために働くことにやりがいを──」

「ちがう。あなたがぎむかんやけんおかんをかんじなかったのは、それがじぶんのためだったから」

「…………は？」

　自分のため？

「あなたは〈神翼族エルブランシユ〉のためにてきじょうしさつをしていたといっていたけれど、そもそもみらいをみることのできる〈神翼族エルブランシユ〉にたしゅぞくをみるいみはあるの？」

「そんなもの──」

「こういいかえてもいい。それはほんとうにだれかからたのまれたものなの？」

　目を見開いたアルファは、言葉よりも確かな答えを示していて。

　レウはその反応になんの感かん慨がいも示さずに続ける。

「あなたが〈神翼族エルブランシユ〉のためだとおもって、じはつてきにうごいていたのはほんとう。［劣血種アブセンス］のあなたは──〈神翼族エルブランシユ〉のために、いだいなははのやくにたつために、しゅういからのへんけんをくつがえすために──やっきになっていたから」

〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こアルファ・ステイシスは、〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》アエル・アウラによって意図的につくられた［劣血種］だ。

〈神翼族エルブランシユ〉という『世界の管理者』の一員でありながら、〈隷人族インフイルマ〉の血が入っているという負い目。

　それは彼女に必要以上の焦りを生み出した。

「〈神翼族エルブランシユ〉のためになにかしたい。もともとはそうおもってうごいた。けれど、あなたはじぶんでもきづかないうちに、てきじょうしさつそのものを──みずからのけんぶんをひろめることを、たのしむようになっていた」

　そう──クランレウ・シミシカのように。

「でも、あなたはそれをみとめられなかった。みとめてはいけなかった。だから──めのまえでおなじことをする私をひていしつづけた。ほんとうはじぶんもおなじことをしているのに、そうではないとおもいこむために。……ちがう？」

　徹てつ頭とう徹てつ尾び、感情を交えずに語ったレウに。

　アルファは顔を俯うつむかせて。

「……確かに、貴様の言うとおりかもしれませんね」

　神しん妙みように、すべてを諦あきらめた殉教者のように言う。

「不本意ながら、ボクは敵情視察それ自体を楽しんでいたと言えなくもありません」

「……みとめるの？」

「認めてやりましょう」

　そうして顔をあげたアルファは、なぜか勝ち誇ったように笑って。

「ふん、もっと落ち込こむとでも思いやがりましたか？」

「……」

「思いやがったんでしょう？　思いやがりましたね!?　残念でした！」

「なにも、いってないけど」

「なにも言いやがらないということはそういうことなんです！」

　無む理り矢や理りそう決めつけ、腕を組んで顔をそらす。

　そうしてぽつりと言った。

「──ま、以前のボクならそうだったでしょうからね」

「いぜんの？」

　そう返され、アルファは嫌々ながらレイジたちを横目に見て、ぼそぼそと小声で言う。

「……どっかの変なやつらが……［劣血種アブセンス］のボクでも──価値があるとか、適当なこと言いやがったんですよ……」

「んんー？　よく聞こえんなあ。どこかの素す晴ばらしいニートさまのおかげで超前向きになりましたって？」

「そんなこと言ってやがりません!!」

　レイジの茶々に、アルファは顔を赤くしながら突っ込みを入れて、やけくそになったように続ける。

「とにかく！　どっかのバカたちが［劣血種］であることを受け入れてくれると言いやがって！　その言葉に──その、ちょっと、いいかもしれない、とか……思って……」

「え……」

　今度はティファリシアが反応せざるをえなかった。

　アルファを〈解放者〉の国に迎え入れたいと言ったのはティファリシアだからだ。

　だがアルファはそんなティファリシアに、ほんの一瞬申し訳なさそうな眼まな差ざしを向ける。

「でも、そういうことを全部受け入れてなお……ボクは、母様を支えたい……たとえその必要がないと言われたとしても──そう思えたんです」

　アルファが見るのは、ティファリシアではなくアエル。

　アエルは娘のその視線に、複雑な表情を浮かべなにも言わなかったが、アルファはそれでも笑ってみせた。

　その事実に。

　ティファリシアは、胸に手を当て、目を閉じる。

「それが……アルファさんの選択なんですね」

　選択の余地なく出した答えではない。

　アルファ自身、心地よい、受け入れてしまいたいと思った誘いを断ってなお、母であるアエルを──〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》を支えたいと考えた。

　それはただの選択ではなく、決断。

　そして。

「だからこそボクは自信を持って言えます。あくまで自分の欲求を優先しやがるクソノゾキ魔──貴様なんかとは違うと！」

　びしっと指さすアルファに、レウはそっと目を閉じ。

「そう」

　一言。

　それで十分とばかりになにも言わないレウに、アルファのほうが鼻白む。

「ちょ……それでいいんですか貴様は」

「……べつに。あなたがそれでいいのならいい」

「引っかかる言い方をしやがりますね……つくづくうっとうしい」

　そう愚ぐ痴ちるアルファに。

「アルファのその選択もアルファ自身の欲求で、結局本質は変わってない──そう言いたいからだろ。ま、俺から見れば、レウとアルファが似てるってのはまったくうなずけないけどなー」

　にやにやと笑うレイジは軽く肩をすくめる。

「レウのほうがはるかに計画的だし」

「……計画、的？」

　ティファリシアの疑問に、レイジはじっとレウを見て。

「俺がこの展開を予期していたように、レウもまたこの展開を望んでいた。それこそ自分の欲求を満たすために──そうだよなレウ？」

　えぐるようなレイジの声と眼まな差ざしに、レウは顔をうつむかせ、

「本当に──さすがご主人さま」

　二度目の、言葉。

　そこに込こめられた感情が、いまいち読み取れなくて、

「レウさん──きゃっ」

　ティファリシアが問おうとするのを跳ね返すように、突然大きく広げられた黒いローブが空を覆おおうようにして、全員の視界を落とさせる。

　突如光源を遮さえぎられたティファリシアは、懸命にレウの姿を探そうとする。

「そんなご主人さまだったら──かれらをとめられるかもしれない」

　ぽつりと呟つぶやかれた言葉。

　その、空くう虚きよにすら感じられた声の意味を訊きく前に、『かたわらの闇』が収縮していき、周囲に光が戻っていく。

「今のは……え!?」

　眩まぶしさに目を細めていたティファリシアは、周囲の光景が先ほどまでとまるで違うことに気がついた。

　薄うす闇やみに閉ざされたその空間は、辺りを見回してもごつごつとした石や岩、土ばかりの大地が続き、空を見あげれば──いやそもそも空が存在しない。

　見あげた先にあるのは、薄ぼんやりと光る大地に覆おおい被かぶさるような高い高い天井。

「な……なんですかここは……！」

　驚きよう愕がくの声をあげるのはアルファもだった。

　その反応が逆にティファリシアを冷静にさせる。

〈神翼族エルブランシユ〉の目として各地を回ったはずの彼女にもわからないということは──

「ああ、ここが〈幻魔族〉の国ディリドか。……ふーん地下ってことね。なーるほど」

　あっさりとそう口にしたレイジに、ティファリシアは予測を確信に変える。

　海中都市ワタツミノミヤにすら至っていたアルファが、驚く場所。そんなものは一つしか思いつかない。

「な──地下、って……」

　あらためて驚くアルファに、ティファリシアは整然と思考する。

　謎なぞに包まれた〈幻魔族ストレーガ〉。

　その国ディリドがどこにあるのかは、長いあいだ疑問とされていた。

　あらゆる大陸、海、空。そのどこにも〈幻魔族ストレーガ〉たちの国らしきものは見当たらなかったからだ。

　だが、地下ということであれば納得はいく。

〈海精族シーレーナ〉の国──ワタツミノミヤで〈隷人族インフイルマ〉の住まう地下世界を見たときから、その可能性は十分にあり得たのだ。

　もちろんそれでもどうやってそこまで移動するのかという問題はあるが──それはあくまで他種族にとっての話。

〈幻魔族ストレーガ〉であるレウには、そして彼女の持つ一度行ったことのある場所であればどこにでも、何人でも移動させることのできる『かたわらの闇』がある以上、問題にならない。

　この状況は彼女によって引き起こされた。

　問題はどうしてディリドに連れてくる必要があったのか、ということだが──。

　レウを見たティファリシアは、フードを取った彼女の隣に誰かがいることに気づく。

「……レイ、ジ？　────!?」

　どうして一瞬でもレイジだと思ったのか。

　目を見開き、はっきりとその姿を認識したティファリシアは驚かざるをえない。

「──おいおい。お前あれが俺だと思ったわけ？」

　冗談めかした声は、すぐ隣から聞こえてきて。

　ティファリシアはそれがレイジだとわかると同時に、その服の袖そでを摑つかんだ。

　強く強く──震えが収まるように。

　それは服の袖そでではなくレイジの手な気もしたが、そんなことは関係ない。

　なにかに──揺らがないなにかにすがらなければ、立っていられる自信がなかったのだ。

　それほどまでに、どす黒い──気持ち悪いまでの《運命力》の塊かたまり。

　レウの隣にいるものは、そういうものだった。

　アレが──あんなものが、レイジであるはずがない。

　見た目だけは美しい青年の形をしたそれに。

「……それで《英雄》クン。キミはアレをどうするつもりなのかな？」

　アエルが、静かに言った。
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二章　ニートと悪魔









　彼方かなたの世界より召喚されし《英雄》。

　彼ら彼女らは、世界を動かしうる力──《運命力》によってその格が決まる。

《運命力》はそのまま《英雄》たちがこの世界で得る能力《偉能レアルタ》へと反映されるからだ。

　ティファリシアがこれまで目にし、相対してきた《英雄》たちは例外なくその法則に従っていた。

〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》ナポレオンの【不可能は存在しないImpossible nést pas trancais】しかり。

〈海精族シーレーナ〉の《英雄》太たい公こう望ぼうの【覆ふく水すい難なん収しゆう】しかり。

〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》ジャンヌの【神の国Dieu vous bénisse】しかり。

《偉能レアルタ》こそが《英雄》を《英雄》たらしめ、その《偉能レアルタ》の質を決める《運命力》は《英雄》の力そのものである。

　そう知識だけでなく、その身をもって経験しているからこそ──

　ティファリシアは恐きよう怖ふせざるをえない。

　ほんの十数歩先──レウの隣に突如として現れた背の高い青年。

　白衣を身につけ、メガネをかけ、薄うす闇やみに茫ぼう漠ばくと佇たたずむ彼。

　その人の形をした《運命力》としか言いようがない、圧倒的すぎる《英雄》に、おののき、歯震わせ、総毛立たざるをえない。

「あ……あれ、は──」

　声を出す途中で息が詰まり、ティファリシアはぐっと歯を食いしばってレイジを摑つかむ手に力をこめる。

　そうして呼吸を整えようとしているあいだに、アルファが口を開いた。

「……なん……ですか？　この馬鹿げた──《運命力》は」

　絞り出したようなアルファの声も裏返り、

「──アルファ。こちらに」

　主君であるアエルを護まもるように動いたジャンヌも、目の前の彼から一切視線をそらさない。そらせない。

　ただ一人、この画をあらかじめ視みていたアエルが、薄く息を吐きながらレイジに尋ねる。

「もう一度言おうか《英雄》クン。──キミはこの状況をどうする？」

　気けだるそうに、けれどまっすぐ向けられた問い。

　それはこの場にいるすべての人間が思っていたことで──




「え？　別にどうもしないけど？」




　あっけらかんと。

　そう口にしたニートに。

「……どうも、しない……？」

　さしもの『世界の管理者』も眉まゆをひそめ、まじまじと〈解放者〉の《英雄》を見る。

　その眼まな差ざし自体が楽しいとでも言い出しそうな笑顔でレイジは平然と言った。

「つーかこの先なにが起こるか視みてねーの？　視てりゃある程度は想像つくだろ」

「……残念ながらこれ以降の未来は非常に流動的らしくてね」

　視るたびに変わり続ける──と言えば大げさだが、少なくともそれに近く、視ること自体が無駄な気すらしてくる。

　そして、なにより。

「キミは自分が行ったことをもう忘れてしまったのかな？」

　仮にアエルが視続けることでとある未来の一時点を確定させたとしても、その解釈がアエルの思うとおりであるかどうかがわからない。

　その可能性は、他ならぬ目の前の《英雄》が示したことだ。

「ああ、そりゃご愁しゆう傷しようさま。やっぱこうすりゃ未来は流動的になるわけだ。なるほどねー」

　アエルの皮ひ肉にくめいた言葉にもまるで気にした様子なくそう返したレイジは、

「ま、それはそれとして」

《運命力》の塊かたまりのような青年を平然と指さす。

「この状況でレウの隣に立ってるアホみたいな《運命力》の持ち主っつったらまあ自然とその正体は知れるだろ──なあ、ティファ？」

「──へ？」

　唐とう突とつに話を振られ、変な声が出てしまったティファリシアは、慌てて誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをし、ついでにレイジの手を握りっぱなしなことにも気づいて距離を取る。

　その上で、「だ、だから何度も言いますがティファって呼ばないでください……！」と注意をし、問われた内容をもう一度頭の中で思い返した。

「それはまあ、レウさんが〈幻魔族ストレーガ〉の方ですから、〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》──ファウストさん……じゃないんですか？」

　口にしていく先からレイジのにやにやとした笑みが深まっていって、ティファリシアは徐々に自信をなくしていく。

「……違いますか？」

　思わず小声でレイジにそう訊きいてしまって。

「いや？　その通りなんじゃねーの」

「じゃあなんでそんなに笑って……」

「えー？　そりゃあ直前までビビって俺の手摑つかんで震えてたのに、変わり身はえーなって思ったからに決まってるじゃん」

「な──そ、それはっ」

「いやーあんまりビビリすぎてチビっちゃいそうになるエルフとか最高だわー」

「チビっ……!?」

　馬鹿にするように笑うレイジに、ティファリシアは顔を赤くし──気づく。

　ティファリシアの中にあった恐きよう怖ふ感。

　身を震わせ、足をすくませ、思考を奪っていた圧迫感が、キレイになくなっている。

　それは、怖いよりも恥ずかしいという気持ちのほうが先立っているからであり、誰のせいかといえば。

「…………わざと、ですね」

　ティファリシアが恨みがましげに低く呟つぶやくと、レイジはなんのことやらと言いたげに肩を軽くすくめてみせた。

　──やっぱり。

　そのあからさまなしらばっくれるような態度に、ティファリシアはレイジが意図的に自分に話を振ってプレッシャーを軽減したのだと確信する。

　本当にレイジがなにも考えていなければ、ティファリシアの言葉がなにを指しているかなど感づけないはずだからだ。

（まったくこの最低《英雄》は……）

　わざと内心で悪あく態たいをついたティファリシアはレイジに感謝しそうになる自分を、レイジが自分のことを思ってフォローしてくれたという事実を、必死に考えないようにする。

　そんなことを考えている場合ではない。

　考えれば考えるほど無む性しように落ち着かなくなり、レイジの顔も見られず、胸が締め付けられるような不可解な想おもいに囚とらわれるから──ではなく。

　それ以上に、今は考えることが他にあるから。

　ティファリシアは雑念をすべて追い出すように目を閉じ、一度深呼吸をする。

　今、この状況でティファリシアにできることは考えることだけ。

　そう自分に言い聞かせ、目を開くと、そっと言葉を口に出した。

「レイジ、わたしは──あの《英雄》が怖いです」

　唐とう突とつになにを言うのか──。

　そう問いたげな視線をアルファやジャンヌから浴びたティファリシアは、レイジがほんの少しだけ満足げに口元を緩めるのを確認し、

「ふーん。なんで？」

　──考えを口に出すことで整理にもなるだろ

　目の前のレイジと、かつてレイジに言われたことを重ねあわせながら続ける。

「はじめは《運命力》のせいだと思いました。今までに出会ったどの《英雄》よりも大きな《運命力》……恐きよう怖ふするには十分な理由だと」

「さぞかし素す晴ばらしい《偉能レアルタ》をお持ちなんだろうなー」

　おどけるように言うレイジに、アルファが我が慢まんならないとばかりに口を挟む。

「そんなことはわかりきっていやがるんですよ！　今はそんなくだらないことを話しやがってる場合じゃ──」

「いいえアルファさん」

　アルファの言葉を中途で遮さえぎり、

「大事なことです」

　口元に指を当て、眉み間けんに皺しわを寄せながら、静かに言う。

　言いながら、考える。

「今レイジが言っていたように、《運命力》の大きさに恐怖するということは、《運命力》を反映する《偉能レアルタ》の強力さを恐れていることに他なりません」

《運命力》はこの世界で言うところの魔力に近い。つまり《偉能レアルタ》は魔法に対応する。

　魔力自体をどれだけ保持していたところで、魔法という形で発揮することができなければ無いも同然。

　そして莫ばく大だいな魔力保有者が恐怖の対象となるのは、その保有者が魔法を使えるときに限られる。ティファリシアのような魔法の使えない［劣血種アブセンス］が魔力を持っていても基本的にはなんの意味もないのだ。

　つまり、そこで恐怖されているのは魔力ではなく魔法だということ。

「ですが、もしそうなのだとしたら……違い和わ感かんが生しようじます。今まで出会ってきた《英雄》のみなさんだって十分恐怖の対象になる強力な《偉能レアルタ》の持ち主でしたから」

〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》ナポレオンは心を屈くつ服ぷくさせることで、対象に自由に命令できる力を、

〈海精族シーレーナ〉の《英雄》太たい公こう望ぼうは、どんな能力でも一度使えば二度と使用させない力を、

〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》ジャンヌは、自らが危き地ちにありさえすれば特定の空間内で神のごとく振る舞える力を持っていた。

　それらはどれもまごうことなくチート級の力で、使いようによってはこの世界を征すに十分なものだ。

　そう──使いようによっては。

　ティファリシアは目を見開き、自らの思考に突き動かされるように口を開く。

「使いよう──そうです、今まで恐ろしいと感じなかったのは、《偉能レアルタ》を使う《英雄》の彼女たちが……彼女たちの《運命力》がまっすぐだったから」

　世界を変える力、《運命力》。

　それはただ単に世界を変えるというだけでなく、より良いものに変えるという意思の込こめられたもの。

　だから畏おそれることはあっても、恐れたりはしなかった。

　方向性の違いはあれど、まっすぐ見ているという点で、彼女たちはティファリシアたちと同じだったから。

　そして、であればこそ、彼は──〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》ファウストという青年は違う。

「アレの持ってる《運命力》がどうしようもなく歪ゆがんでいやがるから……そのとんでもない《偉能レアルタ》でなにをしでかすかわからないから恐きよう怖ふせざるをえない、というわけですか」

　アルファの続けた言葉に、ティファリシアはうなずく。

　おそらくレウは彼と引き合わせるためにティファリシアたちをこの場所まで移動させたのだ。現状そう考えなければ辻つじ褄つまが合わない。

　ティファリシアにはレウを疑いたくないという気持ちもある。

　だが、こうやってティファリシアたちが語っているあいだも、彼は微動だにせず、どこを見ているのかもわからない茫ぼう漠ばくとした眼まな差ざしをどこともなく向け続けていて。

　その得体の知れなさや、言いようのない不安感、なにより判断を鈍にぶらせる感情を吹っ切るように──ティファリシアはまっすぐ彼を見て言う。

「決めつける無ぶ礼れいを承知で訊きかせてください。あなたは──あなたのような《英雄》はいったいなにを目的としているのですか」

　意図した強い口調。

　明確な敵対意思の表明に。




「──くふ」




　唐とう突とつな声。

　幼い少女のように高く涼やかなその笑い声は、彼──いや彼の後ろから聞こえてきて。

「くっふふふふふふっ、〝決めつける無礼を承知で訊きかせてください〟ぃ？　〝あなたのような《英雄》はいったいなにを目的としているのですか〟ぁ、ってぇ」

　無表情のままの青年。

　その背後から──ひょっこりと小柄な少女が顔を出す。

「──！」

　瞬間。

　意外な人物が目を見開いた気がして、ティファリシアはそちらを向く。

「……レイジ？」

「ん？」

　…………気のせい？

　そう思わざるをえない、普段通りのやる気のない返事と表情に、ティファリシアは首を傾かしげつつ前に向き直る。

　そうして改めて少女を見れば──

　一瞬、レウの『かたわらの闇』が人の形を取ったのかと思った。

　やたらとフリルのついた黒のゴスロリワンピースに、白黒のニーソックスと黒の革靴。

　艶つややかな烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの髪に、闇を塗り固めたような大きな黒い瞳。

　そして頭の小さな二本の角つのと、背中から生える冗談みたいな小さな羽。

　人形じみて整った綺き麗れいな顔に、はっきりとこちらを嘲あざける笑みを浮かべた彼女は、挑発するように言う。

「冗談はその無駄に大きくて下品な胸だけにしてくれませんかぁ？」

「んな……っ」

　不意打うちのようにそんなことを言われ、思わず顔を赤くして胸を押さえたティファリシアに、アルファが深々とうなずいた。

「ふん、なかなかいいこと言いやがりますね」

「アルファさん!?」

「ぁんですかデカ乳袋」
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「デ……だ、だからこれは──」

　好きで大きくなったわけじゃないし、大きいのは大きいので色々と不便がある──と言おうとしたが、アルファの目が〝殺す〟と言っている気がしたのでおとなしく口を閉じる。

　それでもアルファはじろじろとティファリシアの胸を見つめ、

「あんま調子乗ってるとその重そうなもの引きちぎりますよ？」

　本気そのものの低いトーンでそう語って。

　次の瞬間、両手を頭にあげ、満面の笑みで言った。




「冗談ですにゃん♡」




「──ぷっ」

　そのあまりにもあんまりなタイミングに、アルファのすぐ隣にいたジャンヌがまず吹き出し、つられるようにティファリシアも堪こらえていた息を吐き出してしまう。

　そして。

「くっ──きゃははははははっ！」

　それはもう堂々と。

　少女はお腹なかを抱え、なんの我が慢まんもせずにけらけらと笑う。

　それらのリアクションを受けて、にゃん♡のポーズのままぷるぷると震えていたアルファは、鬼の形相でレイジに向き直った。

「──クソ《英雄》ぅぅう!!」

　再び冗談ですにゃん♡のポーズを取らせたレイジは、にやにやとした笑みを貼はりつけたまま、親指をぐっとあげ、

「摑つかみは完かん璧ぺきだったぜ、アルファ」

「知るかあああああああ!!」

　その後、やけくそのように暴言を吐き続け、そのたびににゃんにゃん言うアルファに少女はいちいち笑い転げていたが、やがてパンと一度手を叩たたくと。

「──はー面白かったぁ」

　今までのはすべて冗談だったとばかりに、ぴったりと笑うのをやめて。

「さすがは好ましき隣人ですねぇ」

　薄い、笑み。細められた黒い目。

　なにより──その呼びかたに。

「レイ──」

「そりゃどーも」

　ティファリシアが声をかけるのを遮さえぎって、レイジはへらへらと笑う。

「まあ俺は別になにもしてないけど？　やったのは愉快なアルファで」

「──貴様っ、……くっ」

「あれ、さすがに同じポーズの繰り返しで疲れてきちゃった？　ごめんなーアルファ」

「誰のせいだとっ──いえ、冷静に、冷静に……」

「でも俺は貧乳もいいと思うぜ？　ほんとほんと。だから元気出せよ。な？」

「くぁあああああああっ!!」

　あからさまな挑発に乗せられ、叫ぶアルファを尻しり目めに。

　ティファリシアは、らしくなく話をそらしたレイジを見て、

「──ふーん、そうやって返すんですかぁ。勉強になりますねぇ、ファウスト」

　なぜかファウストという呼こ称しようを強調し、クスクスと笑う少女に、眉まゆをひそめる。

　いまだレウもファウストも言葉を発さず、謎なぞの少女も意味深な笑みを浮かべたまま。

　そして、彼女たちとなんらかの関係がありそうなレイジは、不自然なまでにそのことについて話すのを拒んでいる。

　ティファリシアは喉のど元までこみあげる〝なぜ？〟という言葉を吞のみ込こむ。

　……レイジは、無意味なことをしない。

　だから、ティファリシアにそのことを話そうとしないのは、なにか意味があるはず。

　そう、信じて──




「あれぇ？　ちょっと今疑っちゃいましたぁ？」




　突然ティファリシアの眼前に少女が現れて。

「絶対的な信頼を置いているはずの《英雄》疑っちゃったんですかぁ？　ねぇねぇ、なんでそんなことを知ってるのか、わたしには言ってくれないのかって思っちゃったんでしょぉ？」

「……ち、違っ──」

　反射的に否定しようとしたティファリシアは、違い和わ感かんに気づく。

　──なぜ彼女はティファリシアが思っていたことをそっくりそのまま言い当てることができたのか。

　いやそもそも彼女は──

「デカ乳袋！」

　アルファの声にはっとしたティファリシアは、目の前の少女が愉たのしそうに自分を見つめていることに気づいて、慌てて距離を取る。

「くふ──くっふっふっふっ」

　そのティファリシアの慌てぶり──いや、声をかけたアルファ、訝いぶかしげに見つめるジャンヌ、一見平然としているレイジやアエルまで眺めて、

「愉快ですねぇ、滑こつ稽けいですねぇ、素す敵てきですねぇ♪」

　小悪魔は笑う。

　笑って笑って、

「──これよりおとずれるは愉たのしい愉しい時間♪」

　手を広げ、くるくると踊るように回り、

「それはそれは素敵で愉快な物語のはじまりはじまり♪」

　芝居じみた仕草で、謳うたうような口調で、

「その物語の主役の名は──〝ファウスト〟。〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》にして──《誓約者》」

　ニタリと笑んだ。





　　　　◆◇◆◇◆






「〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》にして……《誓約者ルーラー》？」

　少女の言葉に、ティファリシアは眉まゆをひそめる。

《英雄》かつ《誓約者ルーラー》などという存在がいるわけがない。

《英雄》は異世界からの召喚者だ。各種族当代一人の巫み女こによって喚よび出される、異邦人そのもの。

　それが種族の代表である《誓約者ルーラー》になるなど──

「えー？　なんでありえないんですかぁ？」

　再びティファリシアが思っていることをそっくりそのまま読み取ったように、ゴスロリ小悪魔は小首を傾かしげる。

「巫女かつ《誓約者ルーラー》は存在しますよねぇ？　ということは別に兼任できないわけじゃないし、《英雄》が《誓約者ルーラー》をやっちゃいけないなんて思うほうがおかしいと思うんですけどぉ？」

　やたらめったら語尾を伸ばす特徴的な口調と、穏やかにも冷れい徹てつにも見える絶妙な微笑。

　……やりづらい。

　率直にそう思ったティファリシアは、彼女にどう返すべきか考えて。

「かのじょがいったことは、じじつ」

　レウが。

　ずっと沈黙を守っていた〈幻魔族ストレーガ〉の［四血姫］が、顔を俯うつむかせて言う。

「〈幻魔族ストレーガ〉は、たしゅぞくとちがって、よっつのせいりょくにわかれて、ないぶでたいりつしている。……たいりつしていた」

　顔をあげたレウは視線を背後──遠くにうっすらと屹きつ立りつして見える建築物らしきものに向けて。

　語られるのは、今まで外に漏れることのなかった〈幻魔族ストレーガ〉の情報。

　レウにとっては自らの種族の恥部。




　──この世界《万象の楽園アクアテラリウム》に来る前より、〈幻魔族ストレーガ〉は四勢力に分かれて、果てのない戦いを続けていた。

　それ自体はよくある話。

〈獣妖族ベステイア〉とて種の違いはあるし、合議制に至る前までは争いが絶えなかったのだ。他の種族とて同様。

　だが、〈幻魔族ストレーガ〉が他種族と違ったのは、元の世界からこの世界に至ってもなお、変わらず対立しあったのだ。

　どの種族も、《万象の楽園》に至り、それぞれ別の世界より来たりし種族とまみえ、その切実な危機感から結束に動いたのに、〈幻魔族ストレーガ〉は〝そんなものは関係ない〟と種族内での争いを続けた──。




「くふっ、愚おろかですよねぇ、たまらないですよねぇ。最も好戦的な種族だと言われている〈竜闘族ドラゴーネ〉なんて目じゃない話じゃないですかぁ」

　クスクスと笑って口を挟んだ少女に、レウは神しん妙みように続ける。

「たぶん、〈幻魔族ストレーガ〉にはちからがあったせい」

　世界を七度滅ぼすにまで至った、太古の［七滅戦セブンス］。

　かの大戦前、まだ〈幻魔族ストレーガ〉がその国を地下へと移す前に。

　他種族が、ときには協力し合って、内戦にいそしむ〈幻魔族ストレーガ〉を侵略、支配しようとする動きは何度もあった。

　だが、そのたびに〈幻魔族ストレーガ〉はその支配しようとする種族を返り討ちにした。

　外部の種族をときに返り討ちにし、ときに交渉しながらも内部での戦いを続けた。幸こうか不幸か、彼らにはそれだけの力があったのだ。

「それは、［七滅戦］がおわって……《大誓約魔法》ができて《英雄戦争》がはじまってもかわらなかった」

「《大誓約魔法》ができても……？」

　ティファリシアの疑問に追つい従じゆうするような形で、アルファが言う。

「《大誓約魔法》の大原則はどうしやがったんですか」

　全種族──〈幻魔族ストレーガ〉すら関わり協力し合って作り上げた世界の法、《大誓約魔法》。

　その大原則である他者を害してはならないという法は、破ろうとした瞬間、行為に及およんだ者を魔法的結界によって弾く。

　誰もが知るその絶対法は、しかし。

「《大誓約魔法》には、あながある」

　レウが静かにそう言って。

「あるだろうなー」

　レイジがさらりと答える。

「そもそも《大誓約魔法》は他者を害してはならないと規定しているだけで、その詳細な内容については触れていない。実際他者が害されてるかどうかなんて明確にはわからないから、その代表的なものとして暴力行為を禁じたとしている──ってだけだろ？」

「……やっぱりご主人さまはきづいていた」

　レウが嬉うれしそうに言うのを聞いて、レイジは軽く肩をすくめてみせる。

「そりゃ〈海精族〉の国ワタツミノミヤであんなの見たら気づくわ」

「あんなの……？」

　なんとなく嫌な予感がしつつ尋ねたティファリシアに、レイジは予想通りのにやにやとした笑みを浮かべて、

「お前とレウがセイレ〈海精族〉の《誓約者》に性的な意味で襲おそわれて、〝悔しいっでも感じちゃうっ〟ってなってたときのことだよ」

「か、感じ──」

　ワタツミノミヤに客人として招待されたティファリシアたちが、その日の夜に性的な歓待を受けたこと。

　具体的には〈海精族シーレーナ〉の操る触手で局部をまさぐられたり、彼女たちの使う『共鳴連鎖』で性的快楽を強制的に共有させられたりした。

　そのときのことを思い出し、反射的に下腹部の辺りを押さえそうになったティファリシアは、すぐに首を横に振って声を張ろうとして。

「──」

　思いとどまる。

　……落ち着け。

　ここで恥ずかしさを誤ご魔ま化かすために声をあげたところで、喜ぶのはレイジだけだ。

　それよりも──レイジが言っていたのは。

「頭が拒んでも……か、肉体からだが喜んでいれば《大誓約魔法》は害されていると判断しない──という話のことですか？」

「お」

　肯定的なレイジのリアクションを受けて、ティファリシアはさらに続ける。

「その理屈を応用すれば……対立する者同士が暴力での解決を心より望んだ場合、非暴力の大原則も適用されなくなるはずだ……と……!?」

　しゃべりながら、自分でもその思考から導かれる結論に驚く。

「つまり──〈幻魔族ストレーガ〉は、《大誓約魔法》下でも互いに傷つけ合うことを了承していた……？」

　同じ種族であるにもかかわらず──。

　そう言外に含めたティファリシアに、レウはさしたる感かん慨がいもなさそうに言う。

「べつに、ふしぎなことじゃない。たとえしゅっしんせかいがおなじでも、しゅぞくがおなじでも、たしゃであることにはかわりないから」

「それは……」

　あまりにも寂しい言葉に聞こえて。

「まあそんなわけでぇ」

　ひょいっと顔を出してきた少女が話を奪っていく。

「〈幻魔族ストレーガ〉は本来《英雄戦争》のために召喚する《英雄》すら自分たちの内部抗争のために使おうとしたわけですねぇ」

　人差し指を顎あごに添え、少女は意味深な笑みをレウに向ける。

「な──クソノゾキ魔、貴様そんなことのために《英雄》を喚よび出しやがったんですか……!?」

　そう反応したアルファに。

「え……？　ちょ、ちょっと待ってください」

　レウが喚び出した？

　それはつまり──

「レウさんが〈幻魔族〉の巫女──？」

　ティファリシアの声に、レウはなんのリアクションも示さない。

　そんな彼女の代わりとばかりに、レイジがあっさりと言う。

「え、お前気づいてなかったの？」

「……は？」

「なんでレウが種族違う上、ツンデレ全開なアルファから色々聞きだせたと思ってんだよ。理由があるに決まってんじゃん」

　──その理由が同じ巫み女こという境遇だったからだと？

　そんなことを常識のように言われても、ティファリシアは目を剝むくことしかできない。

　というか。

〈幻魔族ストレーガ〉の巫女だったのに、当時〈森霊族エルフ〉の《英雄》だったレイジと主従契約を結んだというのか──？

　今さらになって信じられない想おもいに囚とらわれるティファリシアを尻しり目めに、アルファがさらに一歩踏み出して言う。

「貴様……ボクには〝〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》は《英雄戦争》にはさんかさせない〟とかさんざん綺き麗れい事ごと言っておいて、そんなことを考えやがっていたんですか……！」

「あー違いますよぉ」

　再び少女が水を差すように言って、ニタニタした笑みを浮かべながら続ける。

「レウさん自身は本当にただ喚よび出しただけでぇ、内部抗争で利用しようとしたのはレウさんの所属していた──あ、レウさんは所属してるつもりはなかったんでしたっけぇ？　ともかくぅ、四勢力のうちの一つ、〝吸血鬼さんチーム〟ですよぉ」

　するすると手を伸ばした彼女は、黒い光を帯びた指先で中空に○△□×と描いていき、○をつつく。

「〝吸血鬼さんチーム〟は他の三勢力に比べても殺やる気満々だったみたいでぇ、あ、ちなみに〈幻魔族〉の国デイリドを地下に移したのも吸血鬼さんチームですよぉ。なんかぁ、陽ひの光が苦手みたいでぇ、ここがちょうどよかったみたいですねぇ」

　そう言って少女はレウを見る。

　確かに、レウは普段から『かたわらの闇』で作ったフードをかぶっていたが……まさかそんな理由があったとは。

　意外な事実に目を見開くティファリシアを尻しり目めに、少女はさらりと言う。

「それだけ力のある〝吸血鬼さんチーム〟ですからぁ、ちょーっと協力してあげたらあっさり勝負ついちゃいそうだったのでぇ──あえて手を抜いて三勢力が追いつけるようにしたんですよねぇ」

「……え？」

　想像していたのと違う答えに、思わず声を出してしまったティファリシアに、悪魔は愉たのしそうに嗤わらう。

「だって、そうしないと弱ってくれないじゃないですかぁ」

　四勢力のうち、最も強い勢力に協力を求められたから、わざと手を抜き、他の三勢力に追いつかれるようにする。

　そうして四つ巴どもえになれば四勢力が拮きつ抗こうした力で戦う結果、種族全体として弱体化していく──。

　つまり。

「全部、〈幻魔族ストレーガ〉を乗っ取るために……」

「……クソですね」

　ティファリシアとアルファの言葉に、少女は褒められたかのごとく嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「くっふ、よかったこともあるんですよぉ？　内部でまとまってなかった〈幻魔族ストレーガ〉は種族の代表である《誓約者ルーラー》がまともに機能していなかったんですけどぉ、今はちゃんと《誓約者ルーラー》の機能が働いてますからぁ。ねぇ、ファウスト？」

　少女の言葉に、青年はやはり黙ったまま、うつろな眼まな差ざしをこちらに向けるだけ。

　そんなファウストの周りを少女はくるくると回り、

「──〈幻魔族ストレーガ〉を手に入れたファウスト♪　次なる目的は♪　欲望の向かう先は♪」

　再び謳うたうように呟つぶやきながら、指先を伸ばして黒い魔力で大きな円を描くと、その中心をそっとつつき。

「──！」

　黒い円はティファリシアたちの見ている前でどこまでも、際限なく広がっていく。

「すべてすべて──全部ぜーんぶ♪」

　大きく手を広げた小悪魔少女は、やがて収縮してきた黒い円──黒い球を、抱え込こむようにする。

「そう、この世界──そ・の・も・の」

　そう口にした彼女が浮かべる、狂ったような笑み。

　手にした限りなく深い闇をのぞき込むような感覚に。

　ティファリシアはその言葉を口にせざるをえなかった。

「あなたは──何者なんですか」

　それは、ずっと喉のどまで出かかっていた問い。

　まるで意思のないように見える、暗き《運命力》の塊かたまりファウストと、彼の代わりとばかりに、ぺらぺらとしゃべり続ける少女。

　彼女が何者であるか──それは、彼女自身がずっとそう問われることを待っていたように見えて、だからこそ口にできなかったもの。

　その、問いに。

「やっと訊きいてくれましたねぇ」

　ニヤァと、粘っこく笑んだ少女は、そこでなぜかティファリシアの隣──レイジを見る。

「ねえ、〈解放者〉の《英雄》さん？」

　まるで、そうするのが当然であるかのように話を振ってきた少女に。

「……んなの決まってるじゃん」

　レイジもまた自然に応じてみせて。

「古今東西、ファウストにまとわりつく悪魔なんて一人しか存在しねーからな」

　すなわち──




「メフィストフェレス」




　そう答えたのは、レイジではなかった。

「……アエル？」

　ジャンヌの問いかけには反応せず、これまでずっと状況を見守り続け、一言も発さなかった〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》は、眉まゆをひそめ、口元を厳しく引き結び、黄金の瞳をギラつかせた明確に嫌悪の表情を浮かべていて。

「ア……アエルさま？」

　母が見せた極めて珍しい感情に、アルファが心配そうに声をかけ、その声に一度目を閉じたアエルは、努めて冷静さを保つように静かに言った。

「〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》にして《誓約者ルーラー》……ファウストの、最凶にして最悪の──《偉能レアルタ》だよ」





　　　　◆◇◆◇◆






「《英雄》の……《偉能レアルタ》!?」

　目の前の少女が──？

　ティファリシアは、思わずアエルを見て、彼女がその言葉を否定しないことに驚きよう愕がくする。

　当然のことながら、人の姿をした《偉能レアルタ》など聞いたことがないし、そんなものが存在するとは思えない。

　だが、〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》にして、未来を視みる世界の管理者が言う以上、その事実は受け入れがたくても受け入れざるをえなくて──

　困惑するティファリシアを横目に、レイジが平然と言う。

「前に言っただろ、『ファウスト』ってのは俺たちの世界じゃ超有名なフィクションのタイトルにして主人公だって。──なあ、ジャンヌ……ってジャンヌは生きてた年代的に微妙か」

「え」

　急に話をふられたジャンヌが戸と惑まどうようにし、

「そうですね……寡か聞ぶんにして私は──」

「はー……役に立たねえなー」

　深々とつかれたため息に、びくんと反応する。

「…………す、すみません」

「言い訳とか別に聞きたくないわー。というか、俺が外したみたいになってんじゃん。どうしてくれんの？」

　さりげなくジャンヌのそばにまで歩いていたレイジは、彼女の顎あごに手をかけ上を向かせて、ポケットから取り出したスマホの画面を見せつけ、口づけでもしそうな至近距離から蔑さげすむように見下す。

「黙りこんでると、ティステルで撮ったこの変態絶頂動画を無む性しように大画面で流したくなってくるんだけど。どう責任とってくれるわけ？」

　その言いがかりにもほどがある言葉に、〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》は、

「──は、はぃぃ……わたしにできることであればなんでもさせていただきますぅ……」

　汚らわしい男に唇を奪われそうな体勢にもかかわらず、いやむしろそんな状態だからこそゾクゾクと背筋を震わせる快感を得て、恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

　その様子をすぐそばで見ていたアルファは、若干離れつつ、

「……この場合、ド変態《英雄》を蔑さげすむべきか、変態をもてあそぶゴ──《英雄》を責めるべきか無駄に悩まされやがりますね」

　ため息をついて言う。

「で──貴様はなんでそいつが〈幻魔族ストレーガ〉《英雄》の《偉能レアルタ》だとわかりやがったんですか」

　一転して真剣な表情に戻ったアルファは、アエルをちらりと見て。

　レイジはへたり込こむジャンヌを放置して言う。

「ファウストは実在した錬金術師……まあこっちの世界で言う魔法使いをモデルにした物語で、様々な形で書かれているが、どの物語にも必ずファウストと行動を共にする悪魔が登場する」

「それが……メフィストフェレスという少女なんですか？」
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　ニマニマする少女を横目にティファリシアが呟つぶやき、レイジは軽く肩をすくめる。

「少女じゃねーけどな。ま、悪魔は外見を自在に変えられるらしいし、そこらへんはどうでもいいだろ」

「えーひどぉい」

　口を挟んだ少女を無視し、レイジはポケットの中から取り出したスマホを振る。

「ファウストは悪魔メフィストフェレスを喚よび出し、自分の魂と引き替えにあらゆる欲望を叶かなえる契約をする。ファウストが満足した瞬間、契約は満たされ、ファウストの魂はメフィストフェレスのものとなるって形のな。──うってつけだろ？」

　レイジが指さしたのは、すでに魂がないかのように茫ぼう漠ばくとした表情を浮かべた青年。

「あ──まさか、もう……」

　契約は満たされて、魂が奪われて──？

「ちげーよ。契約完了で魂が奪われるってのは死と同義。つまりこいつは極端に欲求がないだけ。まあ伝説に聞くファウストがどうしてそういう状態なのかってのは置いといて──この状況こそが悪魔にとって最高ってわけだ」

「無気力なのが最高……？　なにを言ってやがるんですか」

「だーかーら、欲望を満たすまでなんでも叶えられるってことは、欲望が満ちちまったらもうダメってことだろ？　ならファウストはどこまでも満足しないほうが──もっと言やー欲望自体なければ悪魔は際限なく願いを叶えてやり続けられる」

「──な」

　信じられないように呟いたアルファに、レイジはアエルを見て。

「……視みた限り、そうとしか言えないようなものだったねー」

『世界の管理者』のお墨付きに、軽く肩をすくめてみせる。

　人の姿をした【なんでも願いを叶えられる】《偉能レアルタ》？

「でも、彼本人に欲望すらないなら、なにかを願うこともないんじゃ……」

「自ら願うことはなくても願わされることはできる」

　ティファリシアの希望を打うち砕くだくように、アエルは言い切る。

「自分の言うことをそのまま復唱させる。ただそれだけで、アレは自らの望みを《英雄》の望みとして叶えていた」

「──そんなことが、できるのなら」

　それは、もはや。

「意思を持っているのは《英雄》じゃない。彼の《偉能レアルタ》だね」

　そう。それでは《英雄》が意思表示するのではなく、その《英雄》の《偉能レアルタ》が意思表示しているとしか言いようがない。

　本当にそうなのだとしたら、ファウストという《英雄》が他の《英雄》とは違い、どこも向いていない理由は判明する。

　彼は決してなににも満足せず、そもそも望みもないのだから、世界をよりよくするなどという野望も持ちえるわけがない──。

　そして同時に、こう思ってしまう。

「では、彼女は……メフィストフェレスさんは、なにを目的としているのですか……？」

《英雄》たちはどんな形であれ、自らの意味において世界をよくし、また、己の比類なさを証明するためにこの世界の召喚に応じた。

　だが、その《偉能レアルタ》は？

《偉能レアルタ》が意思を持つのだとしたら、彼女はなにを望むというのか──。

「……それは──」

　淀よどみなく口を開こうとした〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》に。

　悪魔は静かに笑って自らの《英雄》に顔を寄せ、




「ファウスト。〝〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》を黙らせろ〟」

「──メフィストフェレス。【〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》を黙らせろ】」




　小悪魔の姿をした《偉能レアルタ》がささやき、《英雄》はそっくりそのまま命じる。

「【承りました、ファウスト♪】」

　自分で口にした命令を受けたメフィストフェレスは、愛くるしい笑みを浮かべてアエルへと手を伸ばす。

　瞬間、その手から放たれたどす黒く巨大な魔力の奔ほん流りゆうは、まっすぐにアエルへと向かっていき──

「──【主よ、導き給えDieu vous bénisse】！」

　高らかな宣誓と共に、一瞬でアエルをかばうような位置に立ちはだかったジャンヌは、《偉能レアルタ》を発動させる条件を強引に満たして、その背に炎の翼を生やし、左手に竜殺しの剣を構え、右手に持った巨大な旗を地面に突き刺して魔力の奔流を──

　迎え撃てなかった。

　黒き魔力はジャンヌなどいなかったかのように透過し、アエルがとっさに張った防御魔法も突き抜けてその首に巻きついたのだ。

「──っ」

「母様!!」

　顔を歪ゆがめ、白い首を押さえたアエルに、アルファが悲鳴をあげる。

　そうして慌ててアエルに駆け寄り、その首を見た瞬間、凍りつく。

「これは──」

　そこには、見覚えのある印が刻まれていた。

　それぞれ歪いびつで形の違う四輪が、十字を描くように重ねられている刻印。

「『均衡する四輪』の……刻印？」

　それは他ならぬ〈幻魔族ストレーガ〉の刻印。

　アルファの呟つぶやきに、アエルは口を開き、

「…………、…………、…………」

　声が出ない。

　息の音さえこちらに伝わらず、口の動きを読もうとしても不自然になにも伝わってこない。

　その不可解な状態に、

「無駄ですよぉ」

　メフィストフェレスは笑う。

「ファウストが望んだので、〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》さんには黙っていてもらうことになりましたからぁ」

　白々とそう口にするメフィストフェレスに、ティファリシアが声をあげる。

「《大誓約魔法》は……!?」

《大誓約魔法》による、他者が害されたと感じれば発動する絶対防御魔法は──？

「──くふ、まーだそんなものに頼ってるんですかぁ？」

　クスクスクス。

「いい加減そんなものは無意味だって自覚したほうがいいですよぉ。じゃないとぉ──」

　小悪魔は可愛かわいらしく小首を傾かしげて、

「どこかの未来予知者さんみたいに、なにも言えなくなっちゃいますよぉ？」

　冷たく目を細めた。





　　　　◆◇◆◇◆






　太古の昔、全種族が互いの種族の命運をかけて戦った［七滅戦セブンス］において、六度まで世界を滅ぼしたとされ、七種族で最も力を持ち、まごうことなき最強の種族〈神翼族エルブランシユ〉。

　その《誓約者ルーラー》であり、世界の管理者──アエル・アウラが言葉を奪われたという状況に、誰もが惑い、動揺し、混乱する中。

「いやいや別にたいしたことじゃないから」

　その男だけは──そのニートだけは、あっけらかんと手を振って。

「むしろ《大誓約魔法》の仕組みに則のつとれば絶対防御魔法は働かなくて当然だし」

「……《大誓約魔法》の仕組み？」

「さっき、レウも言ってただろ？　《大誓約魔法》には穴がある。思い出せよ。同じように《偉能レアルタ》を使われたにもかかわらず、絶対防御魔法が働かなかったことが実際にあっただろ」

　そう言って、レイジが見るのはレウ──いや、彼女のまとう黒い布で。

「あ──太たい公こう望ぼうさんの《偉能レアルタ》でレウさんの『かたわらの闇』が使えなくなったとき……？」

〈海精族〉の国ワタツミノミヤから脱出しようとして使用したレウの『かたわらの闇』が、太公望の《偉能レアルタ》──【覆ふく水すい難なん収しゆう】によって〝禁止〟されたことがあった。

「あのときも《偉能レアルタ》の発動に絶対防御魔法は働かなかった。明らかに害されているにもかかわらずだ。──ではなぜ働かなかったか？　簡単な話だ。《大誓約魔法》はなにをどう害されるかっていう具体的なイメージがなけりゃなんにもできねーからだよ」

　たとえば殴られる、蹴けられるなどの暴力、あるいは所有物に対する直接的、物理的被害。これらはどんな状況にあっても簡単に想像がつく。

　だが、未知の《偉能レアルタ》によってどう害されるかを具体的にイメージしろというのは、できるほうがおかしい。

「ま、それでもアエルなら回避することはできたんだろうが……」

　ちらりと〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》を見たレイジは、軽く肩をすくめて、

「つーか、そんなことよりもだ」

　どうでもいいように。

　やる気のない表情のままで。




「そんなに隠したいこと？　この世界を壊すっていうお前の目的」




　平然と言う。

　言ってしまう。

「………………は？」

　レイジの言うことがわからなくなるのは今にはじまったことではない。

　だが、そのあまりに唐とう突とつな言葉──いや、言葉自体はわかるが、その答えに至るまでの思考の不可解さには、ティファリシアも呆ほうけざるをえなかった。

「世界を、壊すのが、目的、って……え？　あの……」

　停止した思考がなかなか動かないティファリシアと裏腹に。

　じっとメフィストフェレスを見ていたレイジは、彼女が浮かべる真顔に口元だけの笑みを浮かべて。

「ああ、やっぱ当たってたか」

　……やっぱり当たっていた？

　つまりそれは──

「か──カマをかけていたんですか!?」

　さらに驚くティファリシアに、レイジはおどけたように言う。

「いやいや確信があったに決まってんじゃん。言げん質ちが取れてなかっただけだっつーの」

「……それをカマかけしていたと言うのでは」

「だから違うって。ごくごく当たり前に想像したらあいつらの目的はそこしかねーんだよ」

「あいつら……？」

　なぜファウストを含める必要があるのか。

　実質的に意思を持ち、力を行使するのはメフィストフェレスで、《英雄》の彼はただのお飾りと言ってもいいのに。

　……《英雄》の彼？

　そして、レイジが口にした〝ごくごく当たり前に想像したら〟という言葉──。

「もしかして、元の世界で彼──彼らが行ってきたことがそうだからですか？」

《英雄》ファウストとその《偉能レアルタ》である悪魔メフィストフェレス。

　彼らが元の世界で行ってきたこと、あるいはフィクションとしての『ファウスト』での描かれ方。

　それが、世界の崩壊なるものを望むものだった──？

「おーやるじゃん。いい理屈の積み重ねだ」

　爽さわやかなレイジの笑みに、ティファリシアは胸の奥がじんわりと熱くなるのを感じて──

「まあ違うんだけどね」

　一瞬で全否定され、目が点になる。

「え？」

「言っただろ、〝ごくごく当たり前に想像したら〟って。与えられた情報を積み重ねれば思考したことにはなる。だがそれは想像したことにはならない」

「想像──」

　思考の先にあるもの。

　あるいは……思考と交差するもの？

　考え込こむようにするティファリシアに、珍しく穏やかな眼まな差ざしを浮かべていたレイジは、すぐにニヤニヤとした笑みを浮かべる。

「ま、ファウストの知識がなかった時点で想像もクソもないんだけどなー」

「……！　そうじゃないですか！　考えるだけでわかるのはその前の段階で……」

「だからいい理屈の積み重ねとは言っただろ？」

「……むぅ」

　確かにそうだけれど。

「じゃあその知識とやらを教えてください」

　不満げにそう口にしたティファリシアに、レイジはちらりとゴスロリ少女を見て、大仰そうに言う。

「メフィストフェレスが望んだのはファウストの魂。これはもう言ったな？　そしてそのファウスト……膨大な知識を持つ博士が望んだのは──〝美〟だ」

「美？」

「〝時よ止まれ、お前は美しい〟──ファウストが心から望んでそう口にした瞬間、その魂はメフィストフェレスのものになる。メフィストフェレスはその言葉を口にさせるためにファウストを誘惑し、ファウストもまたそう言わせてみろとメフィストフェレスを煽あおって、自らの欲望を叶かなえていく。それが一番有名なファウストのストーリーだ」

「はあ……」

　聞くだに奇妙な話だが。

「……それでどうして世界の崩壊なんて話になりやがるんですか」

　そう口を挟んできたのは、いまだアエルに寄りそうようにするアルファで。

「んー……」

　レイジは喉のど元を押さえたままのアエルが苦しそうな表情のまま話せなくなっているのを確認した上で続ける。

「だからそこで想像力を働かせるんだろ。どうしてファウストという《英雄》は異世界の召喚に応じたのか？　あるいは──」

　そこでレイジはうつろな表情の《英雄》──ではなく、その隣に浮く少女を指さす。

「そもそもファウストは召喚に応じて異世界に来たのか？　異世界に行くことを望んだ結果、召喚というシステムを利用しただけじゃないのか、とかな」

「……は？」

　その、言い方では。

　まるで、召喚されたのではなく、召喚させたかのように聞こえて──

「そんなおかしい話か？　メフィストフェレスはファウストが満足しない限り、あらゆる願いを叶える。なら、【ここではない世界に行きたい】と望めば、メフィストフェレスはその願いを叶えてここではない世界この世界へと転移させることも可能なはずだ」

「バカですか、貴様は」

　率直極まりないアルファの暴言。

　それでも例の動作をせずにすんだのは、アルファが信じられない表情を浮かべていたからだ。

「おかしいに、決まってやがるでしょう……？　貴様の世界ではこんなモノが存在してやがったんですか？」

　こんなモノ呼ばわりされた少女を一いち瞥べつして、レイジは肩をすくめる。

「さー？　少なくとも俺は見たことねえな」

「だったら──」

「俺が見たことないからって存在しないとは言い切れないじゃん？」

　へらへらと笑うレイジは、どこまでも冗談のように続ける。

「少なくとも今ここに存在はしてるし、俺の仮説を覆くつがえしたいのなら、俺の世界には悪魔が存在しないことを証明する──文字通り『悪魔の証明』が必要になる」

　悪魔がいるというのを証明するのは簡単だ。目の前に悪魔を連れてくればいい。

　だが、悪魔がいないということを証明することは極めて難しい。世界中、森しん羅ら万ばん象しようをくまなく調べ上げなければならないからだ。

　事実上不可能なそれは、だから議論における主張として認められない。

　認められないが。

「……っ」

　感覚的に受け入れられないのに、反論が思いつかなくて、アルファは唇を嚙かむ。

　そんなアルファを横目に、考え込こんでいたティファリシアは顔をあげて、

「──彼の願いがこの世界に来ることであれば、現に今ここにいることで願いは叶かなえられ、満足してしまっているのではないですか？」

　疑問を口にする。

　的確な問いに、レイジは笑みを深め、

「そのとおり。だからそれはファウストの正確な願いじゃない。ではファウストの正確な願いとはなにか？」

　人差し指を立てる。

「さっき言ったよな？　ファウストは美を求めた。それも〝時よ止まれ、お前は美しい〟と心の底から言わしめるまでの究極の美だ。召喚されたのではなく、召喚させたのであれば、その願いのために異世界に至ったということになる」

　つまり。

　ファウストは、異世界に至ってまで究極の美を目指した──のではなく。

「この世界にこなければ達成できない願いだった……」

　呟つぶやきながら、ティファリシアは考える。

　レイジたち《英雄》のいた世界とこの世界の違いなどいくらでもある。

　魔法、異なる世界から至った七つの種族、それに《英雄》──

「あ──」

　そこまで思考が至った瞬間、ティファリシアは電撃的に閃ひらめき。

　レイジが淡々と応じる。

「そうだ。異世界に至った《英雄》が得られるもっとも大きなものとは《偉能レアルタ》に他ならない。メフィストフェレスという存在を《偉能レアルタ》という強大な力にすることこそがファウウストの目的」

　目的。願いではない。

　なぜなら、彼らの願いは──

「強大な力を得た理由はそれがあいつらの願い、〝時よ止まれ〟──〝永遠たれ〟とまで言わしめる究極の美に必要だったから。では、強大な力を必要とする、永遠に時を止める方法とはなにか──？」

　立てた人差し指をまっすぐ下に向けて。

「永遠に時を止める方法有そのものを無に帰す行為──すなわち世界の破壊しかないだろ」

　そう断言した、レイジに。




「くっ──くっふ……くはふふふふふふふふっ！」




　笑う笑う。

　少女は笑う。

　顔を覆おおい。その小さな身体を折り曲げ。

　どこまでも、いつまでも。

　そうして狂ったような笑みを引きずったまま、悪魔──メフィストフェレスは言う。

「素す晴ばらしいですぅ……まったくもって素晴らしぃ──ねぇファウスト？」

　そうメフィストフェレスが笑いかけると、ファウストもまた口元を歪ゆがめて。

「──っ」

　口元だけを無む理り矢や理り笑みの形にしたような、泣き笑いにも見えるその凄せい絶ぜつな表情に、ティファリシアたちは息を吞のむ。

　そうやって圧倒されるティファリシアたちも滑こつ稽けいだとばかりに、嘲ちよう笑しようを浮かべた悪魔は、

「…………」

　ほんの一瞬、レイジにだけ冷たい眼まな差ざしを向けたあと、全員を見渡し、

「そのとぉりでぇす」

　あっけらかんと言った。





　　　　◆◇◆◇◆






「本気で……この世界を、壊そうと考えやがっているんですか……？」

　アルファの信じられないと言いたげなその疑問に、メフィストフェレスはニコリと笑う。

「そうですよぉ。さっき言ったじゃないですかぁ、ファウストの目的は世界のすべてだって。全部手に入れたらあとは壊すしかないでしょぉ？　なにかおかしいですかぁ？」

「なにかおかしいって……！」

「もうだいたいの理由は言われちゃったのでぇ、いちいち説明する必要もないと思うんですがぁ、あまねく物事って壊すより創つくるほうがはるかに大変でしょぉ？」

「……は？」

　訝いぶかしむアルファに、メフィストフェレスはくるくるとその場を回り出す。

「小さいモノより、大きなモノ♪　少ない人の手より、多くの人の手♪　込こめられる想おもいが強いほど素す敵てきで素す晴ばらしい♪」

　後ろを向きながら手をあげて手拍子、自らの角つのに触れたかと思えば、ステップを踏み、手を下げてつま先にタッチ。

「目的を定め、その成じよう就じゆを志し♪　ときに挫ざ折せつを味わい、何度も何度も何度も試し行こう錯さく誤ごを繰り返し、そうしてようやく完成する♪　そんな世界創造物を──」

　くるりとこちらを向いた少女は、両手の掌てのひらをこちらに差し出し、その上になにかあるかのように愛いとおしく見つめ、

「壊す」

　握りつぶす。

　ぐしゃりと音が聞こえたような錯覚に、びくりとアルファは身体を震わせ、その反応自体が愉たのしくてたまらないとばかりにメフィストフェレスは身体を震わせる。

「くふ、くっふふふふふっふ！　七つもの世界から集ってぇ、みんなでうまく生きられるようルールを創ってぇ、一生懸命生きてきたのにぃ──奪われて壊される。壊されちゃう。全部全部ぜーんぶ破壊されちゃうぅ」

　我が慢まんならないとばかりに、声をあげ、手を広げ、高らかに笑う。

「そんなのそんなのそんなのぉ──最高に愉しい【美しい】でしょぉっ？　ねぇファウストぉ！　くっふふふふふふふふふ！」

　そうして、すでに無表情に戻っているファウストの周りを飛び回る少女に。

「……狂っていますね」

〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》が静せい謐ひつな声で言い、

「なるほど……寛大な母様が毛嫌いしていた理由がわかりやがりました」

　そのジャンヌの隣で、いまだ声が出ないらしく喉のどを押さえたままのアエルを横目にアルファが続ける。

「最悪のクソですね、貴様」

　メフィストフェレスは、その強い言葉に、

「えぇ？　ショックぅ」

　眉まゆを寄せ、大げさに驚いた素そ振ぶりをしてみせてから、すぐにクスクスと笑い出す。

「ちゃんと説明しただけなのにぃ。ねぇレウ？」

　ファウストではなく、レウにすり寄るようにしたメフィストフェレスは、無言のまま俯うつむく彼女におどけたように唇を突き出す。

「レウだってファウストの目的には賛成してくれましたよねぇ？」

「な──」

　気色ばんだアルファに、メフィストフェレスは満足そうに笑みを浮かべる。

「というかぁ、そもそもファウストを喚よんだのはレウなんですけどぉ？」

　──そうだ。

　これまでろくに話していないせいで忘れそうになるが、〈幻魔族ストレーガ〉の巫み女こはクランレウ・シミシカであり、彼女こそがファウストという《英雄》を喚び出した。

　レイジの仮定ではそれもファウストの意思によるものということになるが、いずれにせよレウがそのきっかけを作っていることには変わらない。

　なにより──《英雄》は喚び出された巫女となにかしら共通したものを持つ。

「クソノゾキ魔、貴様は──」

　意を決したように声をあげたアルファは、

「──冗談ですにゃん♡」

　次の瞬間、例のポーズを取らされて。

「はいアルファそれ見当違い」

　軽すぎるレイジの言葉に叫んだ。

「っ、貴様はボクがなにを言うつもりだったかわかっていたとでも──」

「〝クソノゾキ魔、貴様ははじめからこいつらと手を組んでいたのですか〟、だろ？」

「────」

「ちなみにレウの答えはノー。そもそも巫女が望み通りの《英雄》なんて喚べたらティファリシアはどうすんだよ。ニート喚び出すとか馬鹿の極みじゃん。ただでさえアレなのに」

「……最後の付け加える必要ありましたか？」

「ん、ないな」

「ですよねえ!?」

　ティファリシアの突っ込こみも適当にいなし、レイジはメフィストフェレスを見て言う。

「ま、いずれにせよ、対立を促うながそうとしてる相手の策にわざわざ乗ってやる必要もないんじゃね？」

「あれぇ、わかっちゃいましたぁ？」

　クスクスと口を押さえて笑い、こちらを煽あおるように見下してくる少女を無視して、アルファは黒い布をゆらゆらさせたまま傍観者然としているレウに言葉を投げる。

「クソノゾキ魔……いえ、クランレウ・シミシカ」

　わざわざ言い直したアルファに視線だけで応えて。

「貴様は、なにを考えてやがるんですか」

　その率直な問いに、レウは一度目を伏せてから顔をあげて、まっすぐアルファを見つめ返して言う。

「私は……私がかんがえていることは、ずっとかわっていない。私のかんじょうをゆさぶるものを、おいもとめているだけ」

　胸に手を当て、真剣に言うレウに、アルファは鋭く目を細める。

「そのためなら、そこの悪魔が言いやがったとおり、この世界が滅びてもかまわないと？」

「…………ひていは、しない」

「────っ」

　思わず飛び出そうとしたアルファを、隣にいたジャンヌが押さえる。

　アルファは、押さえつけたジャンヌではなく、レイジに向かって言った。

「クソ《英雄》！　これのどこが見当違いだって言いやがるんですか!!」

　ふーっ、と嚙かみつきそうな勢いで叫んだアルファに、レイジはあくまでさらりと答える。

「どこがもなにも、結果的に目的が一致したように見えるだけで、レウはそいつらと組んでねーし」

「そんなことわかりやがるわけが──」

「わかるだろ。世界が滅びることが第一義なら、なんでこの場所に俺らを連れてきたんだよ？　〝そんなこと許しやがりませんーきぃぃっ〟って展開になるのは明白じゃん」

「それは……というか貴様、今の誰の真ま似ねですか……？」

「え？　言っていいの？」

「…………言いやがらなくていいです」

「アルファさあ、キレるとすぐ地じ団だん駄だ踏む癖やめたほうがいいぜ？　こうやって真似されちゃうから」

「言いやがってるじゃないですかああ!!」

　無意識なのか、早速地団駄を踏むアルファを楽しそうに眺めるレイジ。

　そんな二人を尻しり目めに、ティファリシアは少女へと言葉を投げる。

「……あなたは……あなたたちは、どうして美しいものを求めるんですか？」

　それは根源的な問い。

　言った瞬間、メフィストフェレスは顔をしかめ、

「えぇぇ？　それ訊きいちゃいますぅ？」

　ほんの少し考えるような素そ振ぶりを見せてから、

「じゃあ、逆に訊ききますけどぉ──ティファリシア・クリアグリンさん、あなたはどうして生きてるんですか」

　間ま延のびした語尾ではない、かといってなにか感情がこもっているわけでもない声。

　無表情でそう問うてきたメフィストフェレスに、ティファリシアは戸と惑まどう。

「どうして、って……」

「そんなものに理由なんてありやがるわけがないでしょう。質問自体が無意味です」

　口ごもったティファリシアの代わりに、苛いら立だつアルファが明解に答えて。

「はーぃ、それでぇす」

　悪魔は漆黒より暗い髪を揺らして笑う。

「美しいものを求めるのに理由はいらなーぃ。もちろん、〝美しいものだけが魂を満たす〟とか、〝美しさこそが唯一の究極的なものである〟とか言っちゃってもいいですけどぉ、そんなのなにも言っていないのと一緒でしょぉ？」

　声だけは明るいのに、瞳だけは暗い色を灯ともしたままの悪魔は、そのままのテンションで続ける。

「だからぁ完成された世界の崩壊こそが究極の美しさだって決めつけてるのもぉ、理由なんかなーぃ」

　その、こちらを試すでもおちょくるでもない、だからこそ本気で言っているのだとわかる言葉に、アルファが気け圧おされるように息を吞のみ、それでも懸命に笑ってみせる。

「……ふん、薄っぺらいにもほどがありやがりますね。口だけならそうやって──」

　いくらでも言いやがることができます。

　そう続けようとした瞬間。

「ファウスト。〝地殻を揺らせ〟」

「──メフィストフェレス。【地殻を揺らせ】」

　復唱された言葉と共に、メフィストフェレスの掌てのひらにどす黒い魔力が集まり、それが握りつぶされると同時に地の底から響き渡るような轟ごう音おんと激しい揺れが襲おそってきた。

「……ひっ」

　ティファリシアが思わずレイジにしがみつき、

「──は!?　な、なに!?　なにが起きやがったんですか!?」

　微妙に身体を浮かせたアルファは、ぱらぱらと細かな石が落ちてくる天井を見上げる。

「──アエル」

　レイジの声に応じた〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》は、右手で印を切り、青白い光の魔法陣──投影魔法を使う。

　そこに映し出されたのは──

「ティステル……？」

　ティファリシアの呟つぶやきどおり、上空からの映像は、小刻みに揺れるティステル城と慌てふためく人々を捉とらえていた。

　思わず映像に向かって手を伸ばすティファリシアを制し、レイジはアエルに言う。

「他も映せるか？」

　レイジの言葉に視線だけで応え、アエルは二度三度と手の中で新たに印を切り、映像を変えていく。

〈獣妖族ベステイア〉の国らしき場所では、獣の耳を生やした多数の〈獣妖族ベステイア〉たちが地に伏せ、大地に祈りを捧ささげるような格好になっており、〈海精族シーレーナ〉の国では揺れる地面に悲鳴をあげ、すぐ外で渦巻く水流を呆あつ気けにとられたように見つめる〈海精族シーレーナ〉たちの姿が映し出された。

「あーあー、パニックじゃん」

　他人事のように呟いたレイジの言うとおり、どの国も突然の天てん変ぺん地ち異いに混乱していた。

　それは当然のことで。

「くっふ、《大誓約魔法》で平和ボケしてる連中からしたらぁ、［七滅戦セブンス］がまた始まったかも──とか思っちゃったりしてぇ？　愚おろかですねぇ、滑こつ稽けいですねぇ、そんなレベルじゃないのに」

　ケタケタと馬鹿にしたように笑うメフィストフェレスに、アルファが悲鳴じみた声をあげる。

「ふざけるんじゃねーですよ!!　さっさと止めやがれです!!」

「えぇ～？　〝口だけじゃ納得できないから実際に見せてみろ〟って言っておいてぇ？」

「…………っ」

　羽を揺らし、首を傾かしげ、どこまでも嘲あざけるように言うメフィストフェレスに、アルファは歯がみするしかなくて──

「──どうでもいいけどさー」

　そんなアルファの頭をぽんと叩たたき、レイジは平然と言う。

「アルファとかのいいリアクションに満足したらそろそろ浮遊大陸に戻してもらっていい？　ここクソ狭いし、ほこりっぽいしであんま気分よくねーんだよね」

「は……き、気分がよくないからって──」

「いやだって、こんなんなんの意味もないじゃん。確かにここなら地殻の揺れ具合がこの上なく強く感じられるけどさ──で？　って話だろ。まともに思考すれば、身の危険もなにもないのに、ビビる理由がない」

　レウの『かたわらの闇』によるディリドまでの移動。

　確かに浮遊大陸では地殻がどれだけ変動しようが、その振動は伝わらない。

　地殻の振動を伝えるために、地下世界へ移動させる必要があったというのはわかる。

「くふっ、強がりも──」

「強がりぃ？　いやいやただの事実だろ。そもそも物理的現象じゃどうにもならないやつもこっちにはいるのに」

　そう言ってレイジが見るのは、一連のあいだでも直立し続ける〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》。

　危き地ちにおいて力を発揮する聖乙女は、ひたすらに隙すきを窺うかがっているようにさえ見えて。

「ああもしかして自分たちのテリトリーデイリドに引き込こめば、こっちを手玉に取れるとか本当に思っちゃってた？　可愛かわいいとこあるねー。んなわけないのに」

　あくまでおちょくるようなレイジの言葉に、

「──くふ」

　悪魔は同じくらい軽薄に笑い、拳こぶしの形にしていた右手を開く。

　同時に大地の鳴動は噓うそのように収まり、

「レウ」

　その言葉と共に広がった『かたわらの闇』が再び視界を閉ざし──次に光が差したときには、青く澄んだ空と豊ほう穣じような大地の広がる浮遊大陸に戻っていた。

「な……いえ、それよりもティステルは……！」

　アエルの投影魔法にも、民達が恐る恐る顔をあげ、辺りを見回す様子が映し出されており、揺れの収まった大地や元の浮遊大陸に戻ったことよりも、その映像に、ティファリシアとアルファはほっと胸を撫なで下おろし、

「で、浮遊大陸そちらのテリトリーに戻ってきましたけどぉ」

　そんな二人などまったく意に介さず、悪魔はにこやかな笑みを浮かべ、あくまで上から目線で試すようにレイジを見る。

「ここならファウストを──世界を滅ぼすのを止められるんですかぁ？」

　そちらの思惑はわかっているがあえて乗ってあげた。なぜならなにをしようが無意味だから──そうにおわせるメフィストフェレスに。

「んー……ちょい待ち。確かめるから」

　そう言いながら、レイジは浮遊大陸を歩き、すぐ近くの端にまで至ると、下をのぞき込むようにする

「おーちゃんと浮遊大陸だな。相変わらずたけー」

「……いえ、なにしてるんですか……」

　ティファリシアの突っ込みも無視し、下をのぞき続けるレイジ。

　結局、レイジが口にしたのはメフィストフェレスが起こしたことの説明だけだった。

　一方で、ファウストメフイストフエレスは、実際に〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》──『未来既知』というおよそ考えられる限り最高の力を持つ『世界の管理者』から言葉を奪い、ただ掌てのひらを握りしめるだけで大地を震しん撼かんさせてみせた。

　現状、その力は彼女たちが口にしているとおり【望めばなんでも叶かなう】としか言いようのないもので世界を滅ぼしうるものだ。

　ただのハッタリだと言うことはできる。

　だが、それは言うことができるだけだ。

　積み上げられた事実は、〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》にして《誓約者ルーラー》ファウストが不可解なまでに──いや、その脅威的な《運命力》に相応ふさわしい力を持っているということに他ならない。

　ファウストの……あるいはメフィストフェレスの一存によって、この世界──《万象の楽園アクアテラリウム》は危機的な状況に陥る可能性がある。

　彼女が見せた力はそう思わせるのに十分すぎるもの。

《運命力》皆無の〈解放者〉の《英雄》は、いかにしてそれを止めるつもりなのか──？

　メフィストフェレスが侮ぶ蔑べつと共に口にした言葉は、そっくりそのままこちら側にとっても疑問で──




　そうじゃねえだろ。




　不意にティファリシアの脳裏をよぎった声。

　同時に半ば自動的に展開されていく思考。

　にやにやとした笑みまで思い浮かんで、思わずそちらを向いたティファリシアは、

「ん？」

　まったく同じ笑みをしていたレイジがなにも言わなかったことで、確信を持つ。

　直感的には危険だとしか思えない。

　けれど──

　弱気になりそうになる自分を叱しつ咤たするように、ティファリシアはどこかの誰かのような笑みを意図的に浮かべて言った。




「滅ぼしたらいいじゃないですか」




　こちらに向けられる無機質な眼まな差ざしをまっすぐ見つめ返し。

　どこまでも挑戦的に言う。

「この世界、滅ぼしたいんですよね？　どうぞ、滅ぼしてください。いえ、むしろ──なぜ滅ぼさないんですか？」

「な──ち、血ち迷まよいましたかデカ乳袋っ!?」

　信じられないような表情で叫んだアルファが考えていることは、明白だった。

「〝そんなことを言って本当に滅ぼそうとされたらどうする〟──アルファさんでもそう考えさせられてしまうくらい、信じさせられているということですよね」

「……は？　信じさせられている、って」

「よく考えてみてください。彼が──彼らが本当にこの世界を滅ぼすのが望みで、事実としてそれだけの力があるのなら、なぜこの世界は滅びていないのですか？」

　ファウスト──メフィストフェレスは、この世界を滅ぼすのが目的。

　そして、事実として彼らはこの世界を滅ぼす手段を持っている。

　であれば、世界は滅びていなければおかしい。

　それは論理的というのもバカらしいくらい、当たり前の帰き結けつ。

　基本も基本の──三段論法。

　それが、帰結の部分だけ、〝世界は滅びる〟ということのみ起きていないのだとすれば。

「〝この世界を滅ぼすのが望み〟あるいは〝事実としてそれだけの力がある〟──そのどちらかが間違っているはずです」

　徹てつ頭とう徹てつ尾び正論だけを重ねるティファリシアに、アルファは言葉を失う。

　代わりに、悪魔が小馬鹿にするように吹き出した。

「──くっふ、急に面白いことを言い出しましたねぇ。本当にその程度の解釈でいいんですかぁ？　他にも──」

「他にも目的があるから？　世界を滅ぼすこととは別に達成したい目的がある。なるほど十分に考えられることです。けれど、だとすればその目的が達成されない限り決してこの世界が滅ぼされることはない。やはり、あなたたちを恐れる理由にはなりません」

　まっすぐそう言い切ったティファリシアに、メフィストフェレスは目を細める。

　その反応をしっかりと見逃さずに、〈解放者〉の《誓約者ルーラー》はたたみかけた。

「ああやっぱり恐れさせることが大事なんですか。では、なぜわたしたちを恐れさせるのでしょう？　必要なことだからに決まっていますよね。ではなにに必要なのか──」

　誰かが、なにかが乗り移ったかのように、ティファリシアは笑う。

「たとえば、《偉能レアルタ》の発動条件とか」

「────まさか」

　アルファが目を見開く。

《英雄》の持つ《偉能レアルタ》は、その力の強大さゆえか、使用や発動において条件を伴ともなう。

〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》ジャンヌは危き地ちに置かれなければ《偉能レアルタ》を発動させることができないし、〈海精族シーレーナ〉の《英雄》太たい公こう望ぼうは相手が一度力を使わなければ《偉能レアルタ》の発動条件を満たさない。

　同じように、〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》ファウストの《偉能レアルタ》、【望めばなんでも叶かなう】にも条件があり、その条件が相手を恐きよう怖ふさせることだったとしたら──その条件を満たさない限り、ファウストは世界を滅ぼすための力を持っていないことになる。

　だから──

「もう一度訊ききますね。なぜ世界を滅ぼさないんですか？」

　笑顔一いつ閃せん。

　堂々と問うその姿に。

「──」

　驚きよう愕がくしたのはレウだった。

　ほんの少し離れていただけなのに、彼女は《誓約者ルーラー》として驚くほど成長している。

　そしてそれは言うまでもなく──

　レウが向けてきた視線をまっすぐ受け止めて、クランレウ・シミシカの主あるじにして、〈解放者〉の《英雄》は笑う。

「ま、ティファリシアの追及の真偽はどうあれ、力だけでゴリ押せるならとっくにやってる。それは〈幻魔族ストレーガ〉が一番わかってることだよな？」

　内部で対立し、《大誓約魔法》下でも争い続けていた〈幻魔族ストレーガ〉だからこそわかること。

　力程度で制せるのであれば苦労はしない。軽く言ったレイジに、冷たい眼まな差ざしを向け続けていたメフィストフェレスは、ころっと笑い、

「──くふ、なるほどぉ」

　口元に手を当て、まるで悪びれた様子なく続ける。

「そんなに大きな胸をしているのに、思ったより馬鹿じゃなかったんですねぇ」

「な──」

　しげしげとそこを見つめながら言う悪魔に、レイジがうなずく。

「ああ」

「なんでそこでレイジが同意するんですか！」

　言いながら、レイジもまたじっくりとティファリシアのその部分を見つめてくることに気づき、慌てて両手で胸を隠し、

「む、胸の大きさと頭の良さは別に関係──」

　ない、と言う前に。

「いえ、関係ありやがりますよ。胸がでかい女は例外なく馬鹿です」

「ちょ、アルファさん!?」

「なにせ、身体の一部分に栄養を著しく吸われていやがるわけですからね。当然その分のしわ寄せがどこかに生しようじやがります。それが頭であることなど火を見るより明らかですね。あーほんと火に焼かれて死ねばいいのに」

「最後のは完全にただの悪口ですよね……？」

「ぁあん!?　悪口っていうのはどこかのデカ乳袋が上から目線で言いやがる〝胸が大きくてもいいことばかりじゃない〟とかいう、自慢以外のなにものでもないクソみたいな言葉のことでしょうが!!」

　明らかにファウストやメフィストフェレスに向かっているとき以上に敵意むき出しにしてくるアルファに、ティファリシアはたじろぎつつもはっきりと言い返した。

「そ、その理屈だと、アエルさんも頭が悪いということになると思うんですけど……」

　アエルをびしっと指さしたティファリシアは、会心の返答をしたつもりだった。

　胸が大きいこと……身体的特徴の一部を理不尽に責められる。

　もちろんそれは望ましいことではないが、［劣血種アブセンス］という出自ゆえ、ティファリシア個人としては他者から偏見の目で見られて色々言われることには慣れている。

　慣れているが、ことアルファとの関係においてはことあるごとに言われすぎて、あまりよろしくない。いい加減、胸の大きさなどというどうでもいいことで言い合うのは終わりにしなければ……！

　そういう気持ちでの、アルファにとって絶大な存在であるアエルを引き合いに出しての決定的な言葉のつもりだったのだが──




「そ──そんなのわかってるもんっ!!」




　一瞬前までの人を殺さんばかりの冷たい表情をくしゃりと泣きそうに歪ゆがめたアルファは、両手を振り下おろし、色の違う左右の翼をばさりと大きく羽ばたかせて言う。

「母様はあんなに大きいのに、ボクは全然大きくなりやがらなくて……！　やっぱり［劣血種］だからとか、も、もしかしたら母様の血を引いていないんじゃないとかいろいろ考えて──」

「え……え？　い、いえ、そういうことではなくてですね……えっと、胸が大きい人の頭が悪いというなら、同じように大きなアエルさんはどうなんでしょうという……」

「────ぅぅ」

　目を潤ませ、必死に泣くのを堪こらえるようにしているアルファを見て、メフィストフェレスがここぞとばかりに囃はやしたてる。

「あーあぁ泣かしたぁ、いーけないんだいけないんだ♪」

「な、泣いては……ってそもそもあなたが言いだしたことのせいですよねえ!?」

「えぇ～？　悪魔は虚言を弄ろうするのが生業なりわいですしぃ♪」

　口笛でも吹きそうな勢いでニヤニヤと悪魔は笑い、慌てふためくティファリシアを尻しり目めに、ジャンヌがそっとアルファに手を差し伸べる。

「アルファ……大丈夫です。私は、同志ですから」

　その慈じ愛あいに満ちた微笑ほほえみに、アルファは。

「ジャンヌ……なに勝手に手握ってやがるんですか。気持ち悪いからやめやがってください。あとボクのほうがさすがに大きいです」

「っ」

　手を振り払われ、好意も無む下げにされ、蔑さげすむような眼まな差ざしまで向けられてビクビクと身体を震わせるジャンヌにドン引きしつつ、アルファはジト目でティファリシアを見て言う。

「……とりあえず結論としては貴様のようなクソデカ乳袋が死に絶えやがればいいです」

「だ、だからなんで胸が大きいほうがいいという話になるんですか！　胸の小さな女性のほうが──」

「へえ……？」

　すっと温度の下がる眼差し。

　殺すぞ？

　と、一切の容赦なく脅しかけてくる視線から逃れるように、ティファリシアはすぐ近くにいるレイジに話を振った。

「だ、男性として、レイジは女性の胸の大きさについてどう思いますかっ？」

　口に出してしまってから、ティファリシアは自分がなにを言っているのか激しく疑問に思った。

　──女性の胸の好みについて訊きいた？

　それも、よりにもよってレイジに。

　いやまあ他の男性というとファウストくらいしかいないので、男性に訊くならレイジくらいしかいないのだが、それにしたってレイジに……

　あらためて考えれば考えるほど恥ずかしくなってきて、というかそんなことを訊いている場合だろうかと思い至りもしたティファリシアは、慌てて前言を撤回しようとして。

「んー」

　かりかりと頭をかいたレイジが、ティファリシアとアルファ、アエルやジャンヌ、レウやメフィストフェレスのその部分を見ているのに気づき、ごくりと唾つばを飲み込こむ。

　そうして、にわかに注目を集めたレイジは。




「いや、そこは結構どうでもいいわ」




　いつも以上に死んだ目で。

　あっさりとそうのたまって。

「………………あ、そうですか」

　そうですよね。うんうん。それはそうです。

　いえ、別に期待とかしてませんし。そもそもなんの期待かわけがわかりませんし──

　ぐるぐるとそんなことを考えていたティファリシアに、ずっと黙っていたレウが然しかりとうなずいて言った。

「ご主人さまは、むねにかんしては、おおきさよりもかんどをじゅうししている」

「…………え？」

「いぜん、たぶれっとにはいっていたそういうしょもつで、しっかりとけいこうをかくにんした」

「おーいレウ」

　レイジの突っ込こみを無視して、レウは自分の非常に慎つつましい胸に手を当てながら続ける。

「したがって、おおきいよりはちいさいほうがゆうりといえなくもない。いっぱんてきに、おおきいよりはちいさいほうがかんどはたかいといわれているから」

「──────へぇ」

「だそうですよ、アルファ。よかったですね」

　ここぞとばかりに笑顔で話を振ったジャンヌに。

「は──はぁ!?　だ、だからなんだって言いやがるんですかっ、こんなクソの好みに合っていたところでどうだと!?　か、勘違いも甚はなはだしいんですよこのド変態《英雄》が！」

「ありがとうございますぅ！」

　顔を赤くしたアルファが早口でまくしたて、ジャンヌはご褒美にとろけた表情を浮かべる。

　ティファリシアとしては、まさに望んでいたアルファたち貧乳勢を持ち上げる答えが得られてほっと一安心──であるはずなのに。

「………………へえ……ああ……そうなんですか」

　自分でもわからない、もやもやとした感情に、お門違いとわかってレイジを睨にらみつけてしまう。

　なんだろう、この、不可解な苛いら立だちは。

　いや、別に不可解ではない。

　よく考えれば、きちんと整理すれば簡単に答えは導き出せる気がする。

　けれど、それをすることでなにかが決定的に壊れてしまう気がして──

　ティファリシアがまったく予想だにしない方向で真剣に考え込む一方で、悪魔が吹き出すように笑った。

「くっふふふっ、みなさん全然わかってませんねぇ。ホウバミレイジさんがそんなものにこだわってるわけがないじゃないですかぁ」

「……？　なんで貴様がそんなこと断言しやがるんですか。というか貴様だって十分に小さい──」

　そうアルファが言いかけたところで。

「ファウスト──〝メフィストフェレスの胸を大きくしろ〟」

「メフィストフェレス──【メフィストフェレスの胸を大きくしろ】」

　とてつもなくくだらなく思える願いはしっかりと叶かなえられ、メフィストフェレスの胸ははち切れんばかりに大きくなる。

「はい、これで大きくなりましたけどぉ」

「あっ、ああああ！　き、貴様、そんなうらやまし……卑ひ怯きような手を使っていいと思いやがってんですか!?」

「だからぁ、こんなの意味ないんですってぇ──ねぇ？」

　アルファの非難を適当に受け流し、悪魔は再度胸を元に戻すよう命令したあと、おもむろにその短い髪をかき上げてほんの少し尖とがった耳を露出しながらレイジに流し目を送る。

　瞬間、〈解放者〉の《英雄》はかつてない勢いで大きく目を見開いた。

「その耳──普通の人間サイズでありながら、限りなくエルフ耳に近く、思わせぶりのネコミミやイヌミミの愛らしさ、ヒツジミミの美しさまで醸かもし出す絶妙な形状……!!」

「…………は？」

　なに言い出したこのニート。

　アルファを筆頭に事情を知らない誰もがそう思う中、ティファリシアとレウだけが信じられないような表情で悪魔を見つめる。

「まさか──」

「……しまった。それは、かんがえていなかった」

　ティファリシアとレウがそう呟つぶやくと同時。

　異世界に至ってまで様々な耳つきカチューシャを携帯していた変態は力一杯叫んだ。




「俺の求めていた至高の耳!!」




「…………なに言ってやがるんですかこいつ」

　アルファがまっとう極まりないツッコミを入れた後、「冗談ですにゃん♡」のポーズを取らされる中、ティファリシアはやたらとキラキラした目でメフィストフェレスに向かってふらふら歩いていくレイジの前に立つ。

「ちょ──ダ、ダメですよレイジ！　なにをするかはわかりませんが、とりあえずその目で向こうに行くのはやめてください！」

　この状況のレイジとか、耳に関わる条件提示したらものすごく簡単に懐かい柔じゆうできそう！

　それは言うまでもなく〈解放者〉にとって致命的だ。

「……あ？　お前なに言ってんの？　あんなに理想的な耳があって近くで鑑賞しないとか馬鹿なの？」

「かつてなく本気の目……!?」

　これは止められない──瞬時にそう判断せざるをえなかったティファリシアは、とっさに口走った。




「わ──わたしの耳ならいくらさわってもいいですから!!」




　それは一世一代の判断と言ってもおかしくなかった。

　レイジはかつてあらゆる耳の中でエルフ耳が最高、なんだったら〈森霊族エルフ〉に喚よばれた理由もそれじゃないかという最低の予測すらしていた。

　つまり、ティファリシアの耳にもかなり強い思い入れがあるのは間違いない。それを条件に引き留めるというのはなかなかの良案と言えた。

　だが、問題が一つある。

　ティファリシアの耳には『魔力溜だまり』──性感帯があるのだ。

　もちろんそのことはレイジも知っているし、そこに触れることを許すということは……つまりそういうことだ。

　冷静に考えると、いや考えなくてもとんでもないことを言った気がしてくる。

　顔が赤くなってるのは自分でもわかるし、いますぐここから逃げ出したい。

　けれど。

　今はそんなことよりもレイジを止めるほうが大事だから──

　ティファリシアのそんな想おもいが届いたのか、じっとこちらを見ていたレイジは、深々と一度うなずいて。




「わかった。──あとでな」




「…………へ？」

　あとで？

　予想外すぎる返答に呆ぼう然ぜんとしているあいだに、レイジはあっさりとティファリシアの前を素通りしていき、遅れて気づいたティファリシアが声をあげる。

「い──いえ、ちょ、そうじゃなくて！　彼女の耳に惹ひかれるくらいならわたしの耳で──」

「ティファリシア、いいことを教えてやろう。俺たちの世界には実に素す晴ばらしい言葉があってな？　それはそれ！　これはこれ！」

　高らかにそうのたまったニートの顔は、これ以上ないほど真剣で。

「…………………………」

　……なんなのもう。

　ほんと、ひどい。

　泣きそうな気持ちでそんなことを思ってその場でへたり込こむティファリシアと裏腹に、耳フェチ《英雄》はゆっくりと悪魔の耳へと手を伸ばし、

「…………！」

　レウが。

〈幻魔族ストレーガ〉の［四血姫］クランレウ・シミシカが、唐とう突とつにその身にまとう『かたわらの闇』ごとあらぬ方向を見あげ。

「………どういう、こと──？」

　彼女にしては珍しく、驚きよう愕がくと共に呟つぶやいて。

「──ああ、やっぱレウが最初に気づいたか」

「え……？」

　レイジの言葉に、レウの反応に。

　ティファリシアは同じように上空を見あげ、なにも発見できずに眉まゆをひそめる。

　そうして〈解放者〉の《英雄》は、訝いぶかしむティファリシアどころか眼前の至高の耳にすら目もくれずに踵きびすを返し、

「いいんですかぁ？　理想的な耳がここにあるのにぃ」

　表向き特に表情も変えず、耳を突き出した格好のままのメフィストフェレスからそう問いかけられて、即答する。

「いいよ別に。つーかいくら理想的でもツクリモノには興味ねーしな」

「…………」

　……いや今までさんざん耳つきカチューシャツクリモノの耳をつけさせていたくせになにを言っているのか？

　とティファリシアは激しく思ったが、ぐっと堪こらえて空気を読むと、レイジがさらりとジャンヌに言う。

「おいそこの〝うらやましぃ……〟って顔に書いてるオルレアンの性乙女」

「──は、はい♡」

「……いやジャンヌ……それでいいんですか……」

　いいんでしょうけど、と絶望するように言うアルファに気づかず、すでによだれをたらしそうなドＭ《英雄》はそそくさとレイジの元へと駆け寄っていき、

「椅い子す」

　の冷たい一言だけで四よつん這ばいになった。

「お前なんかに座れるか処女ビッチ《英雄》。さっさと出せ」

「は、はぃぃすみません♡」

　そう口にすることまであらかじめ定められていたやりとりであったかのように。

　ジャンヌはゴシック様式の立派な椅い子すを即座に創つくり出す。

「……【神の国Dieu vous bénisse】？」

　──周囲の光景は変わっていないが、すでに能力を発動させていた？

　任意の場所において神のごとく自由に振る舞うことができるという、〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》ジャンヌ・ダルクの《偉能レアルタ》【神の国Dieu vous bénisse】。

　その〝自由〟の中には、ジャンヌが思い描いたものを具現化するということも確かに含まれていて。

　ニートは深く椅子に腰掛けて堂々と足を組むと、その場にいる全員を見渡しながら言った。

「さーて、みんなご苦労。もういいぜ」

　そのふてぶてしいにもほどがある態度。

　悪魔も裸足はだしで逃げ出す偉そうな言葉。

　それらすべて以上に──押し寄せる疑念にアルファが口を開いた。

「……なに……言ってやがるんですか、貴様」

　もういいぜもなにも、さっぱり状況がわからない。

「んー？　ああ、わかりにくかった？　俺の時間つぶしに付き合ってくれてありがとなって言ってるんだけど」

「時間……つぶし？」

　暇つぶし、ではなく。

　時間というのであれば、なんのための──？

　問い返そうとするティファリシアを手で制し、レイジはメフィストフェレス──ファウストを指さす。

「特にファウスト──いや、メフィストフェレスだっけ？　どっちが主導権持ってんのか知らんけど、あんたらは特にがんばってくれたよなー。どうでもいい話で場をつないでくれて」

「──な」

〈幻魔族ストレーガ〉という一種族を乗っ取り、驚異的な《運命力》とほぼ無制限になんでも叶かなえられる《偉能レアルタ》を持ち、世界崩壊という願望を抱くとされる《英雄》ファウスト。

　彼についての情報が──どうでもいい話？

「いやいやよーく考えてみろよ。どれだけ強烈な《運命力》と《偉能レアルタ》を持ってるっつっても、ただの一種族の一《英雄》だぜ？　もちろん一種族の一《英雄》としては重要極まりないが──それ以上のものとして見る必要がどこにある？」

「それ、は──」

　彼が世界を滅ぼそうとしているから。

　そして事実としてそれだけの力を──

「違うだろ」

　……そうだ。違う。

　世界を滅ぼそうとしていて、それだけの力を本当に持っているのならもう滅ぼしている。

　そういう結論を出したのはティファリシア自身だ。

　だから。

「……確かに、そうですね」

「デカ乳袋……!?」

　アルファの言葉に視線だけを返し、ティファリシアはまっすぐファウストを見つめる。

　どこまでも虚うつろな瞳を向けてくるだけのファウストの代わりに、メフィストフェレスが心底馬鹿にするように笑った。

「──くっふ、本当にそういう結論でいいんですかぁ？　この展開もすべてファウストの思い通り──」

「あ、そう？　奇遇だなー俺にとっても思い通りの展開なんだけど」

　メフィストフェレスの言葉を奪い。

　ニートにして稀き代たいの天才詐術士は笑う笑う。

　零下の眼まな差ざしを向けてくる悪魔以上に凶悪な笑みを浮かべ、相手が口を開くのに合わせて声を出す。

「〝でまかせだ〟？　〝負け惜しみ〟？　〝口ならなんでも言える〟？　──ああ、こんなのもあるよな。〝そこまで言うなら全部予想どおりだという証拠を見せてみろ〟──」

　片手を広げ、くっくっくっと咽のどの奥を震わせて、世界の管理者を前に、世界最強の《英雄》とその《偉能レアルタ》を前に、誰よりもなによりも尊大に、人差し指を突きあげて──




「ほれ、証拠」




　空を指さす。

　レウとアエル以外の誰もが、困惑のままにその指先に視線を誘導され、意識を集中させ、見入る中。

　それは唐とう突とつに現れたように見えた。

　竜よりも速く空を駆け、その身を自在に巨大化させる神獣──四不象スープシヤン。

　その背に乗るのはかの神獣の主あるじにして、

「やっほーレイジっち♪」

　ミニのチャイナ服に身を包み、やたらとデコられた釣つり竿ざおにしか見えない宝貝パオペエ『打だ神しん鞭べん』をぶんぶんと振り、無邪気な笑みを浮かべる〈海精族シーレーナ〉の《英雄》太たい公こう望ぼう。

「ちょーっと手こずっちゃったけど、約束通りに参上したょーん」

　釣り竿とは逆の手で横ピースをする彼女は、そうして柔らかく目を細め、

「ちゃんとご用命通りの子たちを釣って──ならぬ、連れてきて、ね」

　呟つぶやくと同時に、彼女の背後にいたらしい小さな影が一足先にフィレンタニアへ降り立つ。

「────な」

　その少女を見た瞬間、ティファリシアは心の底から驚きよう愕がくせざるをえなかった。

　この状況で〈海精族シーレーナ〉の《英雄》である太たい公こう望ぼうが現れたということにも理解が及およばないのに──どうして彼女がここにいるのか？

　それなりに高い位置から降りたにもかかわらず、寸分の乱れもなく優雅に着地した彼女は、燃え立つ赤い髪をさらりと流し。

「お久しぶりですわ──〈解放者〉の皆様」

　スカートの端を摘つまんで優雅に一礼する彼女に、ティファリシアは半ば無意識に呟いた。

「ナポレオン・ボナパルト……！」
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三章　ニート、蒔まく









「ナポレオン・ボナパルト……？」

　ティファリシアの言葉をそっくりそのままなぞったアルファが、訝いぶかしむように少女を見る。

　ナポレオン・ボナパルトというのは言うまでもなく〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》の名だ。

　だが、アルファの見知った〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》ナポレオンは屈強な肉体に過剰な煽せん動どうが特徴的な暑苦しい男で、目の前の上品な微笑を浮かべた小柄な少女とは似ても似つかない。

　そもそも《英雄》であるというのであれば多少なりと《運命力》を感じるはずで──

「あら、わたくしとしたことが。初対面の方々には自己紹介が必要でしたわね」

　あたかも今気づいたとばかりに口元に手を当てた彼女は、ゆるやかに膝ひざを折り曲げ、さりげなく額ひたいにかかっていた髪をズラし、




「〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》ナポレオン・ボナパルトですわ。【以後よろしくお見知りおきあそばせ】」




　そう言って《強調する五牙〈獣妖族〉》の刻印を露出させた瞬間。

「────！」

　突風のように噴出した《運命力》に、アルファがたじろぎ、ジャンヌが鋭く反応して剣を具現化させる。

　これ以上ないほど明白な《英雄》の証明に、レイジが軽く言う。

「ああやっぱコントロールできるのなーそれ《運命力》。普通はそんな必要ないからやらねえんだろうけど」

「わたくしにとっては死活問題ですもの。もっとも、こうしてレイジさまに呼び出されてしまった以上、おっしゃるとおりもうあまり意味のあることでもないですけれど」

　暗に、自分をここに引っ張り出してきた非難を混ぜたナポレオンに、レイジは笑いながら言う。

「またまたー、『替え玉くん』じゃとても乗り切れない──そう判断したからこそ、自分から俺の誘いに乗ってきたんだろ？」

「……いえいえ、もちろん一番は個人的な興味からですわ。なにせ──この世界に存在するすべての《英雄》を一堂に会させるだなんて、前代未聞のことですから」

「は──？」

　この世界に存在するすべての《英雄》を一堂に会させる──？

　予想だにしない、するわけもない言葉に、ティファリシアたちが目を見開き、その状況を作り出した張本人に視線を向ける。

　相変わらず椅い子すに座り込こんだまま、だらしなく肘ひじをついている〈解放者〉の《英雄》は、それらを堂々と受け止め、平然と笑った。

「だから言ったじゃん。時間をつぶしてたんだって」

　そう、レイジは時間をつぶしていた。

　太たい公こう望ぼうが《英雄》を誘い、この場に集めてくる時間を。

「あぁもしかしてぇ、このために浮遊大陸に戻すよう誘導しましたぁ？」

　メフィストフェレスのその言葉に、意味深な笑みを返し、

「さー？」

　軽く肩をすくめるレイジに。

「なぜ──どうして」

　とめどなくわき出る疑問をアルファが具体的に口にする前に。

　すでに着地していた四不象スープシヤンの背、太公望の後ろから、ゆっくりと人影が舞い降りる。

　それは鮮やかな蒼あおとまばゆいばかりの白の軽けい鎧がいに身を包み、キラキラと光る長い金髪を三つ編みにした、小柄な美少年だった。

　翠すい玉ぎよくの大きな瞳を鋭く細め、少女にしか見えない中性的で美しい顔立ち。

　男性としては未いまだ成長途中にあるような身体の細さでありながら、凛りんとした立ち姿、抜き身の剣のごとく触れることも許さないような気配。

　なにより、ファウストとはまた違った意味で注目に値する不可解な《運命力》。

「まさか──」

　ティファリシアがその先を続ける前に、何者かが恐ろしい速度で少年へと肉薄し、

「──っ」

　突如出現した魔法陣に弾かれる。

「……絶対防御魔法？」

《大誓約魔法》によって定められた、『何なん人ぴとも他者を害してはならない』という絶対法に弾かれたのは。

「ジャンヌ……!?　いきなりなにしやがってんですか！」

「憎きイングランドぉぉ!!」

　アルファの言葉も耳に届いていないらしく、竜殺しの剣を片手に憤怒の表情で少年を睨にらみつけるオルレアンの聖乙女は、再度斬きりかかろうとして。

「──ジャンヌ……違う、から……」

　掠かすれたその声に、動きを止める。

　そうして、驚きに目を見開き、振り返った彼女が見るのは──自らの《誓約者ルーラー》。

「アエル……声が」

　ファウストの《偉能レアルタ》によって、直前まで声を奪われていたはずなのに──。

「あれぇ？　かけ直しておいたはずなんですけどぉ」

　ジャンヌ同様、首を傾かしげたメフィストフェレスに答えたのは、思いもよらない人物だった。

「ぃえーぃ♪　【一度使用された能力はなんであれ二度と使用できないようにさせる】ってゆー、素す敵てきすぎるぁたしの《偉能レアルタ》のおかげでーす♪」

　ブイ、と、顔の横でピースするのは、いつの間にかアエルの隣に立っていた太たい公こう望ぼう。

　その意図をはかりかねて眉まゆをひそめるジャンヌと裏腹に、彼女の《偉能レアルタ》をすでに知っていたティファリシアは、すでに撒まかれていた伏線の存在に目を見開く。

「あ──も、もしかして、レイジが彼女の【なんでも叶かなえる力】をどうでもいいと言っていたのは、太公望さんの【覆水難収絶対一回性能力】を考慮していたから──？」

　太公望の持つ《偉能レアルタ》【覆ふく水すい難なん収しゆう】は、一度見た能力であればなんであれ使用を禁止することができる。

　それはファウストの持つ【なんでも叶える力】でも例外ではないし、事前にファウストの力を予期していたレイジであれば、その無効化を太公望に命じておくくらいは平気で行うだろう。

「んー、レイジっちに言われてたのは確かだけど、さすがに【なんでも叶える力】そのものは解釈の幅が広すぎて完かん璧ぺきには無効化できてないょー。かけ直しの必要があった言葉の強奪とか、来る途中に見た地震とかは使ぇなくしちゃったけどねー」

「────」

　それは十分すぎる成果なのでは？

　思わずティファリシアは自身の《英雄》を見て。

　つられるようにそちらを向きかけたジャンヌが、首を振って自らの《誓約者ルーラー》に──金色の瞳のままの彼女に尋ねる。

「それよりもアエル。違うというのは、どういうことでしょうか」

　硬い声。

　もちろん、あの流れで言ったということは、ジャンヌの〝憎きイングランド〟を指したものだろう。

　フランスの英雄として軍の先頭に立ってイングランドと戦い、最後にはそのイングランドによって火刑にまで処されたジャンヌ。

　目の前の彼がその敵国の伝説的な王であるのならば、問答無用で憎むべき相手だ。

　いったいそれのなにが違うというのか──？

　そんなジャンヌの疑問に答えたのは、どこまでも軽薄なニートだった。

「どういうもなにもそいつイングランドの王じゃねーし」

「──は？」

　イングランドの王じゃ、ない？

　根本から揺らぐ事実に、ジャンヌは目を見開き、そんなジャンヌの反応も当然のこととばかりにレイジは平然と続ける。

「そもそもそいつの時代にイングランドなんて国は存在してない。お前が敵対したイングランド人──ノルマン人とは民族的つながりすらねーよ。国で言うならウェールズが近いし、民族で言うならブリテン人だな。あえてイングランドとのつながりをあげるなら当時のその地方を征した伝説的な王って逸話が受け継がれてるだけ」

　すらすらと歴史的背景を述べながら、レイジはぐうの音も出ないジャンヌに言う。

「ま、その伝説的王って逸話がネックで、それ以降の権力者はこぞってその名にあやかろうとしたらしいから、そのせいで勘違いしたんだろうけどな。ようするに──フランスの英雄ジャンヌ・ダルクが憎み、恨むべき相手としてはお門違いにもほどがある」

「────」

　歴史的背景に基づいた事実を指摘され、なにも言えない自身の《英雄》に、アルファは呆あきれたように呟つぶやく。

「……ジャンヌ……またちゃんと調べやがらなかったんですか」

「ち、違──そ、そんなこと知らなかったんです……！」

「それがちゃんと調べやがらなかったってことでしょうが」

「う……」

「はぁ……」

　深いため息をつき、失望の眼まな差ざしを向けたアルファに、ジャンヌは眉まゆを寄せる。

「ア、アルファ………………」

「だからなんでも性的興奮に結びつけるのやめやがれ、です！」

　と、一通り騒ぐのを聞いたあとで。

「で」

　レイジが、話題の中心にありながらすでに傍観者となっていた《英雄》に話を向ける。

「勝手に憶測で話してたけど、あんたがそれで間違いないんだよな？」

　軽い声に、彼は目を閉じ、いつの間にか手にしていた剣を下げて言う。

「──お初にお目にかかる。〈竜闘族ドラゴーネ〉の求めによりこの地に召喚され、《英雄》の運命さだめに従い、この場に馳はせ参さんじた」

　男性にしては極めて高い、それでいて聞く者の居住まいを正させる凛りんとした声音。

　必然的にこの場にいる誰もが注目し、それらの視線に応えるように目を開いた彼は、どこまでも厳かにその言葉を口にした。

「我が名はアーサー。ブリテンの王にして〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》──アーサー・ペンドラゴンだ」





　　　　◆◇◆◇◆






「〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》……アーサー・ペンドラゴン」

　彼に関する逸話は、ティファリシアがまだ〈森霊族エルフ〉に所属していた頃にいくつも聞いていた。

　とかく血の気が多いと言われていた〈竜闘族ドラゴーネ〉の民を、異世界人の身でありながら《誓約者ルーラー》以上にまとめあげた傑物。

《英雄戦争》においては武に名高い〈竜闘族ドラゴーネ〉の力を引き出した勇猛果敢な将。

　治世者としても武人としても極めて優れた、まさに《英雄》の中の《英雄》と言うべき存在──。

　実際に相対してみても、伝え聞いた通りの印象が強い。

　もちろんまだ言葉も交わしていないし、なにか具体的な行動を見たわけではない。

　それでも彼から感じる《運命力》は、ファウストほどではないにせよ十分に大きなものであるし、なにより──そのまっすぐさに奇妙なほどの頼もしさがあるのだ。

[image: ]

　ファウストの《運命力》が禍まが々まがしく邪悪なものだとすれば、アーサーのそれはどこまでも素直で歪ゆがみがなく、対立する種族の《英雄》であるということを考慮しなければ無条件で従いたくなるような──

「ってわたしはなにを……」

「あーティファティファもアーサーちゃんの《運命力カリスマ》にぁてられちゃったカンジ？」

　何気なく歩み寄ってきた太たい公こう望ぼうが口をωの形にし、ティファリシアの肩に気安く手を置きながら続ける。

「アーサーちゃん、すっごぃ雰囲気ぁるからさー、なーんか無む性しように同じ方向みたくなっちゃうょねー。この人につぃてぃったら間違ぃなぃ的な？　ほーんと──不自然なくらぃに」

　太公望は鋭く目を細めると、すぐにまた明け透けな笑みを浮かべ、

「ま、それはそれとして──レイジっちのご用命どーり、連れてこぃって言われた《英雄》はみんな揃そろえたょん♪」

　ナポレオンとアーサー、〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》と〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》を指し示すように派手な釣つり竿ざお──打だ神しん鞭べんを一振りした〈海精族シーレーナ〉の《英雄》に、レイジは一言で応じる。

「ん」

「……それだけーっ!?　ひどー!!　もうちょっとなんかなぃのー？」

「あ？　簡単なおつかいしただけでか？」

「ぃやぃやぃや、ちょー大変だったょー！　レイジっち〝行けばわかる〟しか言ってくれなかったしー」

「行けばわかっただろ？」

「それはまぁ……わかったょ？　わかったけどさー……むー……ねぇ、ティファティファからもなんか言ってょー」

「え……な、なぜわたしが」

「いっつもレイジっちに無む茶ちやぶりされてるティファティファならぁたしの気持ちわかるでしょー？」

「…………不本意ながら大変よくわかってしまいますけど」

　ほんともう嫌というほどに。

「それに〈解放者〉としてこの《英雄》の態度はどぉなのカナ？　外交問題に発展しちゃうんじゃなーぃ？」

「そうなってしまいますか……」

　あくまで冗談めかした口調だが、そう言われてしまえば、〈解放者〉の《誓約者ルーラー》であるティファリシアとしてはなにも口にしないわけにはいかない。

　ぶーっと頰ほおを膨らませている太公望を見て、ティファリシアは一度深呼吸してからため息交じりに続けた。

「では言わせてもらいますが──そもそもこれらのことはレイジのために行ったことなのでしょうか？」

「ぇ？」

　視線はまっすぐ。

　どんな挙動も見逃さないようにしながら、はっきり言う。

「わたしにはとてもそうは思えません。端的に言って──前提条件がズレていますよね？」

　太公望〈海精族〉はレイジ〈解放者〉のために動いたのだからレイジ〈解放者〉はなにがしかの代価を太公望〈海精族〉に払うべきだ──。そういう要求であるのなら、そもそも太たい公こう望ぼうはレイジのために動いたという前提条件が疑わしい。

　したがって〈解放者〉の《誓約者ルーラー》としては、〈海精族シーレーナ〉の《英雄》の抗議を受け入れない。もっと言えば──それ以上の議論自体を拒否する。

　なんの迷いもなくそう意思表明したティファリシアに、太公望は目を見開いて。

「……へえぇ。ティファティファの成長には、ホント目を見張るものがあるね～」

　意味深に〈解放者〉の《英雄》へと流し目を送ると、口元だけの笑みを浮かべて言った。

「確かに、レイジっちのためじゃなぃねー。もっと言えば──他の誰のためでもない」

　軽やかな声は冷たい響きを伴ともない、その声に同意するようにクスリとナポレオンが笑う。

「そんなことは、この世界の召喚に応じた《英雄》の方々であれば当然のことですわね」

　肩をすくめた少女はすぐそばに立つ美少年を見やり、三つ編みを揺らしたアーサーもまた静かに続ける。

「……召喚主の種族をないがしろにし、他種族に利する行動を取るのは契約違反にあたる。ゆえに、どの《英雄》も自らと自らの属する種族の意思に基づいた行動を取るだろう」

　だから、太公望はレイジのために《英雄》を集めたわけではないし、ナポレオンやアーサーも彼や彼女のために集ったわけではない。

　そんなことは当然と言うのも馬鹿らしい自明の理で。




「そしてそれでもなお、現存するすべての《英雄》は呼びかけに応え、こうしてこの場に立っている」




〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》ナポレオン──ポーレット・ボナパルトと〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》アーサー・ペンドラゴン。それらを連れてきた〈海精族シーレーナ〉の《英雄》太公望と、連れてくるよう命じた〈解放者〉の《英雄》レイジ。そこに元よりいた〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》ジャンヌ・ダルクと、〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》ファウスト──。

　すべてを引き継いだニートは、あくまで椅い子すに腰掛けながら、〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》である青年と、その《偉能レアルタ》である少女へと指先を向ける。

「さて、なんのためだと思う？」

　瞬間、《英雄》たちの視線はすべて彼らへと向けられていて。

　その眼まな差ざしの意味がわからないほど、ファウスト──メフィストフェレスは愚おろかではなかった。

「……なるほどぉ、ファウストという共通敵を作ることで、すべての種族、すべての《英雄》を呼び寄せる──それこそが真の目的だったというわけですねぇ」

　真偽はどうあれ、世界を壊すと公言し、その力を持つ《英雄》を放置することはできない。その一点において、すべての種族、すべての《英雄》は意見が一致しうる。

　だから、いわばレイジは〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》をダシにして他のすべての《英雄》をこの場に集結させたのだ。

「……それで、この画が描かれるわけだ」

　未来予知者がぼそりと呟つぶやき、

「ご主人さま…………」

　完全に独断で動いたつもりのレウまで組み込こみ、この場にいる誰もが予想だにしない展開を作り出す。

　それは確かに稀き代たいの詐欺師にして、究極のニートであるレイジの得意とすることで──

　にも、かかわらず。

　ティファリシアは眉まゆ根ねを寄せてメフィストフェレスを見る。

「なにが、おかしいのですか」

　少女はずっと笑みを浮かべ続けている。

　まるでそんなことははじめから知っているとでもいわんばかりに。

「えぇ～？　別になんでもないですよぉ」

　クスクスと笑い笑い、

「世界を滅ぼそうとしているんですから、当然全種族を相手にしようと思っていましたしぃ？　ただ──そんなに個性の強い《英雄》さんたちが仲良くできるのかなぁって思っちゃいますよねぇ」

　口元に人差し指を当てた少女は、わざとらしく小首を傾かしげる。

「たとえばぁファウストを倒すということは〈幻魔族ストレーガ〉そのものを倒すということでぇ、当然どこがその権利を得るのかっていう話になると思うんですけどぉ、そこら辺ちゃんと決めてますぅ？」

「無用な詮せん索さくだ。我ら《英雄》は背負う種族こそ違えど、背負っているという事実に変わりはない」

「だからその背負っているっていうのが問題なんじゃないですかぁ。アーサーさんだってぇ、〈竜闘族ドラゴーネ〉のためならなんでもしちゃうでしょぉ？」

「……なんでも、というのは語弊がある。〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》である前に、《英雄》としての矜きよう恃じは抱いているつもりだ。その誇りにかけて非道な行いをするつもりはない」

「へぇ、そうですかぁ。──じゃあアーサーさんはそうなのかもしれませんねぇ」

　にやにやと笑って。

　悪魔はわざとらしく他の《英雄》たちの顔を見回していく。

「くふっ、よかったですねぇみなさん。いえ、なにがよかったとは言わないですけどぉ。〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》さんはそのような意見をお持ちだそうですよぉ」

　そうしてクスクスと笑うメフィストフェレスに、ナポレオンが言う。

「あらあら世に聞く〝悪魔の囁ささやき〟もずいぶんと安易なのですわね。その程度のことでわたくしたちが揺さぶられるとお思いになって？」

「え、なぜ揺さぶられてるだなんて思ったんですかぁ？　ただアーサーさんの意見をそのまま言っただけなのに」

　不思議だ、などとは欠片かけらも思っていないことを隠そうともせず、悪魔は芝居がかった仕草で口を押さえながら言う。

「あぁっ、もしかしてぇ！　アーサーさんと違ってナポレオンさんは他の皆さんを出し抜こうと考えていたからとかぁ!?　そうじゃなかったら揺さぶられるっていう発想自体が出てこないですもんねぇ？」

　くるくると回る悪魔は、ナポレオンではなく、それ以外の《英雄》に語りかけていて。

「……ふふ、安直にもほどがありますわね。もちろんそう思われるのは自由ですけれど、あまり程度の低いことを言われますと、底が知れますわよ？」

　たかだか悪魔に底もなにもないですけれど──と付け加えて、〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》は冷ややかに笑む。

「まぁ、ぃちぃち言われなくてもぁたしたち《英雄》が一枚岩じゃないことくらぃ当たり前のことだしー」

　太たい公こう望ぼうが肩をすくめ、アーサーが率直に異を唱える。

「それこそ〈幻魔族やつら〉の思うつぼだろう。この状況を打破するためには一時的であっても一致団結すべきだと考えるが」

「ぅんぅん、それは現に今してることだねー」

《英雄》たちがこの場に集い、〈幻魔族ストレーガ〉と相対しているこの状況こそが一致団結しているということ。

　つまり、各種族の《英雄》個々人が表向き同調しながら裏で出し抜こうとしている可能性は残り続ける。

　堂々とそう言い切った太公望にアーサーが眉まゆをひそめ、彼女たちのやりとりを見ていたジャンヌが慎重に続ける。

「それでも各おの々おのがどのような想おもいを抱いているかは確認すべき事柄でしょう。特定の種族のみが出し抜くという事態は避けるべきですから」

「あら。そこでわたくしを見るということは、貴女あなたともあろう方が愚おろかにもあの悪魔の甘言にまんまと躍らされているということかしら」

「……暴言は慎んでください。私はあまり気が長いほうではありません」

「まあ。同郷の《英雄》としてあまりにも悲しい物言いですわ、聖乙女ラピユセル。わたくしは貴女に憧れていたこともあったというのに」

「同郷……？」

　訝いぶかしげに年端もいかなそうな少女《英雄》を見つめるジャンヌに、ナポレオン──ポーレットは涼しげな微笑を返す。

（しっかりと揺さぶられている……）

　傍はたで見ていることしかできないティファリシアからすれば、《英雄》たちのやりとりからは互いへの不信感が如実に滲にじんでおり、まさに悪魔の思い通りであるような気がして。

「くふふっ──この状況でも〈解放者〉の《英雄》さんは全種族の《英雄》でまとまってファウストを倒すとか言えちゃうんですかねぇ？」

　おちょくるように笑う悪魔が、ここぞとばかりにこの状況を作り出したニートへ話を振り──




「いや、全種族の《英雄》で協力しあってファウストを倒すつもりなんてねーけど？」




「…………は？」

　誰よりも真っ先にアルファが呆ほうけた声を出し。

「────」

　ジャンヌやアーサー、ナポレオンは元より。

「ぇーと……レイジっち？」

　同盟関係にあったためにもっとも近くで協力してきた太たい公こう望ぼうですら、困ったように苦笑する。

「さすがにそれは──」

「通らなくねーだろ、別に」

　先んじて言葉を奪ったニートは椅い子すに深く腰掛けたまま笑う。

「つーかそもそもなんで《誓約者ルーラー》じゃなく《英雄》集めたと思ってんの？」

「そんなの……各種族の《誓約者ルーラー》なんかが集まったら、［誓約議会オーソリテイ］になりやがるだけじゃないですか」

「それってまともに機能するやつだったっけ？」

「……それ、は」

　かつてレイジが〈獣妖族ベステイア〉の《誓約者ルーラー》に開かせた［誓約議会オーソリテイ］。

　各種族の《誓約者ルーラー》が集い、意思を決定する名目のあの場に、本物はほとんど存在しなかった。

「ま、自らの意思がそのまま種族の意思となる《誓約者ルーラー》がおいそれと他種族の集まる場に行くべきじゃないってのは正しい。どこでどう利用されるかわかったもんじゃねーしな」

「…………」

「別にティファリシアのことは言ってねーよ？」

「だったらわざわざ口に出さないでくれませんか!?」

　せっかく黙っていたのに。

　あのときの［誓約議会］で本物はティファリシアとすでに切り捨てられることが決定していた〈獣妖族ベステイア〉の《誓約者エドラス》だけだったのではないだろうか……？

　そして実際にティファリシアもレイジにまんまと利用された──。

　忌まわしい想おもいを断ち切るように、ティファリシアはかぶりを振って言う。

「つまり……わたしたち《誓約者ルーラー》はその性質上種族の縛りから逃れることができないから、［誓約議会］のような場に集うことも不可能。その代わりに、同じく種族を背負っているものの自らの種族を代表することはない《英雄》を招集した、ということですよね？」

　うかつなことを言えば種族そのものが滅びかねない《誓約者ルーラー》と違い、《英雄》同士であれば多少の利害には目をつぶって協力することができるから。

「と、思うじゃん？」

「え……え？」

「言っただろ。《英雄》同士で協力しあうつもりなんてさらさらねーんだって。もっと言えば不可能だ」

「で、でも、そう言ってみなさんをこの場に集めたんですよね？」

「だから？」

「だから、って──」

　ティファリシアが見るのは、レイジの発言を聞いて剣を抜いた《英雄》。

「……ホウバミレイジ。その話は聞き捨てならない。場合によっては汝なんじと敵対する必要が生しようじる」

　アーサー・ペンドラゴンは、落ち着いた声で鋭い眼まな差ざしを向けてきて。

「なーに言ってんだ、場合によるもなにも、俺たちいつから仲良しこよしになった？　必要不必要って話をするなら、納得いかないって判断したその時点で《英雄戦争》でもなんでも挑んでくりゃいーじゃん」

「な──レ、レイジ!?」

　ジャンヌの〈神翼族エルブランシユ〉に敗れたとはいえ、アーサーの〈竜闘族ドラゴーネ〉もまた《英雄戦争》において比類なき強さを誇る。

　そんな戦闘特化の種族と《英雄》を相手取り、非力極まりない〈解放者〉とニートが正面から戦って勝てるわけがない。

　当然、挑発した分だけ説得力を持った理屈が──

「そもそも理屈で言うなら、あんたを説得する材料なんてないしな」

「──は!?」

　ティファリシアの声に、レイジはそれが聞きたかったとばかりに意地悪く笑み、軽薄に続ける。

「太たい公こう望ぼうが言ったように、どんな条件をつけたところで、俺たちが一枚岩になることは絶対にありえない。それは《誓約者ルーラー》のように種族を背負うどうこうの問題じゃなく、こちらの世界に喚よばれ、応えた《英雄》ってやつが根源的にそういう性質だからだ」

　そうだろ？　とでも言うように、レイジは一人ずつ──ファウストまで含めた《英雄》を見て、不敵に笑む。

「元来、人が人に従うのはそいつのほうが正しいと考えるから──つまりそいつに、そいつの考えに屈したと認めるからだ。んなもん、異世界に至ってまで自分や自分の種族が頂点に立つことしか考えてない、病的なまでに英雄であるやつらがすると思うか？」

　両手を広げ、ニートはどこまでも笑う。

「もちろん、一時的に、方便で、利害の一致からたまたま同じ方向を見ているように感じることはある。だが、それは〝従う〟なんて言葉からはほど遠い、むしろそういった意思を感じた瞬間たちまち瓦が解かいする、偶然の奇跡的な産物でしかありえない」

　偶然の、奇跡的な産物──。

　レイジの言葉に、思わずティファリシアは周囲を見回す。

　暴論のようで、どうしようもなく《英雄》を示すレイジの言葉。

　それは、けれど。

「……今、まさに……起きているんじゃないんですか？」

　だって。現に。この場に。

　すべての《英雄》は集っている。

　これが奇跡的な産物でなくて、なんだというのか──。

　ティファリシアの呟つぶやきに、レイジは一瞬だけ笑みを深め、

「いやいやこの程度でそこまでは言えねーよ。お互いに手の内わからずただ集まってるだけとも言えるしな。つーか──《英雄》たちが意見の一致をみることなんて一つしかありえないじゃん」

　冗談めかしたように人差し指を立て、真下に向ける。

「すなわち──この世界は超楽しい」

　シンプルに。直球で。

　そう述べたニート《英雄》に。

「──あっは、確かにそれだけは手放しで賛同するしかなぃねー♪」

　太たい公こう望ぼうが吹き出すようにして笑い、

「ええ、世に聞く《英雄》を相手に極上の勝負ができる最高の舞台ですもの。その点に関してはまったく異論がありませんわ」

　ナポレオン──ポーレットが嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべ、

「この身に与えられし苦難は大きければ大きいほど素す晴ばらしいものとなります……いえ、決して苦境そのものが嬉うれしいわけではないですが」

　髪先のロザリオを握りしめ、祈るように目を閉じたジャンヌは口の涎よだれを拭ぬぐわざるをえず、

「……我が望みは〈竜闘族ドラゴーネ〉の民のそれだ。したがってホウバミレイジの考えすべてに賛同するわけではないが──背負うべき民、国、信念を得たことは王として望外と言えよう」

　アーサーもまた彼女たちの言葉を肯定し、ただ一人残された《英雄》を見据える。

「そういうわけで」

　彼ら彼女たちの言葉をまとめるように、左手を広げたレイジは、下に向けていた右手の人差し指をまっすぐその《英雄》に──《英雄》の《偉能レアルタ》に向けて言う。

「お前ら以外の《英雄》……自らの価値は自らの意思で自ら決めた手段によって示すべきだと考えるやつらはこう言うわけだ。〝この世界を壊すとかふざけんな〟──ってな」

　本来、他者の意思に従い、同調するのが不可能なはずの《英雄》。

　いや、現に今も彼らは協力しあっているわけではないし、誰かが誰かに追つい従じゆうしているのでもない。

　利害が一致しているかどうかもわからないのだから、当然まとまってもいない。

　それでも。

　結果的に同じ方向を見ている。

　奇跡的に、偶然にも──

「もちろん、こんなのは奇跡でも偶然でもない。異世界で《偉能レアルタ》を操り、一種族を率いて自らと同等かそれ以上の相手と戦うことを了承するようなやつならそう考えるのが当然だろ？　そもそもあいつら自身この世界が最高だから壊したいって言ってたしな」

「あ──」

　確かに、メフィストフェレスはそう口にしていた。

　そして、それは、ようするに。

　レイジという《英雄》が計算してこの状況を作り出したということに他ならなくて。

「くふ──《英雄》たちをまとめるんじゃなく、まとまっているのと同じ状況にする。そうすれば分断もできないというわけですかぁ」

　主導的な立場の者がおり、他はみなそれに従っているという状況であれば、いくらでも横やりを入れ、かき乱すことができる。

　だが、各おの々おのが自らの主義主張に基づいて自発的に行動した結果、同じ方向を見ているという状況、ここに介入するのは極めて困難だ。

　分断しようにも、そもそも彼ら彼女らはまとまっていないのだから。

「うぅ～ん、これは一本取られましたぁ。いくらファウストでもこの状況を覆くつがえすのは難しいですねぇ」

　困ったように眉まゆをひそめた悪魔は。

「──なんて、言うと思っちゃいましたぁ？」

　酷薄に唇を歪ゆがめて。

「あ・さ・は・か♪」

　クスクスクスクス。

　おかしくてたまらないとばかりに、悪魔は笑う笑う。

「状況なんていつでもいくらでも覆せるんですよぉ、たとえば──こんなふうに」

　ふわりと浮いたメフィストフェレスは、そのままファウストの肩に手を乗せると、彼の耳元に口を寄せて。

「ファウスト──〝この大陸を落とせ〟」

「メフィストフェレス──【この大陸を落とせ】」

　復唱された言葉の意味が、ティファリシアの脳内でむなしく反響し。

「待──」

　ってください、と続ける間もなく。

　悪魔が掲げた右手から広がる巨大な紅あかの魔法陣は、一瞬で浮遊大陸全土を覆おおうまでに広がる。

「はーい♪　それじゃ──落としまぁす♪」

「な、ん──っ」

　アルファが声をあげ、いち早く察した《英雄》たちがそれぞれ動くのと同時、先ほどの地震とは比較にならないほどの轟ごう音おんと振動がティファリシアたちを──フィレンタニア大陸全土を襲おそった。

「──……っ」

　あまりの揺れに立っていられず、ティファリシアはその場にぺたりと尻しり餅もちをつく。

　次に彼女の身体を襲ったのは、〝落ちている〟という信じがたい感覚だった。

「──ひっ」

　大地を揺らされたときの比ではない。

　すぐそばに見える空もさることながら、この上なく安定しているはずの地面が落ちていくという不可解な認識に否いや応おうもなく混乱し、より安定しているものを求めた結果、レイジの座る椅い子すの脚にしがみつく。

「く──っ」

　この上ない危機に【神の国】を発動させ、完全武装したジャンヌに護まもられるアルファが、絶え間ない震動に耐えかねて言った。

「ふ……ふざけやがってん、ですか!?　大陸を落としやがるだなんて、そんなことしやがっても──」

「最終的に《大誓約魔法》の絶対防御魔法が働くから意味がない、ですかぁ？　残念ですねぇ～《大誓約魔法》は個別に働くものなので、具体的な被害者が拒絶の意思を持たないと発動しないんですよぉ」

「な──」

「だからぁ、大陸とか星そのものみたいな所有意識の持ちにくいものを壊そうとすればぁ──世界なんて簡単に滅ぼせちゃうんですよねぇ」

　酷薄に呟つぶやく悪魔は、明確な事実を突きつけてきて。

「なるほど。であれば──大本を倒せばその心配もないな」

　揺れる大地にも平然と立ち続けたアーサーが呟き、一瞬でファウストの背後に回り込こむと、銀の剣を躊ちゆう躇ちよなくその首筋に振り下おろす。

　が。

「無駄ですぅ」

　メフィストフェレスの言葉を待つこともなく、発動した絶対防御魔法が斬ざん撃げきを弾いた。

「言ったじゃないですかぁ、《大誓約魔法》は具体的な被害者が想定されていれば働くんですよぉ。──たとえその被害者が世界を滅ぼそうとしてても、ね」

　皮ひ肉にくるようにクスクス笑うメフィストフェレスに、アーサーは顔を伏せる。

「あれあれ、あれれぇ？　これでおしまいですかぁ？　これだけの《英雄》さんたちが揃そろっているのにぃ？」

　嘲あざけり煽あおり。

　悪魔は両手を広げて狂ったように続ける。

「くっふ、くふふふふふふふふ！　《英雄》と言えど所しよ詮せんはこの程度！　絶大な力の前には屈するしかない！　無様ですねぇ、惨めですねぇ、最高ですねぇ！」

　表情一つ変えない《英雄》ではなく、まっすぐレイジを見て。

　少女はどこまでも愉快そうに笑う。

「ほらほらほらほら、どうするんですか好ましき隣人ソーシヤルハツカーさぁん？　このままじゃ終わってしまいますよ～大地も世界もあなたの野望もぉ！」




「それはねーな」




　あっさりと。

　ニートは笑い返して。

「つーか落としたいならさっさと落とせば？」

「レ、レイジ!?」

「いやーだってこれ浮遊大陸の原理そのものを壊されるか、止められるかされてんだろ？　んなのどうしようもねーじゃん。無理無理」

「な──だ、それでどうして貴様は平然としてやがるんですか!?　フィレンタニアが落ちれば、大陸そのものはもちろん、周辺海域と沿岸地域にも甚大な被害を与えられやがるんですよ!?」

「だろうなー。まあ俺たちは太たい公こう望ぼうの四不象スープシヤンに乗れば平気だろうけど」

「ま、まさか自分だけ助かればいいと……？」

「んーまあそれもある」

「それもあるって──」

「つーかそれ以前に──落とす気自体ねーだろ？」

「────は？」

　思いもよらない言葉に、ティファリシアが絶句し、レイジは平然と続ける。

「考えてもみろよ。大陸落としてどうすんの？　恐きよう怖ふを与える？　力を見せつける？　なんのために？」

「なんの、ために、って……」

　そこではじめてティファリシアは自分が思考を止とめていたことに気づく。

　大陸落下などという空前絶後の出来事に気が動転して、唯一と言っていい自分の武器を手放していた。

　椅い子すの脚を摑つかみ直したティファリシアは、頭の中に浮かんだ思考を即座に言葉にする。

「……たとえば、《偉能レアルタ》の条件に、強力な願いを叶かなえるためには一定数の畏い怖ふの感情が必要だとしたら？」

　ちらりと見るのはナポレオン──ポーレットだ。

　彼女の《偉能レアルタ》【不可能は存在しないImpossible nést pas trancais】は発動条件そのものに対象となる他者からの畏怖が必要だった。

「その場合、なぜあえてフィレンタニアを落とすという手段を取ったのかって疑問が残るな。《大誓約魔法》に抵触せず、もっと効率的で簡単に大人数に恐怖を与える方法はいくらでもある。それこそ一回目の地震のほうがよっぽど大人数に恐きよう怖ふを与えられるだろうしな。俺らの前でやった意味も、あの流れで行った理由もない」

「では、恐怖を与えるのはわたしたち……あるいは《英雄》だけだった、とか」

　ディリドに移動させたのも地震の影響を受けさせるためと考えれば辻つじ褄つまが合う。

　だが。

「いい線ついてるが、びびらせるためだけに大陸を落とすって方法は無駄があまりにも多すぎるだろー。そもそも俺らはいざとなれば太たい公こう望ぼうの四不象スープシヤンで簡単に脱出できるし。インパクトって意味では十分だが、それだけのために大陸を落とすのは非効率極まりねーな」

「それ以前に、この程度のことで驚いちゃぅ《英雄》なんていなぃってゆーのもあるねー」

　さらりと太公望が付け加え、ティファリシアはジャンヌやナポレオン、アーサーがまったく動揺していないことに気づき、彼ら彼女たちの異常な精神性を再認識する。

「で、でもじゃあ──」

「発想を変えてみろよ。自分でも言ってただろ？　世界を滅ぼすのが目的で、それをするだけの力を持っているなら、すでに世界は滅びてなきゃおかしいってな」

「────」

　だから本当はそんな力を持っていない、持っていたとしても厳格な条件がある──そう考えていた。

　力を行使した以上、条件がなんであるかということにしか意識がいっていなかったのだ。

　けれど。

　発想を、変える──

　世界を滅ぼすのが目的で、世界を滅ぼすだけの力を持っているなら。行使しないのはおかしい、ではなく。

「世界を滅ぼす力を持っているのに、それを使わないのは、はじめから世界を滅ぼすつもりなんてないから……？」

「正解」

　即答したレイジに、ティファリシアは自分で言っておきながら全力で突っ込こんだ。

「ちょ、ちょっと待ってください──彼らの目的がこの世界の滅亡だと言ったのはレイジですよね!?」

「え、そうだっけ？」

「そうですよ!!」

　実際レイジに追及されてメフィストフェレスも認めていた。

「ま、そうだったとしても、なんか矛盾するか？」

「そんなの矛盾しないわけが──」

「世界を滅ぼすのが目的だ。ただしそれは今じゃない」

　確かに世界を滅ぼすのが目的であるのと今は世界を滅ぼすつもりがないは矛盾しない。

　そして、事実世界を滅ぼすのがいつだと言及されてもいない。いないが。

「それはつまり今すぐに滅ぼす可能性もあるということですよね……？」

　ティファリシアの呟つぶやきに、レイジは笑って少女を見る。

「ないって。お前も言ってたとおり、世界を滅ぼせるほどの力の行使に条件がないわけがないし、それ以上にあいつらに今どうこうしようってつもりがまったくない」

　なんでそんなことが断言できるのか──ティファリシアがそう考えているあいだに、少女が凄せい絶ぜつな笑い声を響かせる。

「くふ、くふふふ！　本当にそれでいいんですかぁ？　現に大陸は落ちていますけどぉ？」

　メフィストフェレスの言うとおり、浮遊大陸は落ち、それに伴ともなう甚大な被害はほぼ確定している。

　今のティファリシアたちにできるのは、その被害をいかに減らすかということだけ。

　その、はずなのに──。

　ニートは一切動じずに笑う。

「だから何度も言ってるけどさーやりたければやれば？　世界でもなんでも。いくらでも滅ぼせよ。それでお前が満足するなら、な」

　そう言って手をひらひらさせたレイジに。

　ティファリシアは血の気が引くような絶望を感じて──

　すでにその感覚は嫌というほど知っているのを思い出す。

　……そうだ。

　もう何度も味わっている。

　だから。




「──くふっ、やっぱりバレちゃいましたぁ？」




　少女が一転して軽い笑みを浮かべるのを、冷静に受け止めることができた。

　そうして、コロっと表情を変えた彼女は、困ったように顎あごの下に手を当て、

「もう少し《英雄》の皆さんの反応を見てみたかったんですけどぉ、これ以上はあんまり楽しくなりそうもないですしぃ」

　ちらっと自身の《英雄》を振り返ると、パチンと指を鳴らし、

「まぁいいってことにしておきますねぇ」

　指先と足先に小さな魔法陣を二つ生み出し、それらを器用に重ね合わせて霧散させる。

　同時に落下感が減退していき、やがて細かな振動を残して浮遊大陸は止まった。

「思ったより早く気づかれちゃったせいで、あんまり落ちないですんじゃいましたねぇ」

　遠くを見るようにしながら、そんなことを言った悪魔に、まだ膝ひざをついたままのアルファが、信じられないような想おもいで言う。

「は……は？　貴様、本当にただ様子を見るためだけに──こっちの反応を見て楽しむためだけに大陸を落としてやがったって言いやがるんですか……？」

「んーちょっと語弊がありますけどぉ、おおむねその通りですねぇ」

「ふ……ふざけやがってんじゃねーですよ!?」

「えぇ～？　全然ふざけていませんよぉ。楽しむのってすごく大事なことですしぃ、相手のことをよく知るために揺さぶりをかけるのなんて、当たり前のことじゃないですかぁ」

　相手のことをよく知る──。

　つまり、それは。

「情報収集……」

　ティファリシアの呟つぶやきに、悪魔はどこまでも妖あやしく微笑ほほえんで。

「どんなときでも情報こそがすべてを制しますからねぇ」

　どこかで聞いたことがあるような言葉。

「それに──情報があればあるほど、これから起きることを楽しめるでしょぉ？」

　ティファリシアがその言葉を口にした人物を見ると。

「──ああそれだけは保証してやるよ」

　軽薄な笑み。

　少しも安心できない笑みを浮かべたレイジは言う。

「これからやることは間違いなく楽しめる」

「これから……やること？」

《英雄》を一堂に会した理由してまで行おうとしたこと。

　レイジが。

　なぜすべての《英雄》たちをこの場所に、集めたのか？

　世界を滅ぼそうとする〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》を倒すため──ではない。

　レイジは。

〈解放者〉の《英雄》以上に、ただの最低ニートである彼は、そんなことのために動いたりはしない。

　彼が動くのは──

「全部、自分が楽しむ、ため」

　──その通り。

　そんな声が聞こえてきそうな笑みを浮かべ、レイジはジャンヌを見る。

「おい愚ぐ図ずビッチ。さっさとあれ用意しろ」

　目的語のはっきりしない言葉は、ドＭの性乙女を的確に動かした。

　身体を震わせ、頰ほおを上気させたジャンヌは、レイジの理不尽極まりない命令に従って、【神の国Dieu vous bénisse】を創つくりあげる。

「──!?」

【特定の空間を自由に変えることができる】というジャンヌの《偉能レアルタ》【神の国Dieu vous bénisse】。

　青々とした空の下、牧歌的でメルヘンな草原を背景に出現したのは、巨大な黒い卓とそれを等間隔で囲う五脚の椅い子す。

「……円卓……？」

　アーサーの呟つぶやきに、とっくの昔に六脚目に座っていた〈解放者〉の《英雄》は肩をすくめおどけたように言う。

「あんたの言ってる意味なら、椅子が足りないけどな。ま、《英雄》たちが話し合うっつったらやっぱこの形式が一番しっくりくるだろ？」

「《英雄》たちが話し合いやがる……って、ここで!?」

　叫んだアルファに曖あい昧まいな笑みを見せ、レイジは椅子に深く腰掛ける。

「いやー《英雄》って言ってもいろいろいるわけじゃん？　世界を滅ぼしたいやつもいれば、それを止めたいってやつもいるし、そんなことどうでもいいと思ってるやつもいる。まー実にバリエーションが豊富だ。そりゃ種族背負ってなくても戦争になりもする」

「それを……ここで話し合うことで解決しようと？」

　そのための円卓──。

「うん、違う」

　ティファリシアの言葉をあっさり否定して。

「言っただろ。《英雄》ってやつは根源的に同調しない。相手の言い分に完全に従うということは、自らの信念を曲げ、そいつに敗北したも同然だ。ひるがえって、ただの話し合いで《英雄》は絶対に折れない。折れたということを認めない」

「────」

　ティファリシアが得たのは途方もない違い和わ感かん。

　それがなんであるのか言語化する前に。

「なら、話し合いやがっても無駄じゃねーですか」

　アルファが口を挟み、呆あきれたようにため息をつく。

「というか、仮に話し合いで同調したとしても、それが信念を曲げて敗北を認めたものでありやがるのか、はたまた表向きだけの偽りか──その判別がつきやがらないのでは？」

「だなー」

「だなーって……」

「ただの話し合いならな」

　ニヤリと笑ったニートはまさにその言葉を待っていたとばかりに続ける。

「思い出せよ。《英雄》ってのはなんのための存在だ？　なぜこの世界に召喚された？」

「そんなの《英雄戦争》に決まって──え？」

　自分で口にしておきながら信じられないように、アルファは目を見開く。

「え、《英雄戦争》をするつもりだって言いやがるんですか!?」

「いやいや《英雄戦争》は《誓約者ルーラー》にその権限があるじゃん。《英雄》の一存じゃできねーよ」

　だから──。

「【勝負】をしようぜ」

　笑う。

「せっかく全《英雄》が集まったんだ。誰が最も優れていて、頂点に相応ふさわしく、最高に楽しんでいるのか──決めようって思わなきゃ噓だろ」

　ニートはその身に集めたすべての視線に応えるように両手を広げ、

「自らの価値は自らの意思で自ら決めた手段によって示す──《英雄》による《英雄》だけの、《英雄》として最も優れたものを決める、〝《英雄》闘議パンテノンゲーム〟で」

　トン、と、円卓を指先で突いた。
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四章　ニートを追う者は一いつ途とをも得ず









「〝《英雄》闘議パンテノンゲーム〟……」

《英雄》として最も優れたものを決める──《英雄》の頂点を選出する討議。

「なんでそんな無意味なことを……いえ、いまさらすぎやがりますが……」

　ため息を吐くアルファを尻しり目めに、ティファリシアはレイジに向き直る。

「それが、ただではない話し合い、ですか？」

　話し合いはするが、ただの話し合いはしない──レイジはそう言っていた。

　ティファリシアの静かな問いに、レイジは上空の《大誓約魔法》の顕現体──《六面魔法体キユーブ》を指さして言う。

「《大誓約魔法あれ》に白黒を判断させる【勝負】の形なら表面上の取り繕いは不可能だろ？」

　確かに《大誓約魔法》の下、【勝負】という形式にすれば、誤ご魔ま化かしは効かなくなるが。

「ちょっと待ちやがってください」

　苛いら立だたしげにアルファが割り込こむ。

「《英雄》の頂点を決めるということは、その《英雄》が背負う種族にも影響が出やがるということですよね？」

「んーまったく影響が出ないってのは考えがたいな」

　と言うより、頂点に立った《英雄》、ひいてはその種族が世界の主導権を握るのが自然な流れだろう。

　であればこそ。

「なら、そんなもの認めることはできやがりませんね」

　馬鹿らしい、とばかりに言い切るアルファは。

「ぇーなんでー？　ぁたしはいい案だと思うケドなー？」

　ニヤニヤ笑う太たい公こう望ぼうがわざと言っているのだとわかっても、その感情を抑えることができず、びしっと自らの《英雄》を指さす。

「そんな提案を認めたら〈神翼族〉の《英雄うちの代表》はこれになりやがるんですよ!?　自分のことだと思って考えやがってください！」

　これ以上ないほどのひどい言われように、オルレアンの性乙女はたまらなさそうな表情を浮かべてぶるりと一度震えてから、こほんと咳せき払ばらいをして言う。

「アルファ、私とて状況は弁わきまえているつもりです。世界の管理者たる〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》として相応ふさわしい振る舞いを──」

「黙りやがってください変態」

「っ、い、いえ……ま、まだ……まだ私はやれます……やれますよ…………」

「どうしやがりたいんですか……」

　どこまでも歪ゆがみないオルレアンの性乙女とどん引きする巫み女こを横目に、レウが言う。

「もんくをいっても、〈神翼族エルブランシユ〉のだいひょうじゃないチグハグにけっていけんはない」

　冷静なレウの指摘に、アルファはぐっと言葉に詰まり、代表である自らの母親を振り返るが、アエルが黙ったままなのを確認すると、小声で続けた。

「それに、このクソ……ホウバミレイジは口だけで生きていやがるようなクソです。ジャンヌがどうこう以前に、【勝負】方法に異議がありやがるのは……当然、でしょう」

　それでも《誓約者ルーラー》であるアエルがよいというのであれば仕方がない、そういうニュアンスを残したアルファに、ニヤリと笑んだ悪魔が続ける。

「でもでも確かにぃ、口での【勝負】じゃ一部の《英雄》さんたちが有利になっちゃいますよねぇ？」

　レイジ〈解放者〉、太公望〈海精族〉、ナポレオン〈獣妖族〉。

　明らかにこの三者は言葉を弄ろうし、人を手玉にとることを得意としている。

　言い換えればジャンヌ〈神翼族〉やアーサー〈竜闘族〉には不利だということだ。

「こんなに有利不利がはっきりしているのにぃ、【勝負】方法として定めるのはどうかと思うんですけどぉ」

　明確な主張があるわけではなく、場が混乱することそのものが目的であるようなメフィストフェレスの言葉に、

「ま、もっともな突っ込こみだな。んじゃ話し合いじゃなくてもいいわ」

「──は？」

「え？」

　アルファとティファリシア、綺き麗れいに揃そろった二人の声を心地よさそうに聞きながら、レイジは言う。

「いやーぶっちゃけ殴り合いとか殴らせ合いじゃなきゃなんでもよかったんだよねー。一番楽そうなのが話し合いってだけで。そうじゃないならそうじゃないなりにやりゃーいいだけだし。適当になんか考えようぜ」

「な──き、貴様あれだけ格かつ好こ良く決めやがっておいて……」

「え？　なに？　アルファは格好いいとか思ってたわけ？」

　にやにや。

「──っ、こ、言葉の綾あやに決まってやがるでしょう!!」

　不覚そうにアルファが顔を赤くするのを横目に、ティファリシアが続ける。

「では、なにで【勝負】を……？」

「んーまあせっかく円卓も用意したし、これで決めるか」

　適当極まりなく言いながらレイジは両手の掌てのひらを上に向けて円卓に差し出す。

「おいドＭ、キューブとパネル」

　すでに《英雄》とすら呼ばれていないにもかかわらず、ジャンヌは即座に応じ、レイジの右手とそれぞれの椅い子すの前にリアル人生ゲームで使ったパネルの縮小版を、レイジの左手には──

「《六面魔法体キユーブ》……？」

　ティファリシアの呟つぶやきどおり、上空に浮く《大誓約魔法》の顕現体である《六面魔法体》そっくりのキューブが具現化された。

　現物同様、キューブは各面が種族の色に対応しており、各椅子の前に置かれているパネルもそれぞれ〈神翼族エルブランシユ〉の白、〈海精族シーレーナ〉の青、〈獣妖族ベステイア〉の黄、〈竜闘族ドラゴーネ〉の赤、〈幻魔族ストレーガ〉の黒になっている。

「〈森霊族エルフ〉の緑だけ〈解放者〉の無色に変えてるけどなー。パネルはキューブの各面とリンクしてる。パネルには念じるだけで好きなように文字を浮かせることができっから、各おの々おの自分が最適だと思う【勝負】方法を表示させてくれ」

「ふーん……それでそのキューブを転がして出た面に書かれている【勝負】方法を採用するってことカナ？」

「そー。もちろんキューブにはなんの細工もない。それなら文句の出ようもねーし、平等だろ？」

　肩をすくめるレイジに太たい公こう望ぼうがなにか言う前に。

「へぇ～すごいですねぇ、さすがですぅ」

　ニヤニヤと笑むメフィストフェレスが手を合わせ、いかにも賞賛している風を装いながら目を細める。

「全部事前に準備してたんですかぁ？」

「────」

　その言葉に、ティファリシアは気づく。

　アルファやメフィストフェレスの指摘によってあっさりと取り下げられたレイジの【勝負】方法。

　その上で提示されたのはすべての《英雄》が案を出す形であり、一見すると対等に思えるが──

「どう言い繕ったところであらかじめ俺が用意していたものにはかわりないってんだろ？　だからこのキューブはお前が振っていいぜ、メフィストフェレス」

「は……!?」

「な──なにを言ってやがるんですか!?　そんなことをしたら──」

「〈幻魔族〉の《英雄自分たち》の案が出るように転がされる──か？　いやいやそれを言うなら誰が振ってもそうなりうるじゃん」

　元よりこの場にいる者は全員がなにかしらの種族に所属している。

　その意味で誰が振っても細工の可能性はあるし、どうあっても不平等になってしまう。

「一番いいのは唯一この場に代表者がいない〈森霊族エルフ〉が振るのがいいんだろうけどなーその血が半分入ってるティファに振らせる、って言ったらお前ら怒るだろうし」

「……笑えない冗談を言いやがるくらいなら黙りやがってください」

　苛いら立だちを隠さないアルファを抑えるように、太たい公こう望ぼうが軽く釣つり竿ざおを振る。

「まぁまぁ。でもアルアルの言いたいこともわからなくはなぃねー。誰が振っても変わらなぃからってメフィメフィが振る理由にはならなぃんじゃなーぃ？」

　太公望の的確な指摘に、レイジは目を細めて言う。

「いーや、なるね。世界を滅ぼすのが目的だと言い、その力もあるのに滅ぼしていない。なにより、楽しむことが第一だと公言してるやつが今さら自分たち──より正確に言えば自種族のためだけに都合のいいよう細工なんてするか？」

《英雄》だけならともかく、その背後にある種族を鑑かんがみれば、他のすべての《英雄》は、自らに、自らの種族に利する行動を取る必要がある。

　だが、《誓約者ルーラー》すら兼ねている〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》だけは、それが当てはまらない。

　彼──彼女らは種族などと関係なく、ひたすらに自らの目的のためだけに動いていると断言できるから。

「つまり──レイジさまは、彼らに世界崩壊とは別の目的があり、それを達成するための条件をキューブに書かれ、その目を出されても問題ないとおっしゃるのかしら？」

「おっしゃるね」

　即答したレイジに、問いを発したナポレオンはわずかに目を見開き、

「少なくとも自らの種族のためにとかいうくそつまんねーしがらみに縛られるよりははるかにマシだろ？」

　続けられた言葉に、口元を押さえて笑う。

「……ふふ、相変わらずですのね。でしたら、わたくしもその方法でよろしいですわ」

「んー……まあそれならぁたしもそれでいいょー」

〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》に追つい従じゆうするように太公望もまた軽く手をあげて言い、

「はぁっ？　り、理解ができやがらねーんですが……!?」

「ってアルファは言ってるけど、アエルはー？」

「《英雄》くんの好きにすればいい」

「──」

　アエルにそう言われてしまえば、アルファはなにも意見できない。

　その反応を確認してから、レイジはじっと黙って考え込こむようにしていた〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》を見る。

　三つ編みを揺らし、少女と見まごうような外見にこの上ないカリスマを秘めた稀き代たいの王は眉まゆをひそめて言う。

「……個人的には賛同しかねるが、代案もない以上致し方ない。ただ二つ確認したい。まず【勝負】で決まるのはあくまで最も優れた《英雄》であり、背後の種族がただちに頂点に立つとは限らない──という認識でよいか？」

「ん、いいぜ。──さっきも言ったが、影響がまったく出ないってことはないけどな」

「契約で強制されないのであればいい。──もう一つは確認というより提議であるのだが、この方法で行うのであればあらかじめ【勝負】方法をキューブに表示する必要などないのではないか？」

「んーまあキューブ振って、出た面の色と同じ色のパネル持ってるやつが【勝負】方法を決めるってのでも十分っちゃ十分だな。んじゃそれで」

「て、適当……」

　レイジはすべてを自らのコントロール下に置こうとするのではなかったか──？

　頭を抱えてその場にうずくまりたくなったアルファに、レイジはトドメのように言う。

「つーかもう参加者は《英雄》以外も可にするか」

「──はああああ!?　〝《英雄》闘議パンテノンゲーム〟なのに!?」

　もう最初に言ってることはほぼ全部覆くつがえってる!!

　そう言いたげなアルファに、レイジは軽く肩をすくめてみせる。

「いやいやあくまで中心は《英雄》だぜ？　《英雄》の頂点を決めるわけだし。ただまあ、自分の《英雄》が信じられないやつとか、まともにしゃべれなさそうな《英雄》兼《誓約者ルーラー》もいるし。まあこれは協力者のいないやつらが認めるかにもよるが──」

　そう言いながら太たい公こう望ぼう、ナポレオン、アーサーを見たレイジは。

「ぁたしは別にいいょー」

「わたくしも構いませんわ。種族を背負わざるをえない《誓約者ルーラー》が加わるのは諸もろ刃はの剣つるぎになりかねませんもの」

「……《誓約者ルーラー》や巫み女こが《英雄》に協力できるのであれば協力するのが当然のことだ。是非もない」

「だそうだけど、あとなんかある？」

　異様に軽いテンションと、口調。

　なにも考えていないように見えて、なにもかもを考えつくしているような腑ふ抜ぬけた表情。

　それらを鋭く睨にらみつけたアルファは、種族の長おさであるアエルを横目で見て言う。

「…………ボクからは、なにも」

　不満たらたらのアルファの言葉に笑みを返し、レイジは悪魔に向き直る。

「んじゃ──ほれ」

　軽く投げられたキューブを片手で受け取ったメフィストフェレスは、邪悪に笑んで。

「くふ──愉快ですねぇ♪　愚おろかですねぇ♪　ファウストに振らせてしまうなんて」

　強調される言葉。

　どこまでもこちらをおちょくるように言う少女に、ニートもまた負けずに笑い返す。

「いいからさっさと好きな目を出せよ」

「……えぇ～？　好きな目だなんて──」

「なにを出すかなんてわかりきってるからさ」

　そう言い切って、黙る。

「……？」

　確かにメフィストフェレスが出す目はわかりきっている。

　ファウスト……〈幻魔族ストレーガ〉の黒の面だろう。

　そんなことは傍はたで見ているティファリシアたちにだってわかっていることだ。

　だからわからないのは──レイジに煽あおられたメフィストフェレスが神しん妙みような表情を浮かべていること。

　奇妙なほど長く間を取ったゴスロリ悪魔は、やがてふっと息を抜くようにして、

「じゃぁ振っちゃいますねぇ」

　あっさりとキューブを投げた。

　黒い円卓を転がる立方体は、やがてある面を上にしてぴたりと止まる。

「──は？」

　引きつったような声はアルファのそれで。

　ティファリシアもまた目の前の光景が信じられないように言葉を詰まらせる。

〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》にして《誓約者ルーラー》ファウストの《偉能レアルタ》メフィストフェレス。

　彼女が出した目は──無色。

〈解放者〉の色。

「えぇ～？　なにかおかしいですかねぇ？」

「──いーや、なにもおかしくねーな」

　妙に歪ゆがんで聞こえてくるレイジの声が、メフィストフェレスのそれと重なる錯覚。

「こっちのほうが断然楽しいからな」

「こっちのほうが断然楽しいのにぃ♪」

　同じ言葉を口にした二人は、似たような笑みを浮かべていて。

「……………………やっぱりな」

　ぼそりと呟つぶやかれた言葉。ティファリシアが拾いあげた声に気づかず、アルファが言う。

「そんな……世界の、種族の命運がかかってやがるんですよ……？　それを──」

「それなにか関係ありますかぁ？」

　まったく意に介さず、おちょくるように笑う悪魔にアルファが言葉を失う。

　彼女たちを横目に、ティファリシアはレイジに向き直って言った。

「──いつから見抜いていたんですか」

「んー？」

「彼女……彼がそういう嗜し好こうだとわかっていたんですよね？」

　でなければこの展開は到底説明がつかない。

　真剣な表情で追及するティファリシアに、レイジはかすかに笑みを深め、すぐに気けだるそうに肩をすくめる。

「さー？　明確にいつなんて覚えてねーな。常にそうとしか思えない行動だらけだったし」

「常に、って……」

「世界の破壊が目的とか言っておきながらこっちの呼び出しにあっさり応じる。目的を達するだけの力はあるのに一向に行動に移らない。そのことを指摘されても誤ご魔ま化かそうとしない。しまいには力の行使を情報収集の一手段だと口にする……あげようと思えばいくらでもあげられるな」

「────」

　確かにレイジの目を通されれば、ファウスト──メフィストフェレスはこの上ない快楽至上主義者としか思えなくなる。

　そして。

（レイジはそれをわかっていて利用した……）

《英雄》たちが一堂に会すこの場で。

「きゃはっ、さっすがレイジっち♪　途中からぉかしぃなとは思ってたケド、ほんとーにそぅだとはねー」

「はじめからどのような形でもかまいませんでしたけれど、特に〈解放者〉の《英雄》さまの定める【勝負】方法でしたら望むところですわ」

　太たい公こう望ぼうとナポレオンが余裕の笑みと共にうなずき、

「私にできるのは、神の御み心こころに従い、全力を尽くすことだけです」

「……茶番に付き合うつもりはない。《英雄》の資質を問うのであればこの先が問題であろう」

　潔いジャンヌとアーサーの言葉を受け、

「んじゃまあ全員の納得がいったところであらためて」

　すべてを見通すニートは、円卓の上のキューブを摑つかみあげ、手の中でそれを弄もてあそびながら反対の手でカードを取り出して言った。

「【勝負】方法は──『限定ダウト』だ」





　　　　◆◇◆◇◆






「……『限定ダウト』？」

《概念言語イデアラング》によって、ダウトという言葉の意味はたちどころに理解される。

　どうやらレイジたちの世界のカード──今レイジが手にしているトランプを使ったゲームらしいが。

「話し合いで決めやがるんじゃなかったんですか……？」

　レイジは《英雄》たちをこの場に集めた理由をそう説明していたはず。

「もちろん話し合うぜ？　これを使いながらな」

　言いながら片手で器用にカードを広げてみせたレイジは、裏返してばさりと円卓の上にそれを投げ出す。

　裏面からてっきりトランプだと思われたカードは、表にびっしりと文字が書かれていた。

　そのうちの何枚かを手に取ったティファリシアが、ご丁寧にも併記されているこちらの世界の文字を読み上げる。

「〝あなたの出身国はどこですか？〟〝好きな食べ物について話してください〟……？」

　他のカードにも似たようなことが書かれている。

「ふーん、全部質問形式なのカナ？　レイジっちにしては無難な内容が多ぃねー」

「本番では使わないからな。これを参考に、今から俺を含めた六人の《英雄》たちには五枚ずつ〝質問〟を書いてもらう。基本的には相手に問いかけるものだが、自分に当たる可能性もある。──あー、言うだけより実際にやったほうが早いな」

　そうしてカードを集め直したレイジは、円卓の上にすべて裏向きに並べてデモプレイをしながら説明をしていく。

「ルールは単純だ。手番プレイヤーである《英雄》はこうして伏せた質問カードを一枚引き、書かれている〝質問〟を読み上げ、自ら答えていく。たとえば……〝あなたの将来の目標はなんですか？〟──ニート！　ってな具合にな」

「……」

「どうしたティファ」

「…………なんでもないです……」

　もはや完全に諦あきらめの境地に至ったティファリシアが「ティファと呼ぶのはやめてください……」とかろうじて付け加え、レイジのニヤニヤに拍車をかける。

〈解放者〉の内輪なやりとりを尻しり目めに、赤髪を揺らした少女《英雄》が腕を組んで言う。

「それだけではただの質疑応答にしかなりませんわね。もちろんやりようによっては十分愉快なものになりそうですけれど──当然他にも規則ギミツクが用意されているのでしょう？」

　勝負ごととあって血が騒ぐのか、嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべたナポレオンに、レイジは口元を歪ゆがめてカードを裏返す。

　そこに書かれていたのは──

「〝今朝食べたものはなんですか？〟……って、全然違ってやがるじゃないですか」

　アルファのなにげない言葉に、人差し指を一本立てて。

「〝ダウト噓だ〟──それが規則ギミツクだ。カードを引いた《英雄》はその手番中限定された回数──一度だけ噓うそをつくことができる。そして、その噓を〝ダウト〟の発声と共に見抜くことこそがこの【勝負】のポイントになる」

「噓を、見抜くことが……？」

「手番プレイヤーは〝質問〟、あるいはその〝答え〟を偽り、噓をついていい。噓を見抜かれないことでポイントを得ることができる。反面、他のプレイヤーはその噓を見抜き、正確に指摘することでポイントを得る。今の場合なら、〝ダウト、質問カードそのものが間違ってる〟てな具合にな」

「ファウストの──【望めば叶かなう】力はどうしやがるつもりですか？　カードの表面を細工されちまえば成り立ちやがりませんよ」

「えぇ～？　【勝負】でそんなことしませんよぉ」

「口約束ならいくらでも可能ですわね」

「ま、当然気になってくるよな。つーわけでファウスト、お前の《偉能レアルタ》でこのカードに書かれている質問の内容を変えてくれるか？」

「んん～？　いーんですかぁ？」

「さくっと頼むわ」

「じゃぁ、ファウスト──〝カードの表記を偽れ〟」

「メフィストフェレス──【カードの表記を偽れ】」

　呪じゆ文もんのような復唱が終わると共に、なんの前触れもなくカードに書かれていた質問の内容が〝好きな色はなんですか？〟から〝あなたのチャームポイントを教えてください〟に変わる。

　そのあまりにも鮮やかな能力の発現に、アルファやティファリシアが息を吞のむのと裏腹に、レイジはさしてその内容も確認せずに太たい公こう望ぼうに向き直り、

「んじゃ今の禁じてくれ」

「──なーる♪」

　釣つり竿ざおを一振りし、〈海精族シーレーナ〉の《英雄》は自らの《偉能レアルタ》【覆ふく水すい難なん収しゆう】で【力でカードの文言を書き換えること】を禁止する。

「これで同じことは二度とできないってわけだ。安心したか？」

「……む」

　今の一連の行動が厳密な不正の禁止ではなく、不正を疑う人間を安心させるためなのだとわかって、アルファは黙らざるをえない。

「ま、細かいことも含めて具体的な文言にすればこうなる」

　言いながら、レイジはポケットから紙を取り出し、アエルに頼んで円卓の上、その中空に光の文字として浮き上がらせる。








　【勝負】の内容は『限定ダウト』




　　プレイヤーは〈解放者〉《英雄》ホウバミレイジ

　　　　　　　　〈神翼族エルブランシユ〉《英雄》ジャンヌ・ダルク

　　　　　　　　〈獣妖族ベステイア〉《英雄》ナポレオン・ボナパルト

　　　　　　　　〈海精族シーレーナ〉《英雄》太たい公こう望ぼう

　　　　　　　　〈竜闘族ドラゴーネ〉《英雄》アーサー・ペンドラゴン

　　　　　　　　〈幻魔族ストレーガ〉《英雄》ファウスト




　　　　　　　　※ただし、外部の協力者に相談してもよい。




　　カードはジャンヌの【神の国】で創つくられたものを使用する。

　　具体的なルールは以下。

　　①手番プレイヤーは並べられたカードのうち一枚を選び、自分たち以外には見えないように中身を確認し、書かれていた〝質問〟とその〝答え〟を読みあげる。その際、手番プレイヤーは〝質問〟、あるいは〝答え〟を一度だけ偽ることができる。手番内に噓うそを見抜かれなければ手番プレイヤーは１ポイント得ることができる。

　　②手番以外のプレイヤーは手番プレイヤーが偽っていると思えば好きなタイミングで一度だけダウトを宣告できる（先着順）。ダウトを宣告したプレイヤーはその内容について具体的に言及する。宣告が正しかった場合、宣告したプレイヤーは１ポイント得ることができる。間違っていた場合、別のプレイヤーがダウトを宣告するまでダウト宣告の権利を失う。









「──そうしてポイントの最も高かったプレイヤーが《英雄》として優れている、と……？」

「そうそう。簡単だろ？」

　軽く続けたレイジに、熱心に読み込こんでいたアルファが言う。

「──待ちやがってください。この【勝負】はどこで終わりやがるんですか？」

　油断のない目で、アルファは続ける。

「どうせ今回も一度だけで勝敗をつけようなどとは思っていやがらないんでしょう。目標ポイントなり、定められた回数なり、しっかりと事前に明記しやがってください。〝実はこう解釈もできるようになっていた〟とか後出しされやがるのはもうこりごりですから」

　リアル人生ゲームでの失敗。

　アルファはその最大の敗因を細かい規則の確認ミスだと考えていた。

「おー、ちゃんと学習してんじゃん、感心感心。──とりあえず上限は三周くらいにしとくか。ぶっちゃけ今回その部分はどうでもいいんだけど」

「とか言いやがって、出し抜きやがろうとすることくらいお見通しなんですよ」

「いや、マジなんだけどな。まあそれはそうと」

　そこで視線をアルファから切ったレイジは、先ほどからずっとこちらを見ている相手に向き直り、

「あんたも言いたことがあるなら先に──」

　言っとけよ、そこまで続ける前に。

　喉のど元に何かを突きつけられる。

「──」

　それが鋭い刃物で、座ったまま伸ばされた紅あかい刀身の剣だと認識すると同時に、レイジはおどけるように両手をあげてみせ、

「答えよ、〈解放者〉の《英雄》ホウバミレイジ」

　鋭く声を飛ばす赤の王──アーサー・ペンドラゴンを見る。

「偽りを吐くことと偽りを看破すること。汝なんじが口にした【勝負】は、換言すればそれだけのことだ。そんなものが──《英雄》の資質とどう関係する？」

「……納得いく答えが得られなければ斬きる、って？」

「な──」

　冷静なレイジの代わりにティファリシアが慌てたようにあいだに入ろうとして──『かたわらの闇』がレイジの前に盾のように展開される。

　同時にカウンターのような形でアーサーの喉元に黒い布を伸ばしたレウに、〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》は視線はそらさないまま言う。

「案ずるな。これは武具の類たぐいではない」

　凛りんとした声に、動きが止まる。

　妙に安心感のある言葉。

　すべてを委ゆだねたくなるような感覚は──呆あきれたように笑うレイジによって崩される。

「いやいやどう見ても武具ではあるよな？」

「違う。この剣は我が《偉能レアルタ》だ。そうと意図しなければ他者を害する能力はない」

《偉能レアルタ》──？

　いやが上にも敏感にならざるをえない単語にティファリシアが耳をぴくりと動かし、そんなことなどまったく関知していないとばかりにレイジは肩をすくめる。

「他者を害する能力はないが、この状況を打破できるだけの力はある──ってことだろ？　なおのこと斬きられるわけにはいかねーじゃん」

「なればこそ──答えよホウバミレイジ。虚言を弄ろうすることのどこに《英雄》の正義がある？」

　二度目の問いは、いっそうの熾し烈れつさを伴ともない──ただただニートの笑みを深めた。

「誰が噓うそを吐つけだなんて言った？」

「……なに？」

「よく読んでみろよ。噓を吐くことでポイントが得られるのは自らの手番のときのみ。それ以外のすべての状況で必要なのは噓を見抜くことだ。自分の手番が六分の一であることを考えれば、圧倒的に噓を見抜くことのほうが重要になる」

「それでも」

　アーサーと同じ疑問を抱いていたのか、冷静に状況を見守っていたジャンヌが続ける。

「自らの手番で噓を吐かなければならないことには変わりがないはずです」

「いいや、そんなことはねーな」

「詭き弁べん──」

「でもない」

　途中で言葉を遮さえぎられるような形になり、再度目を細めたアーサーが剣を持つ手に力を込こめるのを確認してから、レイジは口元を笑みの形に歪ゆがめる。

「お前ら足し算しかできねーの？　噓を吐くことでポイントを得るのは手番プレイヤーだけじゃないだろ？」

「手番プレイヤーだけじゃ……ない？」

　他のプレイヤーは、手番プレイヤーのときにどのような行動を取るか。

　そして、足し算しかできないというのは──

「あ──手番プレイヤーが噓を吐くことではじめて他のプレイヤーもポイントを得るチャンスを手に入れる……つまり、手番プレイヤーがあえて本当のことしか言わないことで、他のプレイヤーのポイント獲得を阻止することができるということですか」

　重要なのはポイントの足し算ではなく、引き算。

　即座の思考が導き出した結論を反射的に呟つぶやいてしまったティファリシアは、慌てて口を覆おおい、周囲からの視線にその行動が遅すぎたことを痛感する。

「くふっ、素直ですねぇ、〈解放者〉の《誓約者ルーラー》さまは」

「…………ぅ」

　メフィストフェレスに皮ひ肉にくられ、しゅんと小さくなるティファリシアは、そっと自らの《英雄》をうかがい見て。

「────」

　その不自然なまでの笑顔に言葉を失う。

　なぜ。

　なぜ、そんな表情を──

　ティファリシアがそのことを問うべきか迷っているあいだに、レイジはあっさりとジャンヌとアーサーに向いて言う。

「ま、そんなわけで、噓うそを吐つかないことは個人的な誇りやらなんやらを守るだけでなく、端的に戦術になる。噓を見抜くほうは別にいいよな？　人の上に立つ《英雄》が対面する〝人〟を見誤れば、その責は自らの率いる軍──この場合種族に及およぶ。《英雄》として見定められるべき最も重要な能力と言っても過言じゃない。──違うか？」

　話されれば話されるほど、ダウトという【勝負】方法が《英雄》の資質をはかるのに相応ふさわしいものである気がしてくる。

　そしてそれゆえに、ティファリシアはそれがレイジによって誘導されているものだと確信せざるをえない。

　レイジは、この場にいるすべての者がそう思うよう語っている──。

　事実、剣を突きつけ続けるアーサーは小さく口を開いた。

「────一理ある」

「なら、それ引いてくれる？」

　どこまでも軽いレイジの声に、だが彼は微動だにしなかった。

「確証を得たい。汝なんじが今口にしたすべての言葉に偽りはないと、真にこの【勝負】によって《英雄》の《英雄》たるやを決めるに足ると──この剣に誓うことができるか？」

　ごく自然な流れでの問い。

　その確認のような言葉に、レイジは適当にうなずき、

「あーなるほど。誓う誓うって言わせることができればあんたの《偉こ能れ》は完成するわけね？」

　無造作に刃に触れようとして。

「──！」

　アーサーは眉まゆを跳ね上げ、即座にその身ごと剣を引く。

　らしからぬ過剰な反応は、彼自身予期していたものではなかったらしい。

　その表情には驚きよう愕がくから怒り、戸と惑まどいから達観までが浮かんでは消えていく。

　そうして一度目を閉じた〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》が、自らを落ち着けるように長く深く息を吐き、口を開きかけたところで。

「くふ──とゆーかぁ、〈解放者〉の《英雄》さん、一番大事なことを隠していますよねぇ？」

　悪魔が。

　すべて覆くつがえすことだけを愉たのしむかのように言う。

「ポイント獲得はそれほど重要なわけじゃないってぇ」

　その言葉はこの場にいる者に種々様々な反応を引き出した。

「──ぁーそれ言っちゃうんだ。まあわかってなぃ子たちはちょっと可哀かわい想そうカナとは思ってたケド」

「あら、真の《英雄》であれば自覚の有無は関係ないのではなくて？」

「んーそぅは言っても、やりかたも変わってくるしねー」

「わたくしは自らそのことに気づくのも含めて《英雄》闘議パンテノンゲームだと思いますわ」

　などと当然のこととして受け止める太たい公こう望ぼうとナポレオンに、

「……ポイント獲得だけが【勝負】の決着方法ではないということですか？」

「──どういうことだ、〈解放者〉の《英雄》」

　訝いぶかしげに問い返すジャンヌとアーサー。

　そして。

「だから周回数はあまり関係ないって言ってやがったわけですね……！　やっぱり今回もしっかりと隠してやがったじゃないですかこのクソ卑ひ怯きよう《英雄》!!」

　ここぞとばかりに叫んだアルファに乗る形で、メフィストフェレスは続ける。

「ほらぁ、疑問に思っている人たちがいますよぉ？　どうするんですかぁ？」

　そのわざとらしく感情を逆さか撫なでする、ねっとりとした声に。

「んー？　別に隠してることでもなんでもねーけど」

　ニートはあっさり応じる。

「発言者に屈くつ服ぷくすれば【勝負】と関係なく負けるなんてのは、言うまでもなく当然のことじゃん」

《英雄》である限り。

　なんの打算もなく、相手の想おもいを完全に認めるなどということはおよそありえない。

　ありえたとすれば、それはその相手に敗北したのと同義だ──。

「確かに……言っていましたね」

　ティファリシアが呟つぶやくのを聞いて、レイジは気けだるげに続ける。

「もちろんダウトにおいても、というかダウト関係なくそれは有効だ。だから、相手の言動に安易に納得しないようになーなんて、いちいち言う必要ねーだろ。──言ったところで納得するときは納得しちまうんだから」

　そうして添えられた不敵な笑みに、ティファリシアはレイジが意図的にその情報を隠していたのだと確信する。

　レイジが設定したダウトというゲームは否いや応おうもなく相手の議論に耳を傾けることになる。

　つまり強制的に話を聞かされることになるわけだ。

　当然平時よりもはるかに説得されやすい状況だと言える。

　そのことを知っていると知っていないでは、対応が明らかに変わってくる。

「──くふっ、そうですねぇ。皆さんがそれをわかっているのであればいいですよぉ」

　メフィストフェレス──ファウストもそのことは了解しているはずだ。

　にもかかわらず、平然と周知し、警戒させた。

　ティファリシアであれば否いや応おうもなくその理由を考えたくなるが。

「ま、【勝負】をすることには変わりないし、いまさらすぎるっつーかなんつーか、正直どうでもよくね？　とりあえずもうなんもなかったら始めていい？」

　いい加減前振り長すぎて飽きたわーとでも言わんばかりに。

　軽いにもほどがあるテンションの、本当に心の底からどうでもよさそうなかけ声。

　円卓の外にいるティファリシアたちですら拍子抜けする言葉に、けれど席についた六人の《英雄》たちはしっかりと応じたらしい。

　小さな魔法陣と共に生しようじたのは、六つの契約の光に他ならなかった。





　　　　◆◇◆◇◆






《英雄》のみならず、種族の陣営で分かれたのを確認してから、レイジはジャンヌにさらに一回り小さなカードサイズの白いパネルを用意させる。

　それら白いカードに各《英雄》が場合によっては《誓約者ルーラー》や巫み女こと相談しながら問いを書き込こんでいき、すべてシャッフルしてランダムに置いていく。

　そうして黒い円卓の上に等間隔で並べられた三十枚の白い〝質問カード〟を前にして。

「さて、あとは手番をどうするかだが──特になにもなければ俺から右回りの席順にジャンヌ→太たい公こう望ぼう→ナポレオン→アーサー→ファウストって感じでいいか？」

「ちょっと待ちやがれ、です」

　そう言って異議を唱えたのは、ジャンヌの横で腕を組むアルファ。

「このゲーム、地味に順番も勝敗に関わってきやがりますよね？　手番は早ければ早いほどいいはずです」

「あー、早い手番のほうが選択肢が多いし、遅い手番だと後半問いを偽りづらくなってダウトされやすいって？　んじゃ俺ラストのジャンヌからでいいよ」

「適当!?」

「んーどうでもいいし」

「くっ、そんなわけ──いえ、まあいいです……他の《英雄》たちもそれでいいですね？」

　特に誰も反応しなかったが、全員が納得したことにして、アルファはジャンヌを促うながす。

「さあジャンヌ引いてください」

「で、では……」

　ほんの少しの緊張を込こめ、ジャンヌは比較的近くにあったカードを選んで手元に寄せる。

　そうして自分とその背後にいるアエルとアルファにだけ見えるようにし、書かれていた文章を黙読していると、後ろからのぞき込んでいたアルファが吹き出した。

「ぶっ──なんなんですかこれはあああ!?」

　思わず激高したアルファに、レイジがニヤニヤしながらわざとらしく言う。

「おいおいアルファー、そんなリアクションしちゃったら質問の内容が絞れちゃうじゃーん。ああちなみに書かれている〝質問〟は一言一句その通りに読まないとダウトの対象になるから」

「──！　き、貴様……わざと──」

「え？　なにが？」

「な──なんでもありやがりません!!」

　どこまでもニヤつくレイジと憤慨するアルファに。

「ぁー、わかった、レイジっちがどんなこと書ぃたか」

　太たい公こう望ぼうがぽんと手を打うち、ナポレオンが追つい従じゆうする。

「ええ、さすがはレイジさま。この【勝負】の本質をよくご存ぞん知じですわ」

「くふふ、バレバレになっちゃってますねぇ」

「うぐ……っ」

　悪魔にまでそう言われて、アルファは自分が犯したミスを痛感せざるをえない。

　アルファとて、ブラフ以外の理由で感情をあらわにすることがプラスに働くとは思っていなかった。

　だが。

　だがしかしだ──。

「こんなの書かれてやがったら叫ばざるをえないでしょうがっ!!」

「え、こんなのってどんなの？」

「うぅぅぅ！」

　どこまでも白々しいレイジに、アルファは地じ団だん駄だを踏む。

　他人事とは思えないそのおちょくられ具合に、ティファリシアは心底同情する。

　ジャンヌが──〈神翼族エルブランシユ〉が引いたカードには、太たい公こう望ぼうたちが言ったとおりレイジの〝質問〟が書かれていたのだろう。

　そしてその内容は、《英雄》であるジャンヌではなく、その背後でのぞくであろう人物が思わずリアクションをとってしまうようなものだった。

　あとはジャンヌが質問を読み上げたとき、その内容が少しでも違っていれば、レイジだけ迷うことなくダウトを宣言することができる。

　つまり──

「ま、仮に俺の書いたものであれば〈神翼族〉が引けばそうなるようにしたやつだし？　そのことを予期して準備してなかったほうが悪いんじゃね？」

　あっさりとそう続けてみせたレイジに、アルファはなにも言えない。

　その通り、としか言いようがないからだ。

　偶然とはいえ、レイジが書いたものを引いてしまったのが運の尽き。

　そして。

「どうでもいいですけどぉ、早くそれ読み上げてくれませんかぁ？」

　レイジとよく似た意地悪い笑みを浮かべた悪魔に、アルファは眉まゆ尻じりを下げて申し訳なさそうに自らの《英雄》に声をかける。

「ジャ、ジャンヌ……ボクのせいで……」

「いえ、アルファ、それ以上なにも言わないでください」

「でも……」

「大丈夫です。この程度の苦難──主あるじのご威光を借りるまでもなく乗り越えられるものですから」

　まさに聖女のごとき慈しみの笑みを浮かべる《英雄》に、アルファは感極まったように瞳を潤ませ、

「ジャンヌ…………いや待ちやがってください」

　すぐに冷静に突っ込こむ。

「これは一度ダウトを受けやがってもいいくらいの──」

「では、読み上げます」

「ちょ！」

　アルファが止めようとするのも聞かず、〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》はどこかテカテカとした顔で言った。




「〝ぁあああぁっあぉにゃたのぉおほおっ性癖と性感帯ちゅきにゃプレイにちゅいぃてぇええエピソードをまじえてへぇええ情感込めてへぇへええっ話してぇくらしゃいぃにゃのぉおほおぉぉっ!!〟」




　空気が凍りついた。




　そのまましばらく誰もなにも話せず、ジャンヌはこの痛いような沈黙そのものにゾクゾクと身を震わせ、自分を抱きしめるようにして荒く息を吐く。

　そんなドＭ《英雄》の代わりに、顔を赤くしたアルファがやけくそのように言った。

「……ようするに〝あなたの性癖と性感帯、好きなプレイについてエピソードを交え、情感込こめて話してください〟だそうです」

　そう小声で言い切ると、ティファリシアが全力で反応した。

「なにを書いているんですかあなたはああ!!」

　先ほどのアルファと同じように、目の前で偉そうにふんぞり返っているレイジに思い切り叫ぶが、

「いやいや俺が書いたものとは限らないじゃん？　──つーかおいメスブタ、せっかく書いたんだからもっと情感込めて読めよ」

「認めてるじゃないですか！」

　なんのことやらと肩をすくめるレイジに、太たい公こう望ぼうが吹き出すように笑い、ナポレオンやメフィストフェレスも続く。

「きゃはっ、ほんとレイジっちらしいねー♪」

「いつでも愉たのしむ気持ちを忘れない……大切なことですわ」

「くふっ、それでいて的確に嫌なことを突いてくるのが素す敵てきですねぇ」

　それら《英雄》たちの反応に、アルファは拳こぶしを握りしめてぶるぶると震える。

「ぐ……他人事だと思って……っ」

「実際他人事だしねー♪」

「くふふっ、世界の管理者を自称する〈神翼族エルブランシユ〉さまともあろうものがぁ、この程度で気後れしちゃうんですかぁ？」

「この質問のどこに世界の管理者が関係しやがるんですか!!」

　もっともすぎる突っ込みを平然と受け流したメフィストフェレスの代わりに、

「ちなみに質問に答えるのはアルファでもいいぜー？　〈神翼族エルブランシユ〉で参加してるわけだし」

「だ、な、なんでボクが……っ」

「んんー？　そもそもこんな展開になったのは誰のせいだったっけー？」

「……！　そ、それは……」

「ぶっちゃけ自分のご褒美にしかならないジャンヌに読ませるより楽しそうだし」

「そういえば〈神翼族エルブランシユ〉なのにアルアルはそっち方面に反応するんだー？」

「［劣血種アブセンス］だからだろうなー。ティステルでの入浴とかここまでのやりとりでそこら辺はばっちり確認済みだ」

「抜け目ないねー」

　そんな太公望とのやりとりに、アルファは目を見開く。

　純粋な〈神翼族エルブランシユ〉であれば、繁殖能力が低く、発情期も極めて限定されているため、そういった行為を単なる生理現象としか見なさない。

　当然それを語る言葉にも感情が伴ともなわず、そのことを想像して顔を赤らめるなどということもない。

　レイジがアルファを［劣血種アブセンス］と見抜いたのはそういった振る舞いも含めてのものだった──？

「ではなく！　ボクが答えやがるわけがないでしょう!?」

　──流されてなるものか。

　抵抗するようにそう口にしたアルファに、レイジは軽く笑って。

「あっそ。んじゃジャンヌでいーぜ」

　思った以上にあっさりと引いたことに違い和わ感かんを得る。

　だが、それがなんであるか深く考える前に、エサを目の前にちらつかされた飢えた犬のように顔をあげたジャンヌが、これから与えられるであろう素す晴ばらしい恥辱に恍こう惚こつとしながら口を開き──

「ワタシが答えるよ」

　思いもよらない人物に遮さえぎられる。

「か……母様!?」

　瞳を金色に染めた〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》アエル・アウラは、気けだるさの中に確信的な笑みを浮かべて娘を見る。

「ジャンヌなら堂々と話すだろうけどそもそも噓うそを吐つく気がない。アルファじゃ照れて噓とかとても吐けないだろうし、この手番でポイントを得ようと思うならワタシが答えるのが一番だよね」

　ついぞ忘れかけていたダウトというゲーム。

　確かに、すでに質問に噓がないことが明白な以上、〈神翼族エルブランシユ〉がこの手番でポイントを得ようと思えば答えに噓を混ぜるしかない。

　レイジがあっさりと回答者をジャンヌにしようとしたのは、この手番自体を無駄なものにしようとしたからと考えれば辻つじ褄つまも合う。

　しかし。

「で、ですが……その、アエルさまがこの質問の回答者になるということは……」

「まあ根掘り葉掘り訊きかれることになるだろうねえ。そこが《英雄》クンの主眼でもあるんだろうし」

「……それは、あの……つまり……」

「ま、ついでだから、親のそういうことを知っとくのもいいんじゃない？」

　レイジさながらの軽いテンションでへらへらと言うアエルに、アルファは心底思う。

　──き、聞きたくない……！

　アルファに〈隷人族インフイルマ〉の父との記憶はない。物心ついた頃にはすでにいなかったからだ。

　そして、そのことについて母であるアエルや、その周囲にいた者にも尋ねたことはなかった。〈隷人族インフイルマ〉の父親というのは〈神翼族エルブランシユ〉にとってそれだけタブーだったのだ。

　だから父についての情報であるならば聞きたい気持ちがある。

　そしてそれ以上に親のそういう話を聞きたくないと思う自分に、激しく葛かつ藤とうする。

　レイジが言っていたとおり、こうなったのもすべてアルファのせいだ。

　その流れを『未来既知』という絶対能力者のアエルがフォローしてくれるのは申し訳なくもありがたい。

　なにより、未来予知者であるアエルが回答者となれば、リアル人生ゲームで見せたのと同じように『未来既知』によってほぼ確実にポイントが得られるはずだ。

　けれど。

　けれどもだ──

「じゃ手っ取り早く答えていくけど、ワタシはねー、相手に苦しめられれば苦しめられるほど気持ち良く感じるっぽいんだよねー。具体的な性行為のエピソードで言うと──」

「ああああああああああ!!」

　アルファの心の準備など知ったことかとばかりに、〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》は赤裸々に性癖、性感帯、好きなプレイについて、具体的なエピソードを交え、情感……というよりは、ただの笑い話のように語っていく。

　そして。

「──ほう。つまりあれか、アエルはアエルでＭっ気けがあるってわけだな？　どっかのビッチ《英雄》みたいに。ぶっちゃけあんまそういう感じしねーんだけど、そこんところどうなの？」

「ああそれはワタシが〈神翼族エルブランシユ〉だからじゃないかな。〈隷人族インフイルマ〉だったら常時発情期だし、ジャンヌも性欲に関しては〈隷人族インフイルマ〉同様だよね。ちなみに〈隷人族インフイルマ〉の性欲についてはアルファの父親でかなり具体的に学んだかなー」

「詳しく」

「聞きたくない聞きたくない聞きたくなああああああいいいい!!」

　心から聞きたくない。

　……でもちょっと聞きたい。

　というか聞かないといけない気がする。いや、聞かないといけないのか……っ!?

　と苦しみ、悶もだえ、のたうち回るアルファに、ニートはすべてわかった上でただただ楽しそうに質問を繰り返していく。

「──はーん、なるほど。アエルも発情期はかなりの性欲魔人になるわけな。元々は興味も知識もなかったのに、教えた相手がついていけなくなるくらいに。んでそれは娘のアルファにもその素養があると」

「……え？」

　急に自分の話が出てきて、ぴたりと動きを止めるアルファに。

「あーまあそうだね。親子でそういった趣向が似通うっていうのは一般的な話みたいだし。というか《英雄》クンがさっき指摘したように、〈隷人族インフイルマ〉の血も引いてるからアルファは常時発情期だし、少し開発されるだけで簡単にワタシ以上になるよ」

「ってことは、今のアエルの情報を元にそっち方面での攻略法考えれば簡単にアルファ落とせる……もとい惚ほれさせられるんじゃね？」

「あぁ!?　貴様ごときクソ《英雄》がボクを惚れさせるとか寝言は寝て──」

「──ああできてるね」

「え」

　瞳を金色に染めるアエルがどこを視みているかは火よりも明らかで。

「おーやっぱちょっと本気で思うだけでわかるのか。つくづく便利だな未来予知者」

「え……そ、そんな……噓うそですよね、母様……？」

「やー、我が娘ながらちょろい……いや、我が娘ならでは、なのかなー？　うわ、《英雄》クンが望んだからって裸になって……尻尾しつぽつけて……動物の真ま似ね……？　あららー、公衆の面前でそんなことまで……あー」

　未来予知者に自身の痴態を仄ほのめかされたアルファは、顔を青ざめさせたままレイジを見つめ、

「ツンデレとかマジちょろい」

　憎たらしいニヤニヤ顔に、ぷつりと何かがキレた。

「──やだやだやだやだやだあああっ、こんなクソ男を好きになるくらいならいっそ死ぬうううう!!」

「ちょ──ア、アルファさん！　落ち着いてくださいっ」

　取り乱したアルファが自分で自分の首を絞めるようにし始めたのを見て、ティファリシアが慌てて止めに入るが、それよりも早く黒い布がアルファの自由を奪う。

『かたわらの闇』で両手を押さえたレウは、まだじたばたするアルファに軽く告げる。

「ご主人さまにほれるのは、いせいであるいじょう、とうぜん。あきらめたほうがいい」

「こ──このゴミクズ以下の存在に異性もなにも──冗談ですにゃん♡」

　猫のポーズを無む理り矢や理りとらされたアルファに、レイジがさらなる笑みを浮かべ、

「んじゃまあアルファが落ちたところでアエルへの質問を続けるが──」

　そこまで言いかけたところで。
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「待て」

　意外なところから制止の声がかけられて、レイジはひそかに笑みを深めてそちらを見る。

「んー？　ああ、あんたもなにか訊ききたいことがあんの？」

　どこまでも軽いレイジのその声音に。

　顔を伏せたままのアーサーは、静かに告げる。

「……〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》アーサー・ペンドラゴンは、正式にこの手番の無効とやり直しを提言したい」

「え？」

　手番の無効とやり直し？

「そんなこと──」

　できるわけがない。

　そう続けようとしたティファリシアを手で押さえ、

「へえ、なんで？」

　平然と問い返したレイジに、三つ編みを揺らした少年は、それまでの冷静な態度を一変させた。

「──下品極まりないからに決まっているだろう！」

　円卓を叩たたき、怒りの感情をあらわにしたアーサーは、正面からレイジを睨にらみつけて叫ぶ。

「仮にも《英雄》の名を冠した【勝負】で、かような不ふ埒らちで品のない問いを書く──汝なんじに《英雄》としての誇りや矜きよう恃じはないのか!?」

　その当然というのもバカらしい、人としての良識への問いに。

「ないわー。これっぽっちもないわー」

　躊ちゆう躇ちよなく即答したニートは、へらへらと笑って続ける。

「《英雄》としての誇り？　矜恃？　なにそれ？　そもそも俺ニートだし」

　ＨＡＨＡＨＡＨＡと笑う〈解放者〉の《英雄》もといニートに、〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》はただただ呆あつ気けにとられて目を丸くする。

「…………すみません。本当にすみません。〈解放者〉の《誓約者ルーラー》として心よりお詫わび申し上げます」

　そのあまりにもいたたまれない光景に、ティファリシアは沈痛な面持ちで頭を下げて。

「……いや、責めているのはあくまで汝の《英雄》であって……」

「いやいや監督不行届は責められるべきだな！」

「あなたにだけは言われたくないんですけど!?」

　すかさず突っ込こんできたティファリシアを軽くいなして、ニートはさらりと言う。

「つーかあんたがやり直させたいのは、《英雄》の矜恃云うん々ぬんの問題でなく、そういう話を今後したくねーからだろ」

「……！　なにを言って──」

「動揺と反射的な否定。はいこれ隠していたことを見抜かれた人間がするテンプレ反応ね。相手の秘密を握るのに大変有効なので覚えておくように」

　冗談めかした仕草でアーサーからティファリシアへと視線を移したレイジに。

「相手の、秘密？」

「あー〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》アーサー・ペンドラゴンの秘密がなにかってのはまあ追々明らかにするとして──とりあえず【勝負】のほうに戻っていいか？」

　意味深な視線を向けてきたレイジに、〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》はわずかな逡しゆん巡じゆんを見せただけで結局引き下がった。

　そうして、ダウトの宣告がどこからも出ないままアエルの回答が終わったところで。

「──はい残念ー。性行為時のワタシは断然Ｓっぽく振る舞う。苦しめられるより苦しめるほうが好きなんだな。アルファが引き継いでジャンヌを喚よび出した一因にもなってるＭっぽさは父親譲りだねー。つまり〝性行為時にＭっぽくなる〟というのは〝噓うそ〟だよ」

　アエルのその発言をもって、円卓の上で光る規則レギユレーシヨンの〈神翼族エルブランシユ〉の項目に〝１ポイント〟という文字が刻まれた。

「あーアエルはやっぱＳだったかーしまったー」

「……最高に白々しいね《英雄》クン」

　口元だけの笑みでそう言ったアエルと、

「…………ボクはＭじゃないです……クソ変態とは無関係です……もうやだ……」

　感情のこもらない声でぶつぶつと呟つぶやくアルファを尻しり目めに、レイジは左隣に声を投げる。

「んじゃ次太たい公こう望ぼうなー」

「はーぃ」

　元気よく手をあげた〈海精族シーレーナ〉の《英雄》は、

「と言っても──すでにぁたしの番は終わってるも同然なんだケドねー」

　一切の迷いなくカードを手に取ると、その中身もほとんど確認せずに自らの顔の前で裏返した。

「は──!?」

　声をあげたのはアルファだけだったが、この場にいるほとんどの人間が目を見開く中、オープン状態にされたカードに書かれていたのは。

「〝あなたのこのゲームでの目的はなーんだ？〟──というわけで、ぁたしのこのゲームでの目的は〝レイジっちに勝利してほしい〟でーす♪」





　　　　◆◇◆◇◆






　それは、事実上の敗北宣言以外のなにものでもなくて。

「ダ──ダウト！」

　ダウトの宣告は先着順であり、ポイントが得られるのは最初に指摘した者だけ。

　そのルールに則のつとって、即座に宣告したのは、人一倍ルールに敏感になっていたアルファだった。

「〝あなたのこのゲームでの目的がホウバミレイジの勝利〟というのは〝噓うそ〟です！」

　その言葉への答えを太公望が返す前に、リンという鈴のような音と共に、レギュレーションの〈神翼族エルブランシユ〉の項目が薄くなり、×印がつけられた。

「え……!?」

「くふっ、どうやらそれは噓じゃないみたいですねぇ」

　メフィストフェレスの補足に、太公望はにひっと悪戯いたずらっぽく笑ってみせる。

「いゃーアルアル悪いねー。本当にぁたしはレイジっちが──〈解放者〉が勝ってくれればぃーなって思ってるんだー」

「な──なにを言いやがってるんですか貴様……!?」

「どういうことだ〈海精族シーレーナ〉の《英雄》」

　困惑するアルファ以上に鋭く追及してきたアーサーに向き直って、太公望は軽く肩をすくめてみせる。

「そのままの意味だょ。ぁたしの──太公望という《英雄》の願望は〈海精族シーレーナ〉という種族にとってこの世界が理想的であること。つまり、この【勝負】の結果自体はどーでもぃいんだよねー♪」

「どうでもいい……!?」

【勝負】そのものが──？

「ならどうして──」

「【勝負】をしてるのかって？　もちろんこれ自体が楽しいカラ♪」

　冗談とも本気ともとれる満面の笑みを浮かべた〈海精族シーレーナ〉の《英雄》は釣つり竿ざおをくるくると回しながら言う。

「それに──そもそも〈海精族シーレーナ〉は〈解放者〉〈神翼族エルブランシユ〉と三種族同盟を締てい結けつしてるしー、その意味では《英雄》同士のイチバンなんて決めたってなんの意味もなぃんだょー」

「同盟と言っても力関係は存在しやがるはずです……貴様が勝利すればより〈海精族シーレーナ〉にとって理想的な状況を作りやがることができるじゃないですか」

　事実、アエルが〈解放者〉との同盟をはじめから組むつもりだったのは、それでもなお〈神翼族エルブランシユ〉が主導権を握れる、あるいは〈神翼族エルブランシユ〉が主導権を握るため、であったはず。

「きゃはっ、アルアルー、だからどーでもぃーんだってば♪」

　……だからどうでもいい？

〈海精族シーレーナ〉は主導権を握るつもりがないということか。

　あるいは、この【勝負】で勝ったところで同盟間での力関係に変化など生しようじないと思っている？

　──そんなことはない。

　もし本当にそうだったら、アエルはなんとしても同盟を回避したはずだ。

　だが、アルファがそのことを口にしてやる義理もない。

「あら、〈海精族シーレーナ〉が〈解放者〉、〈神翼族エルブランシユ〉と三種族同盟を結んだというのは初耳ですわ」

〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》が、白々しく笑って口を挟む。

「けれど、もし本当にその三種族が同盟を結んでいるのなら、〈海精族シーレーナ〉がこの場で勝つことにはなんの意味もないというのは同感ですわね。なぜなら──」

「三種族同盟のどの《英雄》が勝ったところで、勝利は同盟で分かち合うことになる。むしろ問題となるのはその先の主導権争いで、この場では三種族同盟に覇権を取らせさえすればいい。であれば【勝負】方法を発案し、状況も自らの制御下に置いている現状、誰よりも有利であるレイジに任せるのが最適。もっと言ってしまえば現時点で勝利を譲ることでその先の主導権争いを有利に進めることすらできる──ということですか？」

「……あらあら」

　驚いたようなナポレオンを横目に、ティファリシアは思考する。

　それでも足りない。

　太たい公こう望ぼうが──元の世界で伝説的な策士である彼女が、その程度の思考で止めているわけがないのだ。

　レイジがジャンヌの手番で自らが書いたカードを引かせたのと同様、この手番で太公望もまた明らかに自ら仕し込こんだカードを引いていた。

　もちろん、ティファリシアには太公望どころかレイジの仕込み技術も見抜けてはいない。

　だが、結果として彼らの行動は仕組んだとしか言えないものになっている。その方法自体はさしたる問題ではなく、そういうものとして受け入れるだけだ。

　問題は、その先。

　なぜ、太公望は今この場で〝本当の目的はレイジが勝つこと〟などと宣言する必要があったのか──。

　ティファリシアがさらなる思考に沈みこみ。

「とりあえず、ぁたしの回答ターンはこれで終わりでいいカナー？」

　太公望のその問いかけに誰も反応しなかったことで、問いがしめきられ、〈海精族シーレーナ〉の項目に〝０ポイント〟という文字が刻まれる。

「では、わたくしの番ですわね。──まあこうなってしまえばやることは一つしかないのですけれど」

　意味深に笑んだナポレオンは迷うことなく一枚のカードを手に取り──即座に全員がその中身を確認できるよう裏返す。

「わたくしも太公望さまと同じですわ」

「え……？」

〝あなたの現在の望みを噓うそ偽りなく語ってください〟

　ほとんど変わらない内容のカードを手にしたナポレオンは、席に着く全員を──特に〈解放者〉〈神翼族エルブランシユ〉〈海精族シーレーナ〉を見て言う。

「条件次第でこの【勝負】の敗けを認めてもいいですわ。もちろんその条件は〈獣妖族〉もあなたがたの同盟に加える、というものになりますけれど」

「な──」

　三種族同盟に〈獣妖族ベステイア〉を加える？

　いやそれよりも──。

「なんだ、これは……」

　疑念ではなく、苛いら立だちを込めてアーサーが円卓を叩たたく。

「汝なんじらは明らかに確信を持ってカードを引いている……明らかに不正を働いているではないか！　これのどこが【勝負】だ!!」

「いやー俺に言われてもな」

　へらへらと笑うレイジは、向けられる視線を太たい公こう望ぼうとナポレオンに流す。

「んんー別に確信を持って引いてても不正を働ぃてぃることにはならないんじゃなぃ？」

「ええ。不正というのであれば、明確な証拠を提示していただかなければ」

　余裕の笑みでそれらを受ける彼女たちに、アーサーと同じことを思っていたティファリシアは気づく。

「ふざけるな！　どんな詭き弁べんを弄ろうしようと汝なんじらが行っているのは《英雄》らしからぬ卑ひ怯きような振る舞いだろう！」

　違う。

　レイジは最初から言っていた。

【勝負】の決着方法はどうでもいいと。

　それは【勝負】自体をうやむやにするための方便ではなく──

「だから、言ったじゃん。最初から誰も《英雄種族の代表》としての矜きよう恃じをかけた【勝負】なんてしてないんだって。ああついでだし、あんたら〈竜闘族ドラゴーネ〉も同盟に加わっとく？」

　その言葉は。

　彼が守っていた最後の牙城を取り払い──




「アーサー・ペンドラゴン」




　自らの剣を解放しようとした彼は、その強い声に動きを止める。

　叩たたきつけるような敵意を向けられてなお、笑みを絶やさぬレイジはことさらゆっくりと言った。

「あんたのその行動で、大事な大事な〈竜闘族ドラゴーネ〉が守れるわけ？」

　軽薄なはずなのに。

　鋭く刺さる言葉が、アーサーの目を見開かせて。

　──強烈な皮ひ肉にくだ。

　ティファリシアは思う。

　自らの種族のために動くことをつまらないと評したのはレイジで、太公望もナポレオンもその考えに同意していた。

　そうした考えを持っていたのはもっぱらアーサーで、そのアーサーが自らの感情にしたがって動いたことを、背負うべき種族を持ち出してレイジが制す。

　そうすることで知らしめたのだ。

　ほら、ここで感情のままに動いたお前は種族を二の次にしている。レイジたちと同じだ、と。

「…………っ」

　忸じく怩じたる想おもいを表情にも滲にじませるアーサーに、レイジはふっと笑って肩をすくめてみせた。

「慌てなくてもあんたの言い分も聞くって。ちょうど次はあんたの番だしな。もちろん同盟に参加するかどうかも好きに決めていい」

　言いながら、ナポレオンを見ると、彼女もまた目を閉じて。

「まあこの状況で同盟に参加しないというのは、わたくしたち同盟側を敵に回すということになりますから、種族のためというのであればなおさら選択肢は一つしかないようなものですけれど」

　さりげなく、すでに〈獣妖族ベステイア〉が同盟に加えられたものとしたナポレオンに、誰もなにも言わない。

　そのまますぐに回答終了を示すように〈獣妖族ベステイア〉の項目に〝０ポイント〟が刻まれて。

　全員の視線を集めたアーサーは、一度長く息を吐き、レイジたちを見て言う。

「……汝なんじらの言うことは理解できぬ。だが、確かに我が言動は決めつけによるもので、軽率極まりなかった。謝罪する」

　そうして頭を下げたアーサーに、レイジは軽く目を見開いて。

「へえ、ずいぶん素直なんだな」

　茶ちや化かすような言葉に、直前までの苛いら立だちなどなかったかのように、アーサーは冷静に続けた。

「間違いを間違いとして認めるのは当然のことだ。……王が正しくあることで民ははじめてついてくる」

「……別にそんなことはないですけれど」

　ぼそりと呟つぶやいたナポレオンの言葉は聞こえなかったのか、まっすぐ前を向く。

「ともかく、すでに察せられていると思うが、汝らのような策略を練るのは得意ではない」

「だろうなあ」「だよねー」「ですわね」「わかります」

　ファウストを除く全《英雄》からそう同意され、さすがに恥ずかしくなったのか、こほんと咳せき払ばらいをして、

「……ゆえに、規則と関係なく小細工の類たぐいは一切するつもりがないし、噓うそを吐つくつもりもない」

　言いながら、一枚のカードを選んだ彼は、素早く確認して全員に見えるよう裏返す。

　そこにあったのは、〝今後どうしていきたいかについて語ってください〟という一文。

「今後どうしていきたいか、か……それは我が信念について語るのと同義だ」

　一度視線を落としたアーサーは、再度強い眼まな差ざしを正面に向ける。

「我が信念……それは民のための王たれ──民のための《英雄》、《誓約者ルーラー》たれというものにほかならない」

　そうして語られるのはアーサー・ペンドラゴンという、王の中の王の矜きよう恃じ。

　国を、民を治める王の振る舞いは正しくあらねばならない。

　有事の際には勇敢に先頭に立ち、平時においても飢えたるものが出ないよう、不満が生しようじないよう、粉骨砕身の想おもいで事にあたる。

　それこそが正しき王──アーサー・ペンドラゴンの信念。

　あまりにも普遍的で、正道で、それゆえに。

「陳ちん腐ぷですわね」

　ばっさりと言い切ったのはナポレオン。

　かつて世界の覇権を取った帝国の王は、その王を背後から操った少女は言う。

「それで、本当に民がついてくると思っていますの？」

　挑発しているのでもおどけているのでもない。

　単純に事実を突きつけているナポレオンに、アーサー王は目を閉じ、

「思っていないな」

　口元に浮かべるのは苦笑。

　思わぬ返答と感情の発露に、ナポレオンさえも意外そうに目を見張る。

「理想と現実は違う。そもそも王は民……そこには当然臣も含まれるが、彼らと同じ視点を持つことができない。だから、王がどんな信念を持って政治に取り組んでも、やがてはズレが生しようじる。真の意味で王と民が共存し続けることはできないのであろう」

　どこか寂しげに、郷きよう愁しゆうを思わせるようなその言葉に。

「……そこまでわかっているのに、理想を語るのですか？」

　ティファリシアの問いに、アーサーは静かに続ける。

「理想もなくなにかをなそうとするのは、どこへ向かっているのかもわからずに歩き続けているのと同義だ。王がそれではあまりにも無責任ではないか」

「……銀行でも建てそうなやつの言葉だな」

「は？」

「いんや。だからお前は信念が必要だって言ってたわけな」

「無論、〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》が言ったように、それだけでは民がついてこない。否、やがては離れゆく」

「……王と民は同じ視点を持てないから」

　呟つぶやいたティファリシアに然しかりとうなずき、言う。

「王がどれだけ理想を語ろうと、民はそれを絵空事と切り捨てる。それは一面において正しい。だが、だからといって理想もなく歩んだところで行き着く果ては空くう虚きよ。国であれば滅びより他にない。王も民も国を滅ぼすのは本懐ではないはずだ。なればこそ──民と王は次なる礎いしずえのためにこういった場を必要とするのではないか」

「こういった場？」

「王も民もなく、互いの意見をぶつけあわせ、よりよい結論へと導く──話し合いの場だ」

「────」

　王が。

　それも強い信念を持ち、民の先頭に立って率いようと気概を持つ王の中の王が、王も民もない話し合いの場を持つべきだと提示する──？

　その考え方に、ティファリシアは目を見開き。

　太たい公こう望ぼうが静かに言う。

「んーでも、アーサーちゃんは《英雄》の中の頂点を目指してるわけでしょ？　それって今言ったことと矛盾しなぃ？」

《英雄》の中の頂点とは言ってみれば王になることに他ならない。

　王と民の区分なき世界を目指そうとしている者が王になろうとするというのは不自然だ。

　太公望の言葉に、アーサーは動じなかった。

「力の制する世界で力なき者は発言権を持たない。むしろ《英雄》の中の頂点に立ったときにこそ、王と民の境界なき場の構築を謳うたえると思っている」

　頂点となった者王が、それ以外の者と同等の立場に立つ。自らをそれ以外の者と同列に扱ってこそ、意味がある──。

「それは……それは素す晴ばらしい考えだと思います」

　気づけば。

　ティファリシアは円卓に身を乗り出していた。

「民の上に立つ者がそのような視点を持つことは滅めつ多たにありません。わたし自身……そう思いはすれど具体的な方策にまでは頭が回りませんでした」

　確かに王──《誓約者ルーラー》と民のあいだには距離がある。それは当然のもので、どうしようもないものだと思っていたが、そんなことはない。

　距離を感じている者が、距離を取っている者が積極的にその距離の問題ごと話し合えばいいのだ。

　この円卓において《英雄》たちに上下の関係がないように、王と民のあいだのそれも王の側から取り払ってしまえばいい。

　そうして王に従う民、王に意見する民という形だけの議会ではなく、互いが対等に向き合える場を制度化していければ──

　思わず考え込こんでしまったティファリシアは、

「ぉおーティファティファ、熱ぃねぇ」

　太公望の茶ちや化かすような言葉に、はっとする。

「あ……た、単にアーサーさんの今の言葉には同意できると思っただけのことで」

「別に誤ご魔ま化かさなくてもいぃのにぃ」

「ええ、ご自分が良いと思ったものを良いと口にするのは自由ですもの」

「……お二人に言われるとどうしても素直に受け取れないんですが」

　微妙な表情で見つめ返すと、太たい公こう望ぼうもナポレオンも一癖も二癖もある笑みを返してきて。

「我が意に納得してもらえたのなら、これに勝る喜びはない」

　驕おごるでも喜ぶでもなく、事実として淡々と呟つぶやいたアーサーは、そうして顔を伏せる。

「……アーサー王にはそれが欠けていたのだから」

　ぼそりと呟かれた言葉。

　唯一耳にしたレイジは、誰にも見えないようにほくそ笑み。

「なるほど、それがあんたの〝今後どうしていきたいか〟、ね」

　さらりと続ける。

「中世ヨーロッパにおける伝説的な王……君主制の権ごん化げみたいなやつが、民主制を提案する。これまた後世の王たちが卒倒するような展開だ。面白いねー」

「誰になんと思われようと、王と民の区分なき場、そこでの意見のすりあわせこそがなによりも重要だという考えに変わりはない」

「……へえ」

　軽く目を細めるだけのレイジとは裏腹に、ティファリシアは深く感動していた。

　レイジは君主制の権化というくだりを皮ひ肉にくるように言っていたが、まさにその君主制の権化のような存在が『立場など関係なく話し合うのが重要』と口に出すことに意味があるのだ。

　あるいはナポレオンが陳ちん腐ぷだと切り捨てたように、アーサーの口にしていることは徹てつ頭とう徹てつ尾び理想論なのかもしれない。

　それでも──それでもと思わせる力。

　彼の持つカリスマには理想を現実にする力がある──。

「とりあえず、それで終わりでいい？」

　ぞんざいなレイジの問いに、アーサーは黙ってうなずく。

「で、ダウトのターンに入るわけだが……」

　一通り席に座るメンバーを見回したレイジは、特になんの反応もないことを確認して軽く肩をすくめる。

　当然だろう。

〝質問〟に関してはすでに全員が直接確認しているので疑う余地がないし、その答えについてもアーサーは噓うそを吐つかないと表明していた。

　もちろん、その噓を吐かないということ自体を偽ることもできるだろうが、彼はそれをしない。

　そう断言できるだけの人間性をすでに余すことなく見せていた。

　だから。




「んじゃダウト」




　へらへらとそう口にしたレイジに。

　誰もが心の底から驚いて。

「あんた、アーサー王じゃないだろ？」

　笑みと共に続けられた言葉に目を見開かざるをえなかった。





　　　　◆◇◆◇◆






「なに……言ってやがるんですか」

　思わずとばかりに呟つぶやいたのはアルファで。

「お、アルファしゃべれるようになった？　〈神翼族最上〉でありながら［劣血種最弱］でもあるアルファにとってもアーサーの言葉は響くもんなー」

「──ご、誤ご魔ま化かしやがらないでください！」

　照れ隠しも相まって、ボリュームをあげたアルファに、レイジは平然と笑みを浮かべる。

「えー？　別におかしなことじゃなくね？　君主制の権ごん化げ──王としての成功者が民主制こそが優れていると提案する。誰がどう考えても不自然だろ」

「そういうことではなく──」

「あるいは《英雄》として確かな《運命力カリスマ》があるってんなら、そんなもの《運命力》のある別人が召喚されたと考えればなんら問題ないじゃん？　実際にそういう例はあるし」

　言いながら、レイジが見るのはナポレオン──ナポレオンとして喚よび出された少女で。

　にわかに視線を集めたポーレット・ボナパルトは不敵に言う。

「仮にそうだとして、なにかこの状況が変わりまして？」

「さあ？　なにも変わらないかもなー」

　冗談めかして肩をすくめたレイジに、ティファリシアは即座に思う。

　──そんなわけがない。

　王と民の距離をなくす場。

　それをアーサー・ペンドラゴンという王の中の王カリスマが提案したということに意味があるのだ。

　その前提がズレれば、彼の主張そのものが無意味になりかねない。

　それはティファリシアにとって受け入れがたい──いや、力ではねじ伏せられる民側の論理を持つ〈隷人族インフイルマ〉──〈解放者〉の代表として、到底承伏しかねること。

　そう思ってレイジをうかがい見たティファリシアは、アーサーでもナポレオンでもなく、まっすぐ自分を見ているレイジに気づいて。

「……そもそも、レイジの口にした今のダウトには意味がないのでは……？」

　ダウトが申告できるのは相手の〝質問〟とその〝答え〟に対してであり、レイジのそれは規則としての強制力を持たない。

　思わずそう口にすると、レイジはへらへらと肩をすくめてあっさりとうなずいてみせる。

「そうだな。『限定ダウト』の【勝負】には関係がないダウトだ。もちろん無視することもしらばっくれることもできるし、噓うそを吐ついたっていい。俺だったらそうするな」

　最後の言葉。

　俺だったらそうするという発言に、ティファリシアは目を見開く。

　──『限定ダウト』という、噓を吐き、噓を見抜くゲーム。

　常日頃から噓を吐いているようなレイジでなくとも噓を吐かなければならない【勝負】で、アーサー・ペンドラゴンは己の信念に従って偽らないと自ら宣言していた。

　それは不合理で、頑かたくなで、それゆえに彼という《英雄》の信念が強固であることを《英雄》たちや《誓約者ルーラー》たちにさえ知らしめ──その発言に説得力を持たせる。

　彼には打算や策略がなく、心から思っていることを口にしているのだと納得させる。

　それこそが彼の持つカリスマの源で、根幹なのだ。

　だからこそ、たとえ【勝負】と関係なくとも──この場においてアーサー・ペンドラゴンは噓を吐けない。

　噓を吐けば、アーサー・ペンドラゴンを偽り、そのカリスマごと捨て去ることになる。

　そうならざるをえない状況が知らぬ間に作られていた。

『限定ダウト』という【勝負】方法、そして《英雄》闘議パンテノンゲームというもっともらしい言葉によって。

　それらを作った策士は、平然と言う。

「というわけで、あらためて訊きくわ。アーサー・ペンドラゴン、あんたアーサー王じゃないよな？」

　わざと矛盾した言い方。

　鋭い刃やいばを喉のど元に突きつけるかのような言葉。

　この場にいる全員の視線を集めた彼は、硬い表情のまま、やがて観念したようにそっとため息をついて。

「そう思われても……仕方がない」

　悔悟を込こめた言葉は、イエスともノーとも受け取れた。

「それはつまり──」

　詳しく追及しようとアルファが口を開き、

「なるほど、わかった」

「ホウバミレイジ……!?　なぜ──冗談ですにゃん♡　なんでですか!?」

　無む理り矢や理り黙らせたレイジは、思わせぶりな笑みと共に言う。

「今はそれで十分だ」

　あからさまに含みの残る発言に、太たい公こう望ぼうとナポレオンがレイジに鋭い眼まな差ざしを向けた。

　アーサーに対するアドバンテージの独占。明らかなマウントポジションの誇示。

　それらは今後において大きく働く。

　それでも、誰もなにも発言せずに〈竜闘族ドラゴーネ〉の項目に〝０ポイント〟が表示され、

「──やっとファウストの番ですねぇ」

　ゴスロリ悪魔の言葉に、ティファリシアの意識は強制的に切り替えられる。

　そうしてそちらを見たティファリシアは──メフィストフェレスの浮かべる表情に固まった。

　無表情。

　ほんの少し前からまったく発言していなかった彼女は、まるで人形のようにぴくりとも表情を動かしていなくて。

「それじゃあファウストがカードを引く──前にぃ、ぶっちゃけていいですかぁ？」

　声だけがイタズラめいた響きを伴ともなっていることに。

　言いようのない不安感を煽あおられ──




「つまんない」




　低い、声。

「つまんないつまんないつまんないつまんないつまんないつまーんなーい」

　繰り返される言葉の終わりに、苛いら立だちのようなものを込こめて、少女は言う。

「なんですかこの茶番。なんなんですかこのくっだらない【勝負】モドキ。これじゃあ《英雄戦争》以下の娯楽じゃないですか」

「……娯楽？」

　聞き捨てならないとばかりに反応したアルファを無視して。

「せっかく楽しみにしてたのにぃ。すっごく楽しみにしてたのにぃ。完全に時間を無駄にしたじゃないですかぁ。あーあ、これならやっぱり一回ちゃんと滅ぼしちゃったほうがいいですねえ」

　感情的な早口。

　あからさまな、幼い憤いきどおり。

「……なに、言ってやがるんですか貴様……」

　訝いぶかしげにアルファが声をあげ。

「なにもかも言いたくもなりますよぉ。久しぶりに楽しいものが見れると思ってぇ、間近で観察するために、わざわざ降りてきたんですからぁ」

「降りて、きた……？」

　なにを、言っているのか。

　アルファでなくてもそう思わざるをえない発言に、悪魔は口を三日月の形にする。

「降りてきたは降りてきたですよぉ。上界から下界のこの世界に降りてきたに決まってるじゃないですかぁ」

　上界から下界に……？

　下界がこの世界？

「は……っ、まるで貴様が上位存在みたいに言いやがりますね」

　たかだか異世界人ごときが。

　そういうニュアンスを込こめたアルファの言葉に。

「その通りですよぉ？」

　彼女はあっさりと認めて。




「というかぁ、神様ですから」




　ニコリともしない、冗談ではないことを明示するような言葉に。

「………………は？」

　どうリアクションしていいかわからない。

　そんなアルファの反応に、少女は口元だけの、馬鹿にしたような笑みを浮かべる。

「この世界の創造主──って言ったらわかりますかぁ？　ああ《大誓約魔法》の化身って言ってもいいですよぉ。同じことですからぁ」

　世界の創造主。《大誓約魔法》の化身。

　わけのわからない、いやわかりはするが突拍子のなさすぎる子供じみた単語に。

「きゃはっ、全然面白くないょメフィメフィー」

　軽い笑いと共に太たい公こう望ぼうが言う。

「冗談ならもぅちょっとそれっぽぃのを言ってよねー？」

「別に冗談じゃないですけどぉ」

　即答したメフィストフェレスに、太公望が笑みを消し。

「というかそもそもぉ、この世界の運命を変えるために喚よび出される《英雄》さんがいるのにぃ、この世界の運命そのものを創つくったり終わらせる神がいないと、どうして思ったんですかぁ？　《英雄》の《偉能》にしてはなんでもできすぎでしょぉ？」

　それは。

　それはおそらく、この場にいる誰もが思ったことで。

「あら、条件さえわからなければわたくしの《偉能レアルタ》でもなんでもできますけれど」

　冗談めかした口調で続けたナポレオンに、ティファリシアははっとする。

　そうだ。

　条件さえなければどの《英雄》の《偉能レアルタ》も負けず劣らず驚異的であるし、裏を返せばファウストの《偉能レアルタ》も発動条件がわかっていないというだけのことで──

「じゃあその条件ってなんですかぁ？」

　的確に突かれる急所。

「条件の指摘ができないのとぉ条件自体がないのってぇ、どう違いますぅ？」

　相も変わらず、少しも笑わずに、ため息すら交えつつ。

　少女は仕方がなさそうに言う。

「それとぉ、《英雄》さまの《偉能レアルタ》がなんでもできるからといってぇ、できちゃいますかねぇ？　──こんなことも」

　ふわりと浮いた彼女は、ファウストの耳元でそっと呟つぶやく。

「ファウスト〝この世界を夜に閉ざせ〟」

「メフィストフェレス【この世界を夜に閉ざせ】」

　まさか。

　そう全員が思う中、黒い魔法陣を出現させたメフィストフェレスは空へと手を広げ──

　ほんの一瞬。まばたきする間に。

　突き抜けるような青空は、夜空へと変わっていた。

「もちろん逆もできますよぉ。ファウスト〝この世界を光で照らせ〟」

　同じように復唱したファウストによって、夜は昼に。

　それらの現象を、ジャンヌの絶対自在空間でもない、現実の世界で行ったという暴挙に。

　太公望もナポレオンも、呟かざるをえなかった。

「──えぇーウソー……」

「……馬鹿げていますわね」

　それらのリアクションをさもありなんと受け入れて、自称神は言う。

「噓うそみたいですよねぇ？　馬鹿げていますよねぇ？　違いますよねぇ？　普通の《英雄》の《偉能》とは。──だからぁ」

　背中の翼を羽ばたかせ、彼女は円卓の上──一枚のカードを足先でノックする。

　綺き麗れいに裏返ったカードは、彼女の差し出した手へ吸い寄せられるように動き──そこに書かれた〝質問〟を明らかにして。

〝あなたの正体はなんですか？〟




「神様なんですよぉ、わたし」





　　　　◆◇◆◇◆






「────」

《英雄》でもなければ《偉能レアルタ》ですらない？

　この世界の創造主で、世界の運命自体を終わらせる者。

　神。

　暇つぶしに上位世界から下位世界であるここに降りてきて、面白くないから滅ぼす。

　そんな突拍子もない話を。

　荒こう唐とう無む稽けいにもほどがあるものを──信じろというのか。

　いやそれはすでに問いの段階ではなく、彼女の力を見せつけられ、事実として覆くつがえせない現状、受け入れるかどうかにまでなっていて──

　その場に膝ひざをつきたくなるような気持ちになっていたティファリシアは。




「んなわけねーだろ」




　どこまでも軽薄な。

　どんなときでも、どんな相手にも、変わらぬ気けだるさでもって応じるニートの声に、顔をあげる。

「レイジ……」

　ティファリシアの呟つぶやきに、〈解放者〉の《英雄》は小馬鹿にしたような、〝騙だまされてやんの〟とでも言いたげな、ニヤニヤ顔をしていて。

　無む性しように。

　腹が立った。

　そうして、腹が立ったから。

「……なにも言わないでください。絶対に」

「えー？　今お前超心細そうにしてなかった？」

「は？　なんですかそれ。してません。してるわけありません」

　してたかもしれない。いや絶対にしていた。だから言っているのだ、この最低ニートは。

　あえてそちらを見なかったティファリシアにレイジはあっさりと引き下がった。

「あっそ。んじゃなんも言わなーい」

　そうして文字通り黙り込こんだレイジを横目に、ティファリシアは思考する。

　メフィストフェレスが仕し込こみ、レイジが見抜いたトリックがなにかを。

　──神様なんですよぉ、わたし

　そう口にしたメフィストフェレスに対して、レイジは〝そんなわけがない〟と言った。

　レイジが断言した以上、それは絶対にそんなわけがないのだ。

　そこだけは動かない。つまり答えは示されている。

　あとはそこに至る式をティファリシア自身が導き出せばいいだけ。

　そう考えて。

　考えて。

　考え……て……。

　……あれ？

（お、思いつかない……!?）

　まずい。

　まずいまずいまずい。

　なぜレイジはメフィストフェレスの神宣言を堂々と否定できたのか。

　さっぱりわからない。

　やはりレイジでなければ思い至れないようなことだったのか──

　……違う。

　もしそうなら、レイジは退いたりしない。

　レイジはティファリシアにも答えが出せると思ったから、黙ったのだ。

　これも、レイジがヒントになる。

　悔しいがそれしかティファリシアには絶対的に信頼できるものがない。

　そもそも絶対的なものなどそうそうありはしないのだから。

　……絶対的なものはそうそうありはしない？

　一つ──ある。

　そう思った瞬間、ティファリシアの思考に電撃のような閃ひらめきが走って。

　顔をあげたティファリシアは、変わらず表情のないメフィストフェレス──ではなく、その背後で整然と座ったままのファウストを指さして言った。




「ダウトです〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》ファウスト」




　絶対的なルール。

　ダウトの宣言に、ファウストは確かに笑った。





　　　　◆◇◆◇◆






　──ダウトの【勝負】自体はどうでもいい。

　そう言ったのはレイジだ。

　確かにアーサーのときもファウストのときも、【勝負】そのものはどうでもよかった。

　どうでもよくないのは、《大誓約魔法》によって定められた噓うそを吐つけない絶対的な場そのもの──。

「くふっ、ダウトぉ？」

　ティファリシアの宣言にも、メフィストフェレスは一切怯ひるまなかった。

「なにに対してですかぁ？」

　ダウトの内容は明確にしなければならない。

　それはこの【勝負】のルールに明記されている。

　当然間違えれば、ティファリシアは発言権を失う。一義的な発言権だけではない。

　同盟における立場もだ。

　太たい公こう望ぼうとナポレオンがアーサーの追及に関してレイジになにも言わなかった理由。

　それも三種族──いや四種族同盟での力関係につながるものだったからだ。

　不用意な発言は同盟での立ち位置に影響する。そのことがわかっていたから聡さとい彼女たちは黙った。

　世界を滅ぼすと脅されているこの状況でもそれは変わらない。

　そのことを正確に理解した上で、ティファリシアはまっすぐ前を見て言う。

「もちろん、あなたが神であるという点です。メフィストフェレスさんはこの世界の神などではありません」

　断言。

　これ以上ないほどはっきりとした言葉に。

「──くふっ、くふふふふふふふふふふふふ」

　円卓上の少女は笑い笑い。

　不意にすべての感情が抜け落ちたような顔で言う。

「──残念ですねぇ……それだけじゃ足りないんですよぉ」

「足りない……？」

「えぇ、確かにファウストは事実としてこの世界の神などではありませんよぉ。だってそれは単なる比喩表現ですからぁ」

　比喩表現。

　そんな言葉であそこまで堂々と噓を吐いていたことを開き直れるのか──そう驚きよう愕がくしている間もなく〈解放者〉の項目に〝１ポイント〟が刻まれ、

「でも……退屈な退屈な退屈なこの世界を滅ぼそうと思ってるのも、そのための力を持っているのも事実なんですよぉ……」

　深々とつかれるため息。

　たとえば自殺者がするように。

　本当にすべてがどうでもよくなったように──彼女は気けだるげに言った。

「というわけで──世界滅ぼしますねぇ」

　そのあまりにもあっさりとした発言に、一泊遅れてアルファが叫んだ。

「ダ、ダウト！　貴様が世界を滅ぼす力を持っているというのは噓うそです！」

「〝手番中噓を吐つけるのは一度だけ〟。ルールにもありますよぉ？」

　淡々と告げるメフィストフェレスは、すでにすべてを諦あきらめているような態度でため息をつき、

「見事ですねぇ、素す晴ばらしいですねぇ、くそつまらないですねぇ」

　不意に。

　レイジを見ると。

「──また勝てなくて残念です」

　含むように、笑って。

「待──」

　ティファリシアが手を伸ばし。

「ではではみなさん、さよならぁ」

　絶望者メフイストフエレスは手を振り。

「────レウ」

　誰かの声がレウを呼ぶと同時。




「ファウスト〝　　　　　　　　　　　　　　　〟」




　音が、無くなる。

　すべてが終わる感覚。

　円卓の上のメフィストフェレスだけがいつまでも視界に焼けついて──

　…………？

　なにも起こらない。

　なにも変わらない。

　訝いぶかしむティファリシアは、音のない世界で、メフィストフェレスが大きく目を見開き、驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめるのを目の当たりにして、眉まゆをひそめる。

　視界だけはしっかりと確保されたままなのに、相変わらず聞こえる音はない。

　いや、というか──耳を『なにか』で押さえられている？

　そう思い、周囲を見回すと、みながみな残らず同じように耳を押さえられているのを知って──ティファリシアはその『なにか』がなんであるのかたちどころに理解した。

「『かたわらの闇』──？」

　呟つぶやくと同時に、黒い布から解放され、ティファリシアは真っ先にレウを見る。

「今のは……？」

　だが、レウもまた驚きの表情を浮かべていて。

「ほんとうに……ファウストののうりょくを、むこうかした……」

　その視線の先にいたのは──




「やっぱりな」




　不敵に笑うレイジは、そう言ってネックウォーマーを口元まで引き上げて。

「これでようやくチェックだ」

　低く呟いた。





　　　　◆◇◆◇◆






「……レイジっち。いったぃ──なにを、したのカナ？」

　太たい公こう望ぼうのその問いは、この場にいる全員が思っていることに他ならなくて。

　尋ねる太公望とは裏腹に、レイジは深刻さの欠片かけらもなく言った。

「なにをしたもなにも見たとおりだろ。普通に『かたわらの闇』で耳栓しただけ」

　メフィストフェレスがファウストを通し、《偉能レアルタ》を使おうとした刹せつ那な、確かにレイジがレウの名を呼んでいた。

　あの一瞬で全員の耳をふさいだのも驚異的だが。

「なぜ、そのようなことをなさったのかしら？」

　訝いぶかしむナポレオンに。

「それがあいつの《偉能レアルタ》の発動条件を決定的に阻害するからだよ」

　レイジは笑ってその『あいつ』──メフィストフェレスを見る。

「お前は《偉能レアルタ》の発動条件にファウストが望むことであると言った。それは一面において事実かもしれないが、本質的には噓うそだよな？　なぜならそいつに意思なんてないからだ。意思もないのに望ませるなんて無理ゲーにもほどがある」

　そいつ──今も平然と無表情で席に座り続けるファウストを指さし、続ける。

「ところが、お前は確かに《偉能レアルタ》を発動させていた。それも地殻を揺らし、浮遊大陸を落とし、昼と夜を自在に逆転させる──天体の運行まで自由にするなんつーとんでも能力を。明らかに常軌を逸してるし、そりゃ神だなんて名乗りたくもなるよな。事実そうなりかけてたし」

「そうなりかけてた……？」

「さっき信じさせてただろ。ティファがダウトしなきゃ、そのまま本当に創造主だと思ったやつはいるはずだ」

「でもそれは──」

　そう思い込こんでいるだけで事実は違う、と言いかけて。

　思い至る。

　辿たどり着つく。

「まさか──わたしたちの思い込みが《偉能》発動の条件……!?」

「正確には想像することが、な」

　想像すること──起こりうると思ったことを起こせる力？

「最初の違い和わ感かんは場所の移動だ。なぜディリドに呼び寄せる必要があった？　もちろん、あそこでしかできないなにかがある可能性もあった。だが、そいつは煽あおったらあっさり浮遊大陸に戻させた。その躊躇ためらいのなさはディリドでやるべきことが終わってたからだ。んじゃそのやるべきこととは？　はいティファ」

　急に話を振られても、もう慌てることはなかった。

　ディリドで起きたこと、起こされたことは、一つしかない。

「地殻の振動……」

「正確には地殻を震動させられると知らしめることな。あれで、俺たちの頭の中でファウストの《偉能レアルタ》はやばいという意識が芽生えた。少なくとも地震レベルのことは起こしうるのだと実際に目にすることで知ってしまった。それが最初のトリガーだ」

　トリガー、と言いながら、レイジは人差し指を立てる。

「人の想像力は現実に裏打うちされると、より大きな方向へと広がる傾向がある。地震レベルのことが起こせるのなら、大陸も落とせるかもしれない。大陸も落とせるなら昼と夜の逆転、天体の運行にも影響を及およぼせるかもしれない。天体の運行に影響が及ぼせるなら──」

「この世界そのものを破壊させられるかもしれない──？」

　それは、そんなものが本当にあるとしたら。

「そんなもの……最強じゃないですか……」

　アルファの呟つぶやきに、レイジはあっさりと言う。

「まあこうやって防げてるし。ちなみにレウに耳栓を頼んだのはここを落とされそうになったときな。あれで確信が持てた」

　そのあまりにもあっけらかんとした態度に、ジャンヌが驚きよう愕がくと共に言う。

「あなたは……どうして」

「その条件に辿たどり着つけたのか、か？　そりゃ、ずっとそのことを考えてたし」

「ずっと……？」

「レウと会ってからずっと」

　そう言いながらレウを見ると、普段無表情の彼女がぐっとなにかを堪こらえるような顔をしていて。

　今にも泣きかねない表情から逃げるように、レイジは言う。

「……まーそれは置いておくにしても、いちいち唱しよう和わするのもおかしいだろ。ファウストに望ませなければならないって条件があるにしても、いちいち声に出す必要はない。逆に言えば、なぜ声に出す必要があるのかって話になる」

「あ……声に出すことでわたしたちに同じものを想像させるのが目的だった……？」

　各個人の想像するものにはどうしても幅がある。具現化するイメージを統一するためには声に出さなければならない。

　そして、その声が届かなければ想像するものはバラバラになり、能力は発動しない──。

「ま、本当はここまで気づくのを待つつもりだったんだけどな」

　ぼそりと呟つぶやいたレイジがティファリシアを見て。

「……え？　えっ？」

　それは、つまり。

　レイジに期待されていた──？

「いやー我ながらなかったわー」

　一転して『こんなアホに期待とかありえなさすぎ』という顔をするレイジに、ティファリシアは喜びそびれて。

「……最初から」

　円卓の上で顔を伏せる少女が、言う。

「最初から、全部……わかっていたんですね」

　無感情な声に、レイジは静かに応じる。

「最初から全部じゃないけどな。お前が露骨に流してたヒントのおかげでもあったし。つーか──」

　わずかに嫌悪の混じった言葉。

「こうなってほしかったんだろ？」

　レイジにしては珍しい声。

　なによりその言葉の内容に、ティファリシアが顔をあげ──

「──くふっ」

　少女が笑う。

「くふ、くふ、くふふふふふふふふふっ!!」

　笑う笑う。

　両手を広げ。

　全身で世界を感じるようにして。

　狂ったように。

　最初から狂っているように猛たけり、嘲あざけり。

　高らかに告げる。




「さすがはわたしの愛しき憎たらしい［０／２0ne Sec0nd］！」

「たいしたストーリーテラーぶりだな大作家様」




　言葉の応酬は一瞬で。

「大作家様……？」

　アルファの疑問もさることながら。

「わん……せかんど……？」

　ティファリシアは呟つぶやく。

[image: ]

［０／２0ne Sec0nd］。

　それはレイジの元の世界での呼び名で──

　ぱん、と手を打うち鳴らしたメフィストフェレスに、はっとする。

　そうして彼女が浮かべる朗らかな笑みに、ティファリシアは虚を衝かれた。

「──みなさん、ありがとうございますぅ。おかげさまで、わたしの目的が一つ果たせましたぁ。これで続きができます」

　言いながら、ふわりと浮いた彼女は狂った笑みの余韻を残したまますでに立ち上がっていたファウストの横にまで下がると、

「お礼といってはなんですがぁ、この場は穏便に辞退させていただきますねぇ」

　スカートの端を摘つまんで優雅に一礼し。

「なに言って──」

「ではでは、またの機会にぃ」

　最後まで一方的に──去っていった。








終章　はじめるためにおわる









「──さて。次は俺の番かー」

『かたわらの闇』によって、レウごと消えたファウストとメフィストフェレス。

　彼女たちの退去、なによりそこに残された数多くの謎なぞに困惑する面々を尻しり目めに、レイジは平然と円卓のカードを一枚選ぶ。

「なにを……」

　そうして、まだ続けるのか、と言いたげなアルファを遮さえぎり、カードを裏返してみせる。

「〝今後も同じことを続けていくつもりか〟、ね。いやーボケようがねえなーこれはー」

　不自然なまでに明るく笑うレイジは、アルファを、ジャンヌを、アエルを、太たい公こう望ぼうを、ナポレオンを、アーサーを見て。




「答えは〝ノー〟だ」




　にやりと笑う。

「………………え？」

　唯一。レイジと目が合わなかったティファリシアが、遅れて事態を把握する。

〝今後も同じことを続けていくつもりか〟という問いに対して。

〝ノー〟？

　今後は、同じことを、しない？

　それは、いったい。

　どういう意味なのか──

「ティファリシア」

　名前を呼ばれただけなのに。

　どくりと、ティファリシアの胸が高鳴る。

　それは、期待ではなく。

「アレなお前でもうすうす感じ取ってると思うが──」

　不安。

「俺とお前は同じところを見ていない」

　いつも通り適当極まりなく。

　少しの覇は気きも感じられない声で、レイジは言う。

「だからまあ、ここら辺でいったん別行動しねーか？　って話なんだけどさ」

　──嫌です。

　涼しげな声に、ティファリシアは感情的にそう答えそうになった。

　──彼女が関係しているんですよね？

　そう反射的に問いたくもなった。

　けれど。

　そのどちらも口にせず、踏みとどまれたのは。

　レイジが、真剣に見えたから。

　相手が真剣なら、自分も真剣に対応しなければならない──

　なんていうのは、馬鹿げた考えだ。

　だから、ティファリシアも呆あきれたような笑みを浮かべて、浮かべたつもりで言う。

「……勝手にすればいいじゃないですか。レイジに頼ることなんてもうありませんから」

　声が震えた気がする。

　気のせいだといい。気のせいに決まってる。

　そう思って、強く前を睨にらみつけたティファリシアは、

「あなたがいなくても──ティステルは守れます」

　吐き捨てるように、言って。

「おう、信頼してるぜ、ティファ」

　不意打うちのような笑顔。

「────」

　今まで見たことのないような表情に、ティファリシアはもう堪こらえきれなくて。

　一瞬。

　ぐっと息を吞のみ、目を閉じたその瞬間に。

　レイジはその身を浮遊大陸の外へと投げ出していて。

「──はあ!?　なにしやがって──」

　傍観していた全員が驚きよう愕がくに目を見開くその前で、

「てなわけで、後のことはよろしくなー」

　ニートは堂々と空の下へと落ちていった。

　後に残された者たちが混乱のるつぼにある中、ティファリシアは一人空の下をのぞき込こみながら思う。




　──信頼してるぜ、ティファ




「……ダウトです────────────ばか」

〈解放者〉の項目に〝２ポイント〟目が刻まれたことに気づいた者は誰もいなかった──。


〈了〉
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あとがき




　というわけで四巻でございます！　今巻はとにかく出てくるキャラが多くて「このキャラのこんなところも書きたい」欲求と戦うのが大変でした。特に初登場の新キャラは某キャラ絡みの○○とか○○とかあって……次巻以降でガシガシ掘り下げていきたい！

　そして、前巻があの終わりかと思ったら今巻の終わりはこれかよ!!　という感じかと思われますので、次巻もなるはやで……なるはやでお届けできるようがんばります！

　がんばるついでに、もう一人の好き放題主人公が無双する『魔力ゼロの俺には、魔法剣姫最強の学園を支配できない……と思った？』二巻のほうが一二月に発売予定ですので、こちらもどうぞよろしくお願い致します！　新キャラヒロインが超可愛かわいい!!　予定です！

　以下謝辞です。まずは担当編集Ｏ様。いつも以上に大変なスケジュールすみませんでした＆見事な舵取りありがとうございました！　次こそ優良進行できるよう努力します！

　創造神ねこめたる様。今巻も表紙絵や新キャララフをいただけるたび、見開かれた刈かり野のの目は失われた視力をぐんぐん取り戻しました。特に某悪魔と王がたまりませんでした！

　また、Ｋ編集長をはじめ、ありとあらゆる面で本書に携わってくださった皆々様。

　なによりも、ここまでお付き合いいただいている貴方様に、渾身の感謝を──。

　またお目にかかれますように！


刈野ミカタ
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異世界ならニートが働くと思った？４




エルフの姫を放置して救世主にします。








刈野ミカタ





ＭＦ文庫Ｊ





2016年11月25日　発行





ver.002





©Mikata Karino 2016





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『異世界ならニートが働くと思った？４　エルフの姫を放置して救世主にします。』

2016年11月30日　初版第一刷発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0010.jpg





OEBPS/Images/embed0014.jpg
-\





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg
AT

BOOKY~WALKER





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005.jpg
IRV





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
C o N T S

2 = =z Zz £
52 52 =-) 82 52 52
& —%= = = = K
s @l | &
2 i U S S Y
2 bz & &
= 58 B B # LU
2 < B D 8
[ ] )
a5 [ i
P,

z

P257 P168 P126 P42 P14 pll






OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg
(
,Z’Y ‘

Ny

o <
D/

SO¥EE -
—

Al

D
2
3

o






OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		CONTENTS


		序章　たぶんはじめから


		一章　ニート、待つ


		二章　ニートと悪魔


		三章　ニート、蒔く


		四章　ニートを追う者は一途をも得ず


		終章　はじめるためにおわる


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg
MHFZHY

D00

(o [RAEOORICE. REERBOPEABIERT
FIE BT ? ] DFFRIRTI &)

335
RTHIED
s
NI 3DEY MY ERFEBVBOE UL, &
TEHDHLTT

=
z
a
b
-
A
5

BERES=—MIECEEO?4 INIOEERELTREECLET.

REFBRSNT (W) 5HHERS (FROKE. TLIOECRUETN
FRF =~ MR IR U8, RRFAERBBEO R [CHBATD.
EOEOB®, LA IORICEEELTIVEL RN, WRE ORIc—FZE
NE>TUES, TSRO, RICESRRIMT > 92 hEBEL HELLT
AOURSRBAT— [EORDTVEEBOH 1) [+ LB TOND
ATINTUD) DVITRNE (CIRH DRit. 2L THEESSHEORIET
THI— MEESAGLN? B — Mk BV RN, AU T ORI |






OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
MBI H S st

Q






